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太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空 聞を感じさせるほど微妙な

無 限のリズPムの中の 陰影、

F艮

タイ ノレ一枚一枚がまるで意思をも っているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル



日 本 建 築 協 会 会 告

芦屋市立美術博物館一太田隆信氏に聞く

円以 ､ ｩι 夫 ｎＺｩｴｾ ｬ ￬ 物自 ＧＱＧＺ が Ｓ ) J にオ ー プン、話J mにな っ て い ま す そこでノト 1111 は 、 投，:1'

れの坂 fi 処築研究所大| 以 下務 所 長 . ) ( 川附 口 氏 を お Jii き し、、11自立のm氾lや デ ザ イ ンてす:

に つ い て ス ラ イ ド を 交 え な が ら お 聞 き し た い と 思 い ま す。

、ll 自立は、 1・'，'It!. の 「 伊 勢 町 文 化 ゾー ン」 にあり、 rli ¥L IヨI，'i- 館、? 子山削'11- 01¥記 念 館 とと

し に ぷ 術 文 化の、，¥Ｏｴｬ ｾ＠ 1) " のす る ア イ デ ン テ ィテ ィーの ぜかなソ ーンを 形 成 し て い ま す

そし て科的，記念館は千111瓜、同，'::fi i ' ¥は」ヒl伏Nmの 近 代 iHrt¥、に刈し て 、こ の 美術it 事物自I ¥は

モ ダ ン 、 しかも、、1'1bI: 陸| 組内 の 小 11¥附 ill ア ト リ エ の 木 造 を 含 め て 、段々なテザイ ン エ

レメ ント で 情11)(: され て おり、変化と『調和 の あ る ア クテ ィブなデザイ ンにな っ て い ま す

多数の 参 加 を お 1.' 1' ち し て い ま す

日 時 1991 年 5 月30 日( 木) 14 :  0 0 - 1 6  :  00  

会 場 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン ( 大 阪 駅 前 第 3 ビル21 階)

F 小出身酋重と芦屋 開催中の芦屋市立美術情

物館は、「小出崎重とその周辺の作家都 「吉

原治良と異体美術協会の作家都 r 芦屋ゆかリ

の作家群を 3 本位に、作品を収.¥I._. 展示し、

これらの人びとの業給を顕肥するとともに、

芦屋市展、エンパ美術コンクール展に芦屋市

立美術博物館賞を設ける等、いかにも芦屋ら

しい. こ れまでの文化活動の延長上に地域密

着型の美術博物館として計画されている

また、既存の「芦屋市立図書館 谷崎記念館 J

と一体に、「伊勢町文化ゾーン」を術成してい

る= さらに‘ この文イヒゾ ンは、芦屋川沿い

の「芦屋市民セン夕 、ノ ンJ と対をなす存

在で もある

そして‘ 美術博物館の庭園に復元された「小

出アトリエ J は、旧図書館の改作亭中心 lこ計

画された「芦屋市立n出教育文化センタ 」

と共に、人々に親しまれた建物の伝承の事例

でもある

以上のようなリンケージの中で話しを進めて

ゆきたいと思っています

( 太田隆信/ 坂 倉 建 築 研 究 所 )

- 太 図隆信 ( おおた たかのぷ)

1934年台湾生まれ

1958年早稲田大学建築学科卒業

同年坂倉準三建築研究所入所

1969年板倉建築研究所に組織変更

1982年取締 役大飯事務所長、 現在に至る

〈最近の作品〉

伊丹市立美術館・工芸センター・柿術文庫

みえこどもの城

浜松市かわな野外活動センタ一

般阜の家 など

- 建築概要

所在地 兵* 県芦屋市伊努町12- 25

段 計 板 倉 建 築 研 究 所 大 阪 事 務 所

施 工竹中・永瀬J V

敷地面積 6，469 . 85m'  

建築面積 2，275 .47 m' 

延床面積 3，530 .29m'  

構造規模 RC、一部5、2 F  

ト ル の え リ ト 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃・ 、 調 圃圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 園 工 期 1989年 10月- 1990: 年 B 月

定 員 30人

参 加 費 一般 2，500円 、 会 孔 1.500円 ( 学 生 : 一 般 Ｑ ， ＵＰＰ 円、会 Ｑｾ 1，000円 )

※ 合、( 行ビールor ジ ュー ス 、 消 費 税

申 込 ハ ガキ、 F A X、 屯 訴 で 5 月22 日 ( 水 ) までに ( 社 ) 1:1本，辿 築 協 会 事 業 諜へ お

1[ 1  込 みく だ さ い 。 fiii し名 ( / ヘー屋市立美術M物 館一 太 UI 附1 . ] 氏に Il fJ <  ) 、氏名、

会H . 一 般 の 別、勤務先、参加証送付先、' ，C話番号をお生11 らせ 原ii ｾ、ます

( 社) 日本建築協会事業課 〒530大 阪 市 北 区 梅 田 1 - 1- 3- 2100 

F A X  348- 0634 T E L  348- 0633 

※ 参 }J !I，i，Eを 5 }J 23 日 ( 木 ) に 発 送 し ま す 。

※ｉ｛ ｬｪｾ 才［多数 の 場介は ｴｲｴｬｪ 墾で参加者を決定します 。

建築 と社会/ 1991年 4J J サ l  



日本建築協会会告

講 演 会 「神戸ハーバーランド」

一本 格的ウォーターフロント新 都心 の事 業 計 画と街 づくり-

泌 lJi ・担11) ｩ の車ｊ￭Ｍ都心となる 「 神戸ハーパ ー ランド 」 の Ｖ 作 業， ｾｨ ｬｨｩ と

lti つ♂くりについて、講演会を Ilf-J fHi します

います 。 行11山地設として、尚 j定・文 化 ・情報・ 3と.iI1i地 i設など政イヤ多

機能 (J なに桃成、 j 左乱宅地設として地域冷暖房システムが導入され、 三

1; ( ・元町の現有11心( こ対して、新しい r i( i j : につながる文化都心の ti iJ iii: J  

を日指しています 。

J  R神戸駅からi t I f . までの IEIJ : l : 桜川 1' i 物駅跡地など23haの大I; l ! . t失 IlJ

ｉｊ ｦＮ ｊｾ として、本総 ＨｊＨｊ ウォーターフロン卜ＯｊｦＮ ｊｾ r神) ' ハーパーランド 」

のill ，没が、来年秋の街I l f . J きに li ，) け荒々と進んでいます 。 if ij: ;Kの五If inl

が111にili Ul 、大ガレリア ( IT，，¥l 6 1l l 、向さ 30111 、長さ 200m) があり、

街路にはガス i降、海際には広場や木11テ y キの遊歩道カ、設置され、

にぎわいとウォーターフロントのムードあふれる宅聞がiiIl 出されて

また 、J)Lイl すでに、外、レンf ; ' : i ' i i<l 1を改造したレストランが' 以ー業、

街路のガス燈、 j毎|努の広場やj Qt ) 品、 j丘 「ノ、ーパーウオーク 」、はね情な

どが完成していますので、合わせて凡学してはいかがでしょうか。

"" j.、ガレリ ア

2  

日 時 1991 年 5 月28 日( 火 ) 14 :  00- 17 :  30 

講 師 伊 賀 俊 昭 / 神戸 市都市 計 画局 計 画 部ハーパーランド建 設 室 室 長

山 内 一 晃/ 竹 中 工 務庖 設 計 部 課 長

簸 雅則IJ / 大 阪ガス都 市エネルギー営 業 部 地 域エネルギー開 発 室 係 長

会 場 神戸ガスビル 6 階 大 会議 室 ( 神戸市 中 央 区 東 川 崎町， - 8- 2) ※ ..J R 神戸駅から; 制1) へ 徒 歩 約 5 分

T i自主水 町 五l iM

定 員 100人

- 計画概要

口土地利用

地区面積 23ha  

公共施設用地 9  ha 

建築敷地 14ha 

神戸ハーパーランド地下街、

阪急百貨l吉、ダイエ一、専門庖、

高島屋系専門底、西武百貨庖、ホテルニューオータニ、

カルチャ ーセンタ一、産集振興センタ一、総合住宅セ

ンタ 一、高度情報センタ ーなど

口喋務施設

神戸新聞本社、大阪ガス・エネルギーセンター( 既段)、

川重本社、テナン トピル、旅客フェリ - 7ーミナル、

地下駐車場、立体駐車場など

口敏育 ・福祉施設

高等学校、湊小学校( 既段) 、盲学校( 既段)

総合児童センタ ー ( こベっこランド) ( 既段)

総合教育センター( 既段)

口住宅施訟

神戸市住宅供給公社分組住宅( 既段)

住宅・都市整備公団賃貸住宅 (既段)

神戸市賃貸住宅 (既設)

参加費 会H 1. 000円、一般 2，OOOllJ

Ｈ 合、 ￬ ￬Ｇ ￭Ｇｉｾ 税 Ｉ

申 込 ノ、ガキ、 ドA X、屯訴で 5 )  J  20 '1 Ｈ 片 Ｉ までにけ ｵ 日本控築協会・ ｊ ｾＥＢｩｾｬ へお

1] 1  込みください 。 f H; し?" ( ，;ffiiiii 会 「桝1) ' ハーパーランド町 J ) 、氏名、会u ，一

般の別、勤務先、参加証 j近付先 '心話番号をお知l らせ町! し、ます

( 社 ) 日本建築協会事 業 課 〒530大阪市北区梅田 1- ト 3-2100

F AX 348-0634 T E L  348- 0633 

※ 参 )JII ，:t 1を 5 月21 日 ( 火) に発 j. s します

※I ] lj 主れ多数の場合は- t lllj きて"参加者を決定します



日本 建 築 協 会 会告

講 演 会 山崎泰孝「やわらかい劇場論」

そ の 内科、とK'i ;;" ｉ ｾ ，＠ (7) 従 来 までわ って い ます。

今、 ｾ ￬ 3  JUl の ホ ー ル ブ ー ム と い わ れ る ほ と 、 公 共 、 1(11¥1、大小、

'1'  ｾ火Ｚ Ｎ .1也 }j を問わず、ホールが，lhil'j さ れ て い ま す

Ｇ ｉＺ［ｾ に、 ， 注築 のあ り Ｉｪ 、 ｩｬｬ 築家の安勢に民間を投げかけてやまない

111山:.y氏は、これま で に 作 品 を 通 し て 1'1 ら の 巧 え H を) f 証しています

氏 は ま た 、 現 (1 改修 '1' の 京 都 ・l.y，j 肢 の' 全 ll¥jf ，Yiiit に つ い て 、そ の 片

で 「 や わ ら か い 劇 場 諭 」 を 民 体(I(J に や さ し く 論 じ て い ま す

，"，' lci のルナホールも、 r Ｑｾ ｉｊ 場とはやすか 」を ボめ、円 形 Ｑｾ ｉｊ 士あか らフ ロセ

ニ ア ム 形 式 ま で さ ま さ ま な ス タ イ ル に 変 え ら れ る ア ダ フ タ ル な 「新

多n的 ホ ー ル 」 の 原 点 に 挑 戦 す る と と も に 、 r j建 物 が 人 間! と関わり を

し ち 、 文 化 と し て の 建 築 と な る の は そ の 巡 常 に か か っ ている」と、

ノ'f 1111は、 一 般 ホ ー ル の こ と や rH応 を '1' 心 に 「やわらかい劇場" 命」

に つ い て お 話 し い た だ く こ と に な り ま す 氏 の 組 織 す る A Z インスティ

テ ュ ー ト の フ ロ ジ ュ ク ト の J隼め )j (こまで 31え さ れ る こ と を JUI 1. ' J守した

いところです。

ホ ー ル 関 係 者 を は じ め 多 数 の }J の 参 加 を お 付 ち し て い ま す。

日 時 1991 年 6 月 5 日( 水) 14 : 00- 16 : 00 

会 場 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン ( 大 阪 駅 前 第 3 ビル21 階)

山崎泰孝 (やまざき やすたか)

1935年兵庫県生まれ

196日年早稲田大学建築学科卒業

Ｑ Ｑ ＶＰ Ｍ ＷＰ ｾ 手坂倉準三建築研究所に勤務

1970年 P L AC E  S YS T E M山崎泰孝環境計画研究所を役立

1973年( 株) AZ環境計画研究所を設立

現在、福井工集大学教授、( 株) A Z環境計画研究所代表

〈主な作品/ 受賞〉

芦屋ルナホール/ プラハ国際芸術際グランプリ 1973

善光寺別院願主寺/ 日本建築学会作品賞 1977

M ピル/ I FA国際美術協会特別賞 1982

グランディ ア芳泉/ 中部建築賞 1987

〈著 . >

「ホールの計画と湿営J 伝統芸能劇場から新多目的ホールまで 1987  

「京都南座の自己録 J ーやわらかい劇場鎗ー1990

ｾー その他険文多数

の歴史において最高のホールブームである

は‘ 大都市における数万人のホールから数千人のホール‘ 複数のホールを持つ総合服設、そして、地方の

人口の数千人の町 ・村立ホールに至るまでさまさまな補助金や剰余金を使ってつくられている その背景に

は近代化によって成熟しきった企業の文化への振興と、道路 ・教育施設等の都市のまま悠祭備がある程度整つ

た上での地方文化おこしの動きがある

文化を育てるにはまずその箱である文化ホールづくりを. という単句な発想は改めるべきである 故年前に

出した拙孟「ホ ルの計画と運営 J ( 鹿島出版会) にも 3 いたように. ホ ルは本来その中で行われる文化が

あってこそ‘ その器としての必要性と必要な形態が決まるのである これから育てるのだからという理由で

内容も決めずに穏をつくろうとするから無目的、無性絡な多目的ホール をつくることになるのである

今後のホールづくりは、その中身の文化の計画から始めるべきである それは単に音楽か演劇か伝統芸能か

といった単純なジャンル分けではなくて、音楽であれば‘ 古めかしく安定感があるが綴細で日月るく軽や

かなウィーンフィルオーケストラ独自の性格があってこそ、あの音楽ホ ルとして有名なウィ ン音楽協会

ホ ルがあり、カラヤンのベルリンフィルがあってこそ、建築家ハンス シャロウンのコンサートホールが

成立したのである そしてさらに、その文化を支えている都市の文化 これもそこ独自の歴史から育って

いる具体的な特長を持った都市文化とともに計画されるべきである

これがやわらかい劇場論の視点、である

日本の京都南座の伝統芸能劇場をこうした視点で分析し論したものが昨年末に出版した「京都南座の記録

やわらかい劇場論ー J ( 六域社出版) である
山崎泰孝)

定 員 30人

参 加 費 一 般 Ｒ ， ＵＰＰ 円、会員 Ｑ ， Ｕ ＰＰ 円Ｈ学 Ｇｉｾ : 一 般 1.500円 、 会 以 上 000円 )

※ 合 、 街 ビ ー ルor ジュース、 ii 'i 'i'i .f !i 

申 込 ノ、 fJ キ、 F AX、 電 話 で 5 月28 日 ( 火 ) ま で に ( 社 ) 日 本 建 築 協 会 事 業 課 へ お

l 十l 込 みくださし、 。 催 し 名 ( 講 i出会 「や わ ら か い 劇 場 論J ) 、氏名、 会 以 ・一般

の 別、 Iff}j，{若光、参 }JII 証送付先、 t瓦話. I J I : サをお 知 らせ昭!(i い ま す。

( 社 ) 日 本 建 築 協 会事 業 課 〒530大 阪 市 北 区 梅 田 1- 1-3-2100

F AX  348- 0634 T E L  348- 0633 

※参 ｽｊｉｉ ｾ 正を Ｕ 片 ＲＹ 日Ｈ 水 Ｉ に発送します 。

※ 111) 主 将 多 数 の 場 合 は 抽 選 で 参 加 者 を 決 定 し ま す 。

3  



一 一 一 日本建築協会会告

4 知 恩 院 三 門 大 修 理 見 学 会

京都の街も風 ｴｴ￧ る新紘の句 Ｚｊ とな っ てきました 。 今凶は地ｾを変えて、

重要文化財 「知l恩院三門」昭和 ・予成大修埋のよよ学会を企画しまし

7こ。

現街、修理作業は、 小屋組( 屋恨の' 自組) 、!I!F，泊り等の半解体修理

を終え、新旧約 7 万枚の瓦立が竣工に向けて i並行中で、 一方二階内

部の‘ト快など彩色の必ＱｦｾＢｊ部分復 旧 も終わり、三門修思のほほ、全貌を

見ることができます。特に 二階内部は、; j ' { ｾ［Ｑｾ＠ rit が設けられて釈迦牟

尼仏や十六緩 j英等が安置され、江戸時代初期lの極彩色鮮やかな空間

にな っていて見ごたえがあり、ここは足場解体後にはおそらく 二度

とJ平観することはできなくなると思われます 。

また三門修理と合わせて知恩院の見どころ ( 非公開を含む ) も見

学させていただけ，る予定です。

工 'J "; 中のお忙しい 11寺WJ にもかかわらず、生u}t : ! ，院及び修J型打 l さとl 技削l

の特別のご配慮によりよL学会が実現しました 。 この機会にぜひご参

JJI I  ください。

日 時 1991年 6 月 1 日W 13:00- 16: 00 

講 師 三上f J 行造氏京 r.J IJ{.f 教育庁文化財保護; 品lill 造物係咋 I"IH

知l恩 院三 1"1工 '1'; 主 任

集 合 現地、 三 F'J素屋根前

(円 山公園の北側/ 京都市東山区林下町 )

* 京阪 「四条駅J . 阪急 「河原町駅」より東へ徒歩約 15分

定 員 30人

参加賞 会員 1，500円、 一般2，000円

( 含、符観料、資料代、消費税)

* 当日、受付にていただきます 。

申 込 ノ、カキ 、 F A X 、電話で 5 月22 日( ノ! c) までに( 初 日本建築協会

事業課へお申込みくださし、 。催し名 ( 知思院三門大修理見

学会 ) 、氏名、会貝 ・一般の別、勤務先、参加l証送付先、 i:1l:

話番号をお知らせＯ， ｾｴ￭ います 。

(ω 日本建築協会事業課 干530 大阪市北区村正田 1- 1- 3- 2100

F A X  348- 0634 T E  L  348- 0633 

* 参加l証を 5 月23日( 小) に発送します 。

* 申込者多数の; 場合は抽選で参加者を決定します 。

‘ 「地域情報通信員」制度の

発足について

当協会では、全国各地の催し物、行事、制度などの情報を、会1i

はじめ「建築と社会」の読者にお知らせするために、 1. 1 也域情報通

信員」制度をこのたび発足させました 。

当面は、当協会の支部が置かれている次の方々に通信員をお願い

しましたが、支部のない地域にも拡大していきたいと思いますので、

ご希望の方は、本部ギ務局までお申し越し下さい 。

通信員から受けた情報は、直近の「建築と社会」に地域情報とし

て拘載いたします 。

・ 京都支部 Ｈ 京都府、滋 ｴｾ 県 Ｉ 神谷 治氏

・中国支部 ( 鳥取県、島桜県、岡 山県、広山県、山口県 )

- 東海支部 ( 愛知県、 三重県、岐阜県、静岡県 )

・和歌山支部 ( 和歌山県 )

4  

僑 本 秀 夫氏

林 金之氏

黒田征問自1) 氏

三門二階内部

- 三門の概要

建 立 元 和 七 年 ( 1621年) 、徳川秀忠の創遺

構 造 形 式 玄関三戸、 二階二重門、入母屋造、本瓦葺

棟 式 禅 宗 機

大 き さ 桁 行 約26 .5 m ( 南禅寺21. 8  問、東福寺25 .9 m ) 梁 間 約12 .2 m 

山廊端まで ・約 50 m ( 南禅寺44 .4 m、東福寺43 .8 m )  

棟 高 約 24 m ( 南禅寺22 m、東福寺22 m )  

屋 根 面 積 上 約850 m'、下 約580 m' 、山廊( 2棟) 約 200 m' 、計 約1，630 m'  

国 指 定 明 治35年 7 月31 日、重要文化財

修理方針 半解体修理( 屋根、軒廻り、小屋組、縁廻、南北山廊、その他)

修理 期 間 昭 和61年 10月~平成 4 年 3 月 (66ヵ月 )

‘ 日本建築協会新入会者ご斡旋

お願い

本会は大正 6 年 3 月BIJ 立以来、建築法占J I . の法flilJ 化に努めたほか、

わが悶初Jの住宅博覧会の開催、四会: i l 主合工事前負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、建築界をリードするとともに、 一般社会との

結びつきを深めてまいりました 。 また、建築界の総合団体として常

に建築関係各部門の述繋と調主主に当たり、相互の貌l佳、共存共栄に

立を注さ、会誌 「建築と社会」の発行や、朝食会、懇親会の笑施、

実務に直結した諸問のが業活動を行 っております。

4 月に入り、建築界へも多数の新しい若い仲 間を迎えました 。こ

れを機に、本会のお業をますます発展させるため、会￞ＭＮｴ �ｾｉｉ［ｾｩｩｬｬｦ 重 Ｑｊ を

展開して会勢の伸展をはかることになりましたので、新入会者のこ

斡 j庇をお原ifi し、申し上げたく、何卒特別のご高配をお願 L 、申し上げま

す。 事務局は、電話06-348-0635です 。



日本建築協会会古

出 版 委 員 会 企 画 「 フ。ロのノウハウ」講座シリーズ( 第5回)

21世紀の建築生産システム「ニュー組積建築のすすめ」

日 時 平 成 3 年 5 月31 日(金) 開 場 17 : 30 開 会 18 : 00 → 閉 会 20 : 00

会 場 日本建築協会・ラウンジ( 大阪駅前第3ビル・ 21 階)

近年、新しい車Il 的i立の l)f，J発 が さまざまなレベルで 行われるよ うに

な ってきて います。 とりわけ、日米共同大 1111耐μ 実験研究計1川の成

* として誕生した新1¥'/kJ l  fl'1ill r  R  M椛造 J ( Re inf orced Mas onr y)  

は 、鉄筋コンクリート恨みに構 造の j庖工に車Il ft' l式フレキャスト叩! わ〈

を月 ｪ し、た新 しい ｩｬｬｾ 誕生産システムをもたらし、またそれに ｼ具 ｬ 述 して、

住 設の計画やフ' ロ ック |其mの新しい工業化技術の開発な ど新しいwh

きがでてきています。

「フロのノウノ、ウ 」議出シリーズ ( 第 5 凶) では、 「ニ ュー 品1lfi' 1主主

築のすすめー21ill 紀の往築生産システム」の監修および宇; t ( '1) ' をさ れ

た制嶋本之氏と共 |百l執事者であるイi井先行l 氏、」ヒ l京哲l i . 郎氏の 3 人

を講師にお Hl きし 、 ・組制建築 の生い立ち ・現代に生きる ，ill 築生

産技術の条件 ・ニュ - Ml .ft' l控築と は ・工業化技術への挑戦につ

いてをわかり やすく 解説していただ き、21世 紀のために必裂な工業

化システムが l可能となるま ったく新しい品Il1' 1'[式引わくを mし、た鉄筋

コンクリー卜構造の地工システムの将来性について諾 って いただき

ます 。

! d' ; 築計plij ， ｾは ｅ 長桃 ｩｩ Ａ よ そして ｩｬｬ 築地 Ｑ Ｇ ， にたずさわ っ ている ｽｊ にと っ

て役に立つお HAが1，;J えます

多数のご参 })II をお作ちいたします。

指 向島孝之 ( ふくしま たかゆき )

1961年 点 郡大7一仁γ':ffi ;. i j ! 築♂何千千業

1963年 1，')修 h '!l!f'，'Oまf

講 師 tr，i山(j .f':之 L¥: ( 株式会社長谷工コーポレーン ヨン 専務取締

役、イ ｾｈ 技術研究所所長 Ｉ

石 .;)1: 7¥ιfiil ¥: ( 太陽セメ ン ト工業株式会社 ¥ld: i 5取締役 )

北 原 哲 五 郎 氏( 株式会社タイガーマシ ン製作所代表取 締 役 )

定 員 30?' ，

受 講 料 会以 4 ，000円 1

ｾ＠ ( il'i '1' 1 税を合みます )

一般 5 ，000円 j

※ 当 H 受 付にていただ きます。

テキスト 〈プ ロのノウハウ > rニ ュー 組制建築 のすすめー21世 紀 の

，建築生産システム J を使用 ( テキスト代 l 百11特価 1，957円

( il'i ' / l J 税含む 〕 にて ijji 布、当日ご持参のんーは不安です )。

申 込 はがきか F A X または屯訴にて、 5 j  J  24 I1 (付 までに本会

事業諜へお申込みくださし、 。催し? " (フ ロのノ ウハウ講

座 Ｉ 、氏名、 会 μ ・ 一般の り ｉｊ 、勤務先、参 ｽＩ ｉｉ ｾ ｪ ｴ 送付先、電話

番号をお知らせ原iii し、ます 。定員超過の場令は flHせんにて

決定の上、参加証をお送りいたします 。

日本建築協会事業謀 : 干530 大阪市北区梅且11- 1- 3- 2100

( 大阪駅前第 3 ビル ・21附)

f AX， 06- 348- 0634 T Eし 06- 348- 0633

(十判長谷 111 1務'，1; ( JJL 長谷工コーホレ ーンヨンＩ 八社、取締役 Ｑ ［Ｑ ＱＱＱ Ｎｾ 百 ｉ ， ｌ＼Ｎ

常務取締役Ｑ＼社民ＡｦＮｲｉｾＩ発部初当等を ｈ て

早L 11. lu) 十Ui 務 取締 役 、 本 社 技 術 研 究 所 所 i之、 級- i l l 築 1: 、 技術 1: - i l l ぷ部門

抗 ｉｉｾ＠ 点桝集介 fi'.'-t の紺 持 行 理J ' F ぷ出版 H

' l!. t ' j 7 ノン ヨノ的保 守 ' W生J ，.庄日/ B 版 会

石井克惰 い し い か つ ゆ き )

1977年 '，'稲111大'γ ，ff1'''J: fm卒業

1979J
ド 米1"1、アノリカ ノ大' γ*-hJ ; ) ' 、マ院修( Ｈ ｾ ｉｂａ Ｉ＠

太陽セノ ノト L :!t (附人社 、 取締役昔、 IIIIJ 本 k を粍て

5且 白 1，' ) 社専務取締役

北原哲五郎 きたはら て つ ご ろう

1972年 大阪大ヲ l 学部被械 [ ' 7 科 T・1

19i 4年 大阪大学併前 ＢｴｲｭＪｴ も Ｚ，ＢＢＱＧ 科ｾ，ｾ

1m 7 ' イガ- 7 ンン良 作 所入社. 品、"Ioil 泊先 主 L< ， it¥IJ 社 長 を 総 て

JJL (1.  1，') I1 代 点 取 締 役

- ニ ュ ー ス

「 大 阪 市 共 同 住 宅 の 駐 車 施 設 に 関 す る 指 導 要 綱 」 、 「 駐 車 場 容 積ボ ーナ ス制 度 」 の 創 設 に 伴 う

[ 駐車場関連の実務講習会』の開催

日 時 平 成 3 年 5 月31 日 幽 午 後 1 :3 0 - 5  :00 

場 所 建設交流館グリーンホール

大阪市西区立売堀 2 - 1  - 2  f i 06- 543- 2551 

受 講 料 娃築行政協会会員 4 ，000円、 一般 6 ，000円

( 議i司会期テキスト代を含む )

主 催 建築行政協会大阪市支部

後 援 大阪市計画局

説明内容 (1)  此近における建築行政の動 li' j 1: 3 5 - 2 :05 

大阪市計画局役築指導部

(2) 共同住宅の駐車施設に関する指導要綱

① 袋緋! の解説 2: 05- 2: 25 指導採

② 向上の設置法司1，2 :2 5 - 2 :45 計画部都市長| 一pl Jj謀

(3) 駐車場容的ボーナス制度 2 :4 5 - 3 :  15  

J建築指導部指導課

(4)  住居系地域における ri 動車車庫の特例許可の運用

3 :2 5 - 3 :45 指 導 課

(5)  立体内動半単位1の取り扱い 3 :45- 4: 15 審 査 課

(6)  大阪市民間!tt rl( 坊主主設資金の融資制度 4: 15- 4 :45 

大阪市計阿局交通政策室

申し込み 下記に受講料を添えて 平成 3 年 5 )  J  10  EI までにお申し

込み下さし、 。 なお、会場の者11合で 250 1' ，までで受付 を締

め切ります。

建築行政協会大阪市文部 ( 大阪市計画対処築指導部指導

課内 ) f i  ( 06)  208- 9289 ( 11乎)

5  



一一一一一 日本建築協会会告

4 定時評議員会決議お知らせ

、1<成 3 年 3 月26 日間f Uiの定時詳議1 - t 会において、下記のとおり役 H

の改選 、平成 3 年度収支予算ーtEひ、に 事業計阿が決まりました ので 、

ここに会告いたします。

1  . 平 成 3 年 度 評 議 員 会 正 副 議 長

議長 日僑保夫氏 Ｈ 銭 ｲＮＧｾ 組 Ｉ

副議長 総 111昭一氏 ( 大林組 )

2  . 平 成 3 年 度 会 長 ・ 副 会 長 ・ 理 事

I  ｾｾｦｬｊ ・略

新 ( 重 ) 任 情 f壬

会長 佐 野 正一 ( 官} 凶悪 .i.t '1.  f判 }

刷会長 薬 袋 公 明 ( 日 住 ぷ ，n. ) 金多
{紫 ( J;( l' iI，大 ，'(・ )

t舟 池 藤 一 ( 鴻 池 *IU 市川 1去( 1i 畑. ¥l ! 築下街! 祈

思!.'J 'i. 中山 一 (愛知l 工業大' ' {・) ｉｴｬｩｪｾ ト行 ＭＭｩｦ ｦ ( II{{ 利l ぷ μ1 )

( 技術 ) 和田 克朗 Ｈ 大阪府往ｾ m)) 久徳 ii 政ifi 日本注予構造投前刷会

本郷 聴、 ( . k 阪市都市訓告局 ) 松村 ＯｾＭＺＺＺＮ＠ iJ I i 辺，;1 ，;1-)  

平 lみ 治 ( 大 成 .ill 芯 ) 三 ，fi ， -f1i'  ).と ｫ 阪， ｴ￮ ｬＱＡｬＧＺ ｉｈｾｉ 協会

担比 送 一 ( 住宅 ｀ｲｦｩｾＺＨ 情土 ｬ 丹 ｪ 蒋袴 ｉ 宏司三日 ｾｊ 創出! l ' : ムル/. 務所

田 村 点二 ( 竹 lJ' r.  fJi r，ti) ｾ ｦｴ＠ ￭ｾ＠ Hi;;; j' i : 畿大' 下 )

村上 秀夫 (大阪城ホ ール ) ノl、};h ljt Ｈ Ｑ 免 ｽｾｨ 処 ｳ ｩ 主 Ｉ

大同 昇 ( 大 f本 組 ) 金 片 'J 1. 次 11 本JJ!築総{t ..K験l'正

/ ' 1合住! ! 雄 (近畿大' ' { ・ ) 井上 盟 大 阪 大' 下 )

多井 幸 男 ( ｾｮ Ｎ｜ｬＡ築研究所 Ｉ

( 総合 ) 銭 高 善 雄 銭 I"J 革Il ) 浅 川 禎 夫 ( ｲｾ＠ i{{ 車Il )

大林 'u[!I¥(大 中本 年IU 板井 デ介 ( 熊 f宇 ｾｉｬ Ｉ＠

竹 中 鎌 一( 竹 中 l 初日i) 今村村三日1¥( 大阪ill 設業協 会)

森 j l 哲 也 (i ，'i 水 位 ぷ) li長 木 鍛 三 ( 藤 本 1: fJi 1m 

奥 村 俊 夫 ( iJ! 十I まIl ) 辰己 ｦＮｉｉｾ 一 Ｈ Ｗ ｾ＠ タ)

鴻 池 一 手 (鴻 t也 ｾｉｬ Ｉ＠ 西川 秀信 ( " 111 住 a没)

怯 村 雄 吾 (松 十I *Il )  

首 ￭ｪ Ａｪｬ ｊＯｾ 太 郎 Ｈあ めりか ｬｩ ＡＩ

( 屯 気 ) 若山 繁 ( き ん で ん ) 小林 pqel¥ ( fj 反 '，lL ，{生)

栗 原 信 英 (栗 原 1 業) 平尾 月存 (;ダ イ ダ ン )

( 管 工 ) 城口 日f 平 (大阪械 " 研究所 ) (j f  lIi長 良 彦 {三 ';1; '1: ，01，1)  

堀 f色久的 ( 三機 1'. '[ )  堀内 史郎 ( 第 一 1: 定)

(建 材 ) 中西 ギ二 ( -;> ン テ ン ) 川岸若者 j と( 川 lF 策 定)

立 野 一 郎 ( ユ ニ オ ン ) iJ/U工 実 ( 大 策)

事務局 松 凹 コE IJ 1. リ'f fJi .f'f  'jq  

3  . 平 成 3 年 度 収 支 予 算

I 収入の部 'Il(立. 千円 )

k lヰ目 中科目 予算額 内 ｾｉｻ＠

I  会費収入 69 ，116 

1  . イl司人正会. u 28 ，000 本古11' 文部会只

2 .  "  ( 地 JJ l 1，900 ｊ 也 ｽｪ 会 Ｑｾ

3 . 団体正会員 39. 000 会社 ・同体

4 . 準会員 216  学生等

6  挫築 と社会/ 円91年 4 ! Iザ

大科目 中千十日 予算制 |刈 ，i/{ 

2.  'J' ; $収入 86 ，948 

1  . 会誌収入 64 .000 12凶

2 .  契約約款売上収入 2. 508 

3 . 会員 名簿収入 8，500 広告料、I ! ti:/c

4 .  11'. 版委員会収入 1. 700 企画料、本代ほか

5 .  Ｇｊｾ ｴ［委員会収入 3，500 若い会 H の! . I ミい、比'γ: 、

議 ｩｾＨ

Ｖ Ｎ 教育ｦＮｾ会収入 3，000 工高生テザインコンク

ール作品 集、実務端科

7 . 越村委員会収入 1，440 広告料

8 . 受託 'J';; 定収入 1，000 党託研究調作

9 . 雑収入 1，300 

3  寄付金収入 1，500 

4.  ' ;;1(収入 1，500 手1]. 日、、l ' t 宅料

5  記念事業f l ' 1立令取崩収入 1，000 75周年記念事業充勺

当WJ 収入合計 ( A )  160 ，064 

liijmJ 繰越収支差額 43 ，065 

収入令 ;¥1- ( B )  203 ，129 

II 支出の部

大科目 'i' 干十日 予算額 |人j
J代

J. 'J';j 走行 日1，840

1 会詑発行賞 62. 000 r. llAl: IJ  Ｇｉｾ ほか

2 契約約款 it 1. 050 印刷 Ｇｉｾ . 委H 会代

3 .  全員名簿発行it 4. 000 名簿印 ｾＶＱｊ 'I'l ほか

4 .  III 版委員会事業費 400 本代、議 i句会

5 .  事業委員会事業費 3，000 見学会、議 iiii 会ほか

6 .  教育委員会事業費 1，500 実務講， ｾｾｬ 会ほか

7  佳付委員会事業費 1. 340 見学会、会芯分 J11 全

8 記念事業費 2，000 75周年記念事業

Ｙ 助成 Ｑｾ 3. 300 交イ司令、 :Mill)j 令

Ｑ Ｐ Ｎ 受託 事 業 Ｑ ｾ 950 受 言 ｴ 品 ，ｾＱＧ ､Ｇ ｬ

11. 何id'l 2. 300 

2. Ｑｾ［ Ｎｦｬ ｗ＠ 77 ，330 

1  . 給料手当 58，500 役職H l 1名分

2. 行¥¥1' IJ 厚生' f 1i 6，300 干| 会保険料ほか

3 . 会議費 1，200 総会、. f ! ll' J';会ほか

4 .  Jj 長代交通費 400 

Ｕ Ｎ 通信運搬ｾ 1. 100 IE話代ほか

6  !.I言金 貸 1，400 lai 十十 字| ほか

7 .  ii'j 粍品質 630 

8 .  (1多締 'I 'l 50 

9 . 印刷l製本資 400 

10. 光熱水質 250 Ｇ ｉ ｬ￮Ｚ ＺＮＨ､ｾ＠

11 火 災保1;食料 20 

12.  ，f l[.l ll. 公課 2. 600 

13.  il' H' ，，¥岱 180 

14 怨 物11=理費 4，000 ｲ ド務 ｉ ｾ 丹ビ ｬ レＩ ｾ［ Ｎｦｬ ｾＧｉＧｬ＠

15. 雑 'I'l 300 

:i .  Ｉｪｾ 金繰Ｚ入 500 ; 汗付金

4  予備 1'l 394 

当期! 支出合計 ( C )  160 ，064 

当期! 収支差額 ( A ) ー ( C )
。

次 Wl t . ! i : 越収支辰吉ri ( B )  - ( C )  43 ，065 

II 二 ‘ド，ｾ え Ｓ Ａｉ ・Ａ主的 ＱＱＱ 人 ｆ ｽｕ ｾｷｲｩｬｩＲ 山 ＯＰ li l' l とする



4  . 平 成 3 年 度 事 業 計 画

本会 l立、本年度末で倒立75年 を迎えるが、，ill 設 1守所11=の公f企法人

とし ては1 b ( も長い! 罷史と伝統を保持しており、更に組織的特徴とし

て政令的 、総イト (I(J な会員椛成と i!sr:骨組織を有している 。

.fJl.イ1: の社会、終 I内情勢の変化と' 下術、校制:i の発肢は U まぐるしい

ものがあり、 ill 築界も例外ではなく、本会の役' ，111Jはますます重要な

ものとな っている 。特に最近問題とな っている，建築技術者の( 111; 保と

1
1
} 教育に対応するためには、本会グ〕 作的事業を挙げてこれに取り組

む必要がある 。

また、建築に| 則する存分野村II( 川はもち ろん 、他分世i ' と の協:朔に

も努力する必ｾがある 。 かかる立 ｬ 沫から、本年も現行 事 業のより ー

肘の活性化と新規 目1' ;業の企画に取り組むとともに、支部組織の 'Jrtl 化

と支部関係事業の充実を図 1) 、会勢の別強にも努力する 。

1-，記の MI をふまえて 、下記事業を実施する 。

1 . 会誌「建築と社会J の発行( 編集委員会)

大正 6 年 9 川の自1J 刊以来、第 2 次世界大戦終戦前後の一時期を除

いては 、hJ l 発行を続け、本会の廃史と伝統を *1:#ーホするとともに、

会A 述4!? の手段として、また、建築の 削 "1家と社会を結ぶ抜 1，.，( とし

て、重要な役得11 を%: たしている 。本年は第 72)長の発行に入 っている

が、各専門分野が村 171に協力する制集体制の下に 、問題の| 刻述づけ 、

一層の掘り下げを行うほか、ニ ュース 性を慌り込み、情報提供誌と

しての価値を向める 。 このためにも、谷地域情報を収集する 「地滅

的報通信以 」を 設山する 。 また、 11時1..

1

昨、与れ¥'1

すます 内 谷のプ充じｾ夫長を図 ｬりＩ、 ｉｪ Ｈｩ 日告の ｈｾ ｊ 判 ｬ にも努める 。

本年度は特に打1J 立75周年の記念事業として 「建築と社会 J ( 自1J -Ft J号

より昭和 30年まで) の 完全復主IJI阪の刊行に清下し、 ( 干成 8 年までの

5 ヵ年計ー函 ) 本会話活動の記録を保全するとともに、日本現代史、

特に建築史、n I I rli 計画の研究者に法礎資料を提供する 。

2  r建築技術選書」と〈プロのノウハウ> ( 出版委員会)

ｲ ，建築技術選 Ｍ ｉｉ ｾ J は、本会創立60周年記念事業のーっとして昭和

53年1支より、本会の企画の下に、学芸出版社が発行し、広〈一般に

ii(i .f li されており、昭和60年度までに 38il サを .'H版した 。 また技術選詳

の姉妹版として、 11{ {和59年度からは、より判l り易〈、ここが決め手

という内谷て¥イラスト入り 2 色!1: ll りとした くプ ロのノウハウ 〉 シ

リーズを発行し、 111' 年度までに 20i附を刊行したほか、昭和61年度か

らは創立701同年を記念して、 r j建築技術i i l m特装版」 を 611社発行し、

介計64冊に及んでいる 。

本年度も、適切なテー 7 と執常行ーを i選定して、特装版、プロのノ

ウハウを数冊発行する 。 また、これらの出版物をテキストとして使

mする、- rH' i . によるより実務的な講演会等の開催についても継続実

地する 。

3  . 講習会などの実施

1 )  建築工 事実務講門会 ( 教育安只会 )

本会創立直後から各組技術講 ｾＡ ＾ ｬ 会を実施してきたが、 ｉｪ 没後はｬＱｩＧＵ ｦ 日

32年以降中 l格技術者を対象とした議門会を毎年開催しており、昨年

度で延べ46回を数えた 。現場実務の而で技術者不足が問題とな って

いる 折 から、本年度も 開催凶 数の ｗＺ Ｉｊ ｉｉ と大阪以 外 での Ｑ Ｔ ｾ ｊ Ｑ ｩｩ ｩ を図るな

と.. f { f 極的に実地する 。 また、 11寺代の要Ii lt に適応した実務教育のあり

Jj についても検討を進める 。

2 )  研修会等 ( ，拝業委員会 )

時宜に過したテー? を選び、会誌の特集テー? と のieli 併にも留意

して 、講演会、端科会、研修会を実地するとともに、話題建築作品

を選定して発注者、設計者等から雄築の意図、設百十! の主旨を IIFl < 会

など月 l 固位度開f Hiする 。

3 )  見学会 ( 事業委員会 )

新建築、 ，Ii 主主築やJ也I或開発 プ ロジェクトなどを対象に 11f JJ 1 四位

日本建築協会会告 一一一一

ｪ 文 ｉｊｾ ｊｦ ｩ じするが、年 Ｑ - 2 凶は地 )j の総合的な凡学会を企画し、 地 JJ

会以との交流を図るほか、当該地域の伝統文化との触れ合いを図る 。

4 )  若い会長の集い ( 事業委上i 会 )

ｾＧ，Ｚｾ、会員のＡ以内Ｚと ｪ 円力を展開するため、 ｮ 由な形式とＩｊ法による

! 長会を j虚宜|刻f Hi し、品r. 11 i と参加者の刈訴に屯点を i泣き 、会員 利1II の

交流の場とする 。また、保史と知識を求めて、 j除外の主主築を学ぶ 「海

外研修」 を企画し、通立、実施する 。

4  . 新建築材料の調査検討( 建材委員会)

キli .- i _ 色村の開発が1AEんな中にあ って、現場にJ : ! I) した各約[ 新建材を選

定し、調査検討を行うとともに、メーカーとの交流を図 って建材の

似|究開発に資する 。 また、その成果を rill 築と社会」に発表し 、会

以をはじめ広〈 一般への普及に μ 献する 。

5  . 青年技術者の顕彰 ( 青年技術者選考委員会)

11{{ 和29年度から実施しており、今までに 552名を凶彩した 。本年l支

は釘i 38回目を迎えるが、 i前35歳以下の会以の業料i を選巧ーし、 「建築と

れ会 」誌 上て Ｎ Ｂｾｭ ｾｾ ｾ する 。

6  . 工高生デザインコンクールの実施( 教育委員会)

11{{f U30年度以来、全悶の高等学校建築科の生徒を対象に設計技能

の ri，)上奨励のため、デザインコンクールを実地してお り、今までに

延べ 738校 、3704点の応必があり、 j五年参加校校び参加者が附加して

いる 。本年度も員¥37囚を実施する 。 また、創立75周年記念事業とし

て、過去の入it 作品集を発行し 、高校教育資料として全国の高等学

校建築科に配付する 。

7  . 工高等建築科優秀卒業生の表彰 ( 教育委員会)

11?{f1l 27年度から実地しており、 H午年度は 191校、 204名を表杉した 。

本年度も学校からの推的により 、安i 37凶自の表杉を行う 。要請 の あ

る学校へは、昨年同機、最寄りの会. w を平業式に派 j立し、表杉状を

授与する 。

8  . 教育用ビデオテープの製作( 教育委員会)

日等学校及び大' 下における、より実証的な教育ーに資するため、建

築 物 l立びまちづくりの治手から完成までを、わかりやすく解説した

ビデオテープを製作する 。 これは、関係企業の新入社員の入門教育

川としても活用を阿る 。

9  . 会員名簿の発行( 事務局)

ド前年毎に建築界の谷般の主要名簿を fif' せ集H した会員 名簿を発行

しているが、本年 j立が発行期に当たるので、 1991- 1992年版を 10月

に先行し頒布する 。

10. 図書閲覧制度の充実( 事務局)

J1f{和63年度から本会所蔵の図書、資料を公開しているが、本年度

は|提!係同体の同組i 1 ，IJ ] 支との情報交換に努めるほか、利用者の i挺を図

るため、更に内容の充実と捺備に努める 。

11 . 支部、地方との連機の強化( 全体)

作委員会、事務局の，)" ; 務事業を通じて、支部 j止び地 Jj との述携を

衝にし、本会組織の強化と会勢の jl1: '1長に努めるとともに 、支部の活

性化を図る 。 また、支部未設置の地域については、各委員会、事務

111) の' f i . 務事業を通じて、支部づくりの条件を成成するとともに積極

的に支部設置を働きかける 。

12. 調査、研究業務の受託( 事務局)

公共団体、公的機関その他各方 liri からの調査、 研究委託について

w極的に受け入れ体制を竪えて受託することとし、可能なものにつ

いては、 これを公表し、斯界の発展に資する 。

13. その他

会員 相互及び関係者との税障を図るため午祭会、慾親会 、忘年会

などを適宜刷Hじするとともに関係団体との相 IT . 協力の実を挙げるた

め共同事業を実地するほか、適当な事業に対しては適立、後援、協

1 t を行う。本会の大小会議室は、会の運営 ・事業に使用するほか、

ぷ附のない| 浪リ会員/ 止び一般の利用に供ーするものとする 。

7  



ール募集規定 1ンクンコ

主催 日本建築 協会

平成 3 年度 ・第37回

工高生デザイ

題

景勝地に建つ「駅」

課計

吾-n.

a又

入選賞牌 Ｑｴ牌 の ｉｾ ｴ 案はＮサモトラケで Ｑｾ 見された ｲ ニ ヶ の ＨＧｾ ｊ

( ルーブル 見術館所雌) をモチ フ とし た む内です

イ牛

紙 : 1' 1色裂 1)(1川 紙 A 1  ItTi ( 594mmX 8.11mm) 1枚 を似 I1I し、

その '1'に す べ て の 要 求 1)(1 r(ii を-U!i くこと 。

げ・透説| 文|の ほ か は す べ て 鉛 ' i¥f l: 1げとすること 。なお 、

透悦| ヌ| は彩色川紙に -U!i き、製 1)(1川 紙 に の リ づ け し て

もよい 。( インキング、そ の [ 也、校可.!"IJ '，[ や フ リ ン ト

チ!ii のJ!，I i ' ) つけ、 1)( 1rlli の ハ ネ ルイヒなどを i i わないよ う

にすること)

応 募 資 格 : ー1'1ぷ 3 Iド4 ｊｊ 引 伯 、 ｲＧ Ｚ ， Ｇｪｾｾ ｾ Ｂｬ ・校 イ ｉ ｊ￭｜［ のノ Ｑ ， 従で、 ｦ ｬ 占ｼ人ま

たは J I<"il で制作したも の と す る 。

他 : Jl I紙や| 文II (rI には、，マ、，.

わカか、るようなな Ｇ Ｑ ，ぷ Ｔｲ ぺ Ｑｾ ，はま ii わない こと 。

* 以 1'. 1 - I の 条「十に 4 1え した l必拡 (1 "山 は、

ることがある 。

ｾ､ 作とす

条

上

σ〉

募

用

2  イ土

ニf

応

3  

4  

課 題 の 主 旨

駅 か ら 旅 が は じ ま る 。 人々 の午前に「ゆと り」ができ、さまざま な

「旅」 の か た ち が午 ま れ て き た。 1' 4- 7 : の安化を I!T.¥とともに感じるため、

やl'I mとハイキ ングを楽しむため、 fl 会 'U円のス トレスを癒すため、家

族 と の つ な が り を i不めるためなど、「旅」はきわめて多織でf/ii l性 的 に な

った。

ｊｉｄｉＡは、人やものをｾ ... ) ; 鉄道によ ってノ1，まれた建 物 で あ る 。 n! ldi にあ

っては 1j} 11 の 活 動 や iill' 予に、交11外にあ っては ji 朱 や 観 光 に利 川 されて

いる 。 そ の た め 駅 に は 独 特 の ま ち ゃ 人 の ぷ 怖 が あ っ た。 しかし、 id近

では、駅の大咋l化 や ま ち のI，III .  (I(j な 発 注 に よ っ て 、 そ れ ら の 友 情 に fl同

nが 見 ら れ な く な っ て き て い る 。

本球! 凶で は、 ; ; リ跡地に主主つ、 'ji ，線で 2 l，l，j Nl i が{ ヂ 'F，できる 小 鋭 校な

「駅」を危ｾ ｾ Ｎ主する 。 その ｉＡ￞Ｎ｜ 1' _、 その文化、 その 人↑ ! ? にあ った 個 性 位 か な

従五三をボめ る と と も に 、旅人にだれ、 と' ムーらぎを りえるようなここ ろに

伐る令i J I:I であることをJ t J I i 干している 。

募 方 法

別紙川紙に、 7・校名 ・1
i
Jj イu也 ・";::i ド・氏 名 を 記 入 し、，H i:i'i に人f . l .

¥of;Hし、|ヌII (!I の 災 lこl!.'i りつける こと 。( 記入川紙が足りない功介 は

惚' り. して卜さ L 、)

J七川 ;);11(i でl必持す る れは、1 . の 記 入 川紙に J主計 のうえ、( ( ぷ .r，'に

九1' /1を つける こ と。

J心;捗 (i 品 は";::f 立を j迫じて i ;tn'r すること 。

* 人 i:s¥Ｈ￭Ｇ 仙 の ｉｾ 刷伝Ｈ立本会に ｉ ｉＱ ｊ ，し、また人選作品 は本会にて ｩ 以ｾｾ Ｇ す

る。

応、

2  

3  

締 切 期 日

‘I

j

以 3
1
ド9 )  1201 1  ( 令) 十l の ii刊/1 をも っておt ; t ) ) る 。

先

530 大 阪 市 北 区 梅 田 1丁目 1番 3- 2100大 阪 駅 前 第3ビル21 階

日本建築協会 第 37回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 係

T E L ， 06- 348- 0633 

送 付

郵 便 番 号

社 団 法 人

計 条 件

敷 地 ・1'1 111 

駅 の 形 態 : ｊ 也 ｵｾｮ とし、ＡｉｉｾＺＷＦひ Ｑ '，，(II のフラ y トホームを持ち

Iji，* ぷとする 。

フ ラ ッ ト ホ ー ム の 長 さ は 2 Ｑ ， Ｑ ＾ￎｦＧ， ｕ え ーとし 、 ｬｾｴｈ の イ ｪＱＱＱｅ

は1 ' 11110 Ｈフ ラッ トホ ーム ｲ ｦｩｬＩ分の ｬｩｬｴｈ は延 べ ｉ ｦｉ￯ＢＧＡＧＡＧこ ｾ￬

人 しない )

駅 舎 の 菌 積 : 延べ I( II fj '[300 m'以トー。 附 数 ・附 JL は1' 1 111。

・所 要 室 等 駅 務 、i( 駅 Ll z r，) i盛i I [  

i 'i 介ス へース @  'n:  

似 1i [j ・洗 1(II 1
i
Jj ・fr J，j(  . @ ｾ ｦｩｾ＠

その他析しい従後のために必ｾと思われるスへース

を @I Ul i ，lI! する 。

他Ｚ必ＧＦと忠われ る ｉｴ ｾ 外施ぷをｩￆｩ ￎｉＺ ， ＺＩ￯ ｩｬￎ ｬ する 。

設

1

2

3  

σ〉そ4  

3  

4  

入 選 者 発 表

事 ｦｴ の が ｩＥ は、 ｦ 十 ｪ ど校ならびにＮＮｪｉＺ人に泌 ｪｾＱ する ほか 、本会 の会 仲［「往

築と f l 会 J 11 1  1  ｾ［Ｇ に発ぷし、 入選作品

入選 作 品 の 数 お よ び賞

1  入選作品を 10，'.''': とする 。

2  入 選 作 品 の う ち か ら i1k優秀' l ' t 1 点 、 優 秀1't 2 点以内を選び、1 ' t 状 ・

1 U中および記念品を IWI る。

1也の 人選作品には、 1' t 状および1' t J i 中をl ! Nる。

Ａ 必ｾｾＮｲ，ＧＢￍｾｌｬに参 ＩＩＱ Ｑ Ｑ ＧｴをｬＡ作る 。

( 線路 ・以 外 胞 EZt な ど の ほ か } j f 主を記入

する〉

平 面 図・新 ｉｊｾ ｉ ・ ＱＰＰ Ｈ建物ｊＮＧｩ ｊｉ Ｑｾ の 状川をぷし、 ｊｪ 位を記入す る Ｉ

立 面 図 ・ 縮 尺 1 :  100 ( 2 1(li 以 IJ

断 面 図 . 縮 尺 1 :  100 ( 1  I(!I 以 卜)

透 視 図 . 外 観 1¥色イ1: 1'. げ

設 計 説 明 ・ぷ ，:) - i :， n ' および往築概安( 他物の桃 ili - 階数および

Ｑ ＮＮｴＺ Ｑ Ｈ ｬｩ ｈｴ Ｚ＾､Ｎ‘ど ＩをｦｬＱ ｪｬ リ ｬ に ， ｾ ｣ 人す る 。

他・・l'- I(l i 1)( 1・断 I(II 1)( 1には二十. 約 ・ i: :反 J 法 を 記 入 す る 。
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京都年金基金センターらんざん

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 大 林 組 ( 設備 ) ダイダン

7 一一一

配置・ l '皆平面図 1  ;  1500 

10 挫 築 と社会/ 1991年 4 !1サ



所在地京都市右京区嵯峨天龍寺琶の馬場町33

敷 地面積 5，12 1.95m'  

建築面積 2，031 .89m'  

延床面積 4，084. 28附

構造規模 R C、8 1 F、 2 F

工 期 昭 和63年 9 月~平成 2 年 12月

最 寄 駅 阪 急 電 鉄 嵐山駅

撮 影 清水向山

ヱン トラ ンス正面

名勝嵐山のi度月橋の上流に、京都年金基金センタ にし、親しみのある景観とした 。 南の庭に面した 施主である厚生年金基金連合会の理解と、文化庁、

ー「らんざん」が今年 1 月に完成した 。 食堂と研修室からは、泣かな水をたたえた大堰川 および京都府教育委員会の指導のもとに、未来へ

この施設は、全国に 1，300 余りある厚生年金加入 ごしに嵐山を望み、宿泊室前の簡素で広々とした の遺産として、遺械の大部分を、建物の基礎を一

企業の関係者のための研修 ・イ栄養施設である 。 中庭もまた、これを借長としている 。 部変更して、建物下に保存している 。

周辺の歴史的既成長鋭と自然最鋭を尊重し、建物 ゆ ったりとした広さを確保した内部空間は全般的 、花咲かぬ時だにあるをあらし 山

の外観はこれ らに同調させることとし、屋被はー に和風を基調とし、控えめな色調と併せて、落着 春のきかりを 思ひこそやれか

文字銭瓦と銅板の一文字主主き、壁はじゅらく調の きのあるものとした 。 この敷地に、明治初期、明治天皇が行在された折、

リン ンかき落としで構成して、数寄屋風とした。 当地では 、建設に先だっ埋蔵文化 財の発掘調査の 家の主人に賜 った御製である 。

また敷地周囲にはあのう桜み風の素朴な石組みを おり、 平安時代中期の庭園の跡とみられる遺構が 今、嵐山は春満開。観光客の明るい歓声がこだま

もった築地塀をめぐらせて、環境にとけこむよう みとめられた。 この種の遺構は希少ということで、 する。 ( 加藤俊明/ 安井建築設計事務所)

研修 ｾ 嵯峨野墜を本日Ｏ 子 紙を使い四分 一 で 押 えている
フロン トロ ビー
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鳥 取 銀 行 本 庖

設計監理 東畑建築事務所・白兎設計事務所

施 工 清水建設・大林組・戸田建設・大和建設共同企業体

⑧ に

週 間

，.開

配置 l 階平面図 1  :  1000 
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所在地鳥取市永楽温泉町 171 番地

敷地面積 3，108. 5m'  

建築面積 1，555. 1  m'  

延床面積 9，107. 8 m'  

構造規模 S R C・s、B I F、 9 F、P I

工 期 平 成 元 年 8 月一平 成 2 年 11 月

最 寄 駅 J R山陰本線鳥取駅

1量 影 花 城 辰 男

鳥取銀行新本庖は、昭和28年に建設された旧本応

の狭小 ・老朽化に対応すべ〈鳥取県の表玄関 J R  

鳥取駅前に建設されたものである 。

敷地は駅北側広場に而し、周辺には既に建物が建

ち並び駅前の景観を構成している 。 この街なみに

埋れることのない新しい鳥取銀行のイメージ創り

をテ ー7 に、新らたに設定された C 1計画を具現

化し、地域のリーダー企業としての存在感や象徴

性の表現を意図した。

建物は営業室と本庖機能とで構成され、駅前方向

メインアプ ローチ に対して最も近い位置に営業釜

を配置、また本庖機能 を高層化し敷地内にオ ープ

ンスペース ( 営業室前プラザ) を生みだし、地元

に開放すると共に駅前広場との一体化 を図 った。

外観は墜と窓の単純な積み重ねによる明快な織成

とし、 C 1 カラ ーのブルーとグレーを基調に光の

変化に微妙に反応して表情を変えるラスタータイ

l レとミラーガラスによ って、 「シンプ l レで明るく者11

会的な金融情報発信基地」 という C 1計画のイメ

ージ目標を表現した 。

内部事務室階は 、省エネを考l昔、して東西国を閉じ

南北面を広〈開放した 18 m X 22 mの無柱スペース

とし、新しいオフィスプランを採用すると共にイ

ンテリジェン トビルとしての諸機能を整え、将来

の変化 に対応できるフレキシブルな空間 とした 。

また色彩計画も無彩色をベースカラーにブルーに

I カラー ) をポイントカラーとしてまとめ、営業

室や本庖エントランス、役貝階には地域を代表す

る建物として 、鳥取砂丘や県花 ( 梨の花) の形や

色を盛り込み鳥取銀行らしさ ・鳥取らしさを表現

してい る。

( 八杉政一/ 来畑建築事務所設計部)
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大 同 生 命 富 山 ビ ル

設 計 大 林 組

監 理 大 同 生 命 保 険 相 互 会 社 ・ 大 林 組

施 工 大林組・辻建設・治山社共同企業体

東商外観( 2  )  

所 在 地 富 山 市 本 町 9 番 10号

敷地面積 938 .08m'  

建築面積 750. 45m'  

延床面積 6，959 .83m'  

情造規模 SRC、 9F， P  1  

工 期 平 成 l 年 9 月一平 成 2 年 12月

最 寄 駅 北陸本線 富 山駅

撮 影 SS北陸

@  

配 櫨 図 l 階平面図 I :  600 
基準踏平面図 I :  6∞ ! 且除室
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近代建築が手にした素材に鉄とガラスがある 。建

築の表層を飾るガラスは近年、多種多様のデザイ

ンが可能とな った。

大同生命富山ピルは、 S S G構法によ って支えら

れた、反射率の異なる 二種類の高性能熱線反射ガ

ラスの組み合わせて‘ 、都市に豊かな表情を書IJ り出

すことを試みている 。

敷地は富山市の駅前と総J l ll 輸の二極の繁華街の中

間にあり、路面電車の走る広い道路に面し、遥か

東方には立山述峰を望むことができる 。地域社会

との調和を目指す施主のポリシーに応え、ここに、

エ レベータホーノレ

街づくりの拠点となるビルをつくることが、計画

のテー 7 であ った。

これら の文脈から、雪国の雁木になぞらえたピ ロ

ティによ って一階部分を開放すること 。空に溶け

込むミラーガラスによって自らの姿を t肖しながら、

基盤のフレームが街並みのスケールのシークエン

スを守ること 。基盤の上にガラスの箱を 11&せる総

成によ って y ンポリ ックで現代的な建物とするこ

と。以上のコンセプトが導き 出された 。

雁行するファサードは、クリスタル効果を高めて、

霜柱のイメージを喚起し、ミラーガラスが流れる

外観見上げ

芸 と青空を映し出し、実像と虚像が織りなすアラ

ベスクは 、見る人の心を 浮き立たせ る。濃淡のあ

る青いがラス、彫りの深い白いサ ッシ、淡雪模様

の石の色、淡灰色のモサ' イクタイルが、 この建物

の印象をすがすが しいものにしている 。

昨年、道路の電柱が取り払われて、前面の歩道が

アメニティを持つ 7 ・ロムナードに務備された 。 こ

の街が徐々に輝きを増し、人々の期待がたかま っ

て、やがて、新しい風景が生まれようとしている

のである 。

( 紙僑昭三 ・広田和正/ 大林組設計部)

玄関 ホール
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美術の枠と額縁の枠
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美 術 に お け る 近 代は 、 そ れ 以 前 の美 術 の 枠 の 外 側 に 出 る こ と か ら 始

まった 。枠 を 飛 び 越 え る 行 為 自体が、 美 術と呼ばれたり、 美 術 を 定

義 す る 違 っ た 枠 や 、 よ り 大 き な 枠 を 造 ろ う と 、試 み ら れ て き た り し

た。 絶 え 間 な い 、 新 し い美 術 の 枠 づ く り へ の 試 み が、近 代美 術 の 歴

史 で す ら あ っ た が 、 そ れ を 振 り 返 っ て み る と 、 近 代 以 前 の美 術 を 定

義 し て い た 枠 か ら 解 放 さ れ た こ と は 、 近 代美 術 の 偉 大 な 始 ま り で あ

った が、 そ れ は 同 時 に 偉 大 な美 術 の 終 わ り で も あ っ た 。近 代 が 歴 史

的 に 見 え て き た と は い え 、 今 、古 い 枠 の 中 に 戻 るのは 、皮 肉 を 込 め

て で も し な け れ ば 、 無意 味 で あ る 。 ま た 、 枠 の 外 に 出 る の は 、垢 の

ま み れ た 近 代美 術 の 方 法 の 繰 り 返 し で し か な い 。 中 に も 外 に も 行 け

ない 、 この 事 情 ｩ を踏まえれば 、美 術の枠がｾＡｬ " 、る束縛そのものに、

最 近 の美 術 の 関 心 が寄 せ ら れ て き て い る の は 、不，思 議 で は な い だ ろ

ワ。

美 術 の 枠 に 関 す る 、 枠 で つ く っ た美 術が、 今村 悦美 の 近 作 で あ る 。

大 型二 点 の 作 品 で は 、窓 枠 ・留 金 ・掛事由 ・照 準 器 ・鍵括弧、 写 真 ア

ルバ ム に 貼 る コ ー ナ 一 、 肖 像 画 を 飾 っ た 楕 円形 の 額 縁 な ど 、美術 ・

16 

視 覚 ・記 録 ・引用に関係の深い枠形状を、 合 板 か ら レ ー ザ ー 切 断 に

よ っ て 切 り 抜 い て い る 。枠の内側は、 赤 系 色 の 既 成 ア ク リ ル 板 を 複

層 に し た も の で あ る 。 また 、四 枚 の 額 縁 か ら な る 、小型の作品は、

特 に 今 日の美 術 と そ の定 義 を 取 り 巻 く 問 題 を 端 的 に 語 っ ている 。 額

縁 と い え ば 、 そ の 内 と 外 の空 間 を 仕 切 る こ と に よ っ て 、 美術 と 非美

術 、真 実 と!$: 構 を 、 明 確 に 区切 っ て き た は ず で あ る 。 ところが、こ

の役割j を 果 た す工 芸品でしかない額縁を、 今 村 は 自 ら ア ク リ ル 加工

の 上 に 、薄 い 木 材 の 模型 用 仕上 板 を 練 り 付 け て 、丁 寧 に 制 作 し て い

る。額 縁 の 下地 で あ る ア ク リ ル 板 は 、 被 層 と な っ て 、 そ の ま ま 連 続

し て 額 縁 の 内 側 を 形 成 し て い る 。額 縁 と そ の 内 側 の 作 品 が あ る べ き

部分を、 一 体 化 して、両方 と も 作 品 と し て 展 示す る こ と に よ っ て 、

今村 は美 術 と 額 縁 の主 従 関 係 を 、 不安 定 で 危 う い も の と し て 見 せ て

いる 。 美 術 と し て の 額 縁 なの か 、額 縁 と し て の美 術 な の か 。 そ も そ

も美 術 と い う も の は、 美 術 だ か ら 額縁 に 入 っ ている の か 、額 縁 に 入

っ て い る か ら 美 術 な の か 。

期 日 豊太 ( S D A代 表 )
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今村悦美( いまむら・えつみ)

1955年、大阪市にて生れる 。1978年 、京都芸大陶磁器科を卒業後、ロ ンドン・セン

トマーティンズ美大に関学、彫刻 を学ぶ。1979年、イ エール大学大学院奨学生とし

て渡米、同彫刻科を 卒業( ' 81) 、ニューヨークに移住。1982年 - 85年、大阪( ギャ

ラリー白) ・東京 ( 村松画廊) にて個展。1986年、ポロック・アンド ・クラズナー財

団奨学金授与。ニューヨー ク市立ギャラリ ーでの

グループ展、 ロー レンス ・オリ パーギャラリーで

のインスタレーシ ョン( '87) をはじめ、ヤドー・ア

ーテイスト ・コロニ一 、マクダウル ・アーテ イス

ト・コロニー招待、制作。また 、塚脇淳、 山本泊

二 とともに三人展( ' 88) を|則〈な ど活躍。1990年カ

ナダ・ パンフ ・アート・センター招待 、制作。

1991年、大阪 . ES PACE446にて個展。

アトリエ 432 E A S T  10TH S T R E E T  N E W 

Y OR K， N Y  10∞9  U.  S .  A .  T EL. ( 212) 533- 4631  
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WEl COMI NG 一一造園と建築とのかかわり一一

昨年は 4 月 1 日から 9 月30 日まで、大阪の鶴見緑地で

「国際花と緑の博覧会」が開催されまして、花や緑、

あるいは造園、者日市と緑地などについて非常に大きな

関心が集まりました。今回はそうい った意味で、 rift 闘

と建築との関わり 」 というテー 7 でいろいろお話いた

だきたいと思いますが、はじめにそれぞれのお仕事の

内容についてお話しいただきたいと思います。

辻本 松下電器の労働組合がや っております i ;fEの植物館」

という新しいかたちの緑をテー? とした植物館の館長

をしております。植物館では人間と植物とのかかわり

といいますか、とくに人聞の方からアプローチしなが

ら、植物との歴史的な関わりや暮らしの中へのとり入

れ方などについて講座やイベントなどをや っています。

いつから今の仕事に就かれたのですか。

辻本 「花の植物館」がオープ ンしましたのは、 3 年前の 10

月13日です。 私はその年の 7 月に松下労組につとめま

したが、その前はそれ を企画してましたコンサルにお

りました。 ですから、企画の i時点から従事していたこ

とになるのでしょうか。

告 団さんは神戸市の緑の相談所におられるわけで すが、

具体的にはどの様なことをされているのですか。

音田 神戸市の場合、緑の相談所というのは現在 3 カ所ご ざ

いまして、私がおります誠司j 山公園と鈴蘭公園そして

神戸総合運動公園で、月に 2 - 3 回の園芸教室の企画

とか、市民の方々への緑のアドバイス、電話による応

対もありますが、 草花にかぎらず、野菜 ・果物な ど、

園芸に l期するすべての相談に答え られるようにしてお

ります。 もちろん、相談員の先生は別におられますが。

一一一実際に設計を されることはないのですか。

音回 今はありませんね。神戸市に入所当初は公園とか街路

緑化の設計とか、また、市ポートピア '81" というイベン

トがあり、その会場内緑化の 7 ニュアルづく りなどを

やっていましたが、今は図面から遠ざか っています。

一一一浅野さんは遊園設計の実務をされているのですか。

浅野 はい。私の場合は建築と造|重|を同じウエイトでデザイ

ンしていこうというコンセプトでイ士zy; をしていますが、

その ヰ: で彩、がとくにかかわ っているのは、中i 1i . 主k青|一酉lで

す。具体的には、デザイナーが計画したラ ン ドスケ ー

プデザインの中に 、色彩や適性条件を考えながら樹木

や草花を選び図面にしてゆくことです。

一一一 ひととおり 仕 事の内容についてお話していただいたわ

けですが、 「花j J ，! むのことに関して何 かありませんか。

辻本 単的にい って 造図の人のカが弱い。 プランニンク" に 貧

18 1主築と社会/ 199 1年 0 1 サ

辻 本 智 子 (つじもと ・ともこ)

ユニトピアささやま花の純物館 ・館長

大阪府立大学農学部卒業後、ナイアガラ公園協会

で園芸研修留学。花を媒介に、人を感動させる公

園づくりを決心。帰国後フローリストへ勤務。後、

同校大学院緑地計画工学へ進む。博士課程在学中、

カリフ才 ルニ ア大学パークレ ー校大学院へ留学。

公園づくりか勺感動の街づくりに夢が広がる 。大

学院中退後、プランナー として・自然と人間の共

生' をテーマとしたプロジェフトに従事。現在、

自介の作品であり、松下労組が自然環境保護運動

の拠点、と位置づけているユニ卜ピアささやま花の

植物館の館長として、植物と共に生きる感動空間

づくりに励んでいる 。

音 田 信 子 ( よしだ ・のぶこ )

神戸市立似の相談所 ・技術職n

大学卒業後、神戸市に就職。公園緑地部施設課に

配属され、街路や公園、ポ トピア '8 1の会場内緑

化等の設計を担当。 その後、土木事務所で公園 ・

街路樹の維持管理や工事監督を経験、現在はi ) I j ) 神

戸市公園緑化協会に派遣され神戸市立緑の相談所

に勤務。建築志望が造園に変り、建物から外部空

間へと移 って、今ではこれからの時代を担う子供

達に実際に土をいじり手を汚し、草花等を育てる

中力、勺美しいもの、弱くて強い自然の心を伝える

が出来ればと思tL 、ながり、花と緑の普及の窓口

として仕事に取り組んでいる@

浅 野 房 世 ( あさの ・ふさ よ)

附S EN1 ' 自説計耐宅 取締役

上智大学卒業後、へアーデザイナー養生所として

三九 1 - 1 )1

の美容室を経営。三宅祥介( 側 S E  N環境計画室

代表 建築及び造園デザインを業とする) との結

婚を機に独学にて植栽の勉強を始める 。毎年、植

栽計画視察の為にヨーロ y パを訪れる 。庭園の色

彩構成に最も興味をもっ。現在側SEN環境計画室に

て植栽計画担当。一児の母。尊敬する人物は建築

家 ・故西，畢文隆氏と造国家 ・驚尾金弥氏。



しさ を'J t えました。企業ーレベルでやるからでしょうか。

笑験都市 とはいいながら、実際は現実にあるものをも

ってきているだけで、笑験的なものは少なか った。 も

っとも、日本の進国のレベルは海外に較べまだまだ低

いので、造闘のレベルア ップに対しては少しは貢献し

たとは思いますが。

浅野 私も直接関係はしてませんが、仕事柄興味はありまし

た。プロテ'ュ ーサーの方を存じおりましたので、仕掛

けとか、コンセプトなどについていろいろ御伺いして

おりました。確かに近代にない大きなイベ ン トで、造

図業界の"1' に大きな一石を投じたとは 思 いますね。

音田 仕事の上では直接タ ッチしてま せ んが、笑際見に行か

れた人に聞いてみると、どこそこのパピ リオ ンがいい

とかいう答が多〈、花博とは銘打 っても、日本人の感

覚で博覧会というと、パビリオンなどがどうしても主

体にな ってしまうのだなあと思っています。

辻本 イベン卜をする場合、建築家のひとはわりと日険をす

るでしょう 。 しかし、造閣のひとというのは余り冒険

をしない。笑験をしない。 自分にネガティプな婆因が

増えた 11寺に、それを逆手にと って何かをするというの

が、 闘裟や造|却のひとにはできない。敷地 を越えてま

でやらない。器の方がどうしても勝 ってしまう 。

一一一建築と造閣との|拘わりについて話をすすめていきたい

のですが、進闘をやられる方として建築に対してどの

様な印象をもたれていますか。

浅野 建築と造園との|期わりというか、その接点が一番大事

なんだという立場で仕4¥. をしてますが、で きあが った

ものをみてみますと、建築と造図の両者で見せようと

いうのではなく、建築で見せようとしている 。進閣と

いうのは どちら かとい うと 非常に付随的な立場におか

れているように思います。

ありますし、反 ｉ 師、組合だから企業のように利 ｩ ｬ ｾ ｊ を 目

的 としては展開できないところもあ ります。ただ、思

想だけは守 っていけるとい うところはありますね。

一一一 造園と建築についてもう少しお話を続けて下さい。

辻本 環境をつくる場合、建築の方は一部なんですから、は

じめに造陸|のひとが入 ってプランニングをしていくの

が本当だと思うのに、現実は逆の場合が多いですね。

立場的にもどうも建築の方が勝 っているみたいで、建

物論か ら入るケースがほとんどのようです。

浅野 I確かに そうですね。あくまでも建築と 外械なんですね。

「建築図面がで きました。はい、外椛をお願し、します」

となるんですね。

「外機て' はありません」 と申し上げたいですね。

辻本さんがお っしゃ ったように、機かにコンセプ トづ

くりの時からきちんとx f : 見をたたかわせ話し合 ってお

くというのが一番大事なことですね。造闘の方がキャ

ンパスが広いんですから 。

辻本 進国のひとは、しかし素材を知らない場合が多いです

ね、植物のことをご存じない。私のような花の人間か

らみれば、造協lのひとの園芸に対する理解の乏しさは

ほんとうに鰐きですね。

一一一 造園と園芸というのは全然ちがうのですか。

辻本 建築家のひとがすごく素材にこだわることにくら べ た

ら、造図のひとはあまり素材のことを気にしないよう

に，思います。 ;{E博の庭l亙! と外国のきれいな庭園をみて

いくと、外国の きれいな庭園というのは、 笑にテクス

チュアを大司壬にしていますね。木の笑や木の笑がもっ

配色の特性まで気をつか って作庭しています。

辻本 私がおります「純物館」、コンクリートの打放しが多 一一一 東洋と西洋の (庭園) のちがいというのもあると 4思い

〈、植物にと ってはネガティプな要因ばかりある建物 ますが。

で、ある造図家から牢屋だといわれたんですが、私は

牢屋であるお陰で逆に何かを生み 出せるのではないか 辻本 硲かにそれはあります。伝統的な日本庭閣というのは .  .  • • 
と感じました。プランニングから携ってきましたから 、 素材を実に大事にしています。 し か し そ れ が 公 l重|と

建築家と私のコンセプ トは 「街」づくりという点では いうものにな りますと、図面の中の木は 円定規でf!? い

一致してま した ので、牢屋に対する造図化はこちらの たり、マル印だけ空Fいてあ ったり ( 笑) 。

テリトリ ーで科学的、技術的にどうにかなる 。 ですか 日本の造陸l昼さんが醤〈図面には全然表情がない。 ア

ら、建築家と共に仕事をやる時はお互いのコンセプト メリカの図面とは全然ちがいます。

だけは話し合 っておく必要がありますが、あとは自分 浅野 植物の勉強をする時に、い〈人かの造閣コンサルタン

の好きなものをつく っていけばいいと思 っています。 トの方にお聞 きしたんです。「級裁担当の方にはどの様

へんに殺 り合うと 中途半端なものができてしまう 。 な方がおられますか」と 。すると、「うちには具体的に

音国 最初の時に話し合える機会があるかないかで大分ちが はそのようなものはおいておりません」というのです

いますね。公共建築の場合、最初から最後までひとり ね。びっ くりしました (笑)。

の人間がかかわ り続け る機会というのはほとんどない

でしょう 。最初の プランニングの時に 話し合 っていた 一一一 造図と建築との関わりについて、まだまだお伺いした

ひとと次に来たひとと見方が全然ちがった りするケー いことがありますが、どうやら最初のプラ ンニ ングの

スがあります。 時から互いのコ ンセプトを話し合うということがも っ と き 平成 2 年 10月 5 日

辻本 でも 、公共だからこそほんとうはできないとおかしい とも大切 なんだということをあらためて感じました。 ところ 日本建築協会会議室

と思いますね。私のところも組合だからできた聞があ 本日はお忙しいところご出席をいただきありがとうご 企 画 会員企画小委員会

ります。企業じ ゃないところの有利性みたいなものも ざいました。 chai rman K.KOBAYASHI 
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ブックステーション

37人の建築家

現代建築の状況

飯 島 洋 一 著

現在世界で活躍中の37人の建築家についてそ

の作品と，' ( 1; 1，恕を語り、 l時代の様相という新た

な切り 口から現代建築の動向と今後の方向性

を占おうとした本である 。現代はまさに核の

時代であり、破滅への不安と将来に対する不

透明感に満ちた 11寺代といえる 。 ポストモダン

の多様な表現やフィクショナルな世界は、そ

の反映 であると著者は 言 う。軽妙な誇 り口 に

より、現代建築のおかれている状況を生き生

きと 川き出してくれる。 ( Y )  

1990. 12. 10干リ

234頁 1，300円

福 武 書庖

四六変型

E R出船田情澗

学芸出版社 1990 .  11 .25刊

A 5判 256頁 2，884円

紙 野 桂 人 著

者11市を人間によ って生きられ 、読み解かれる

さを| 制として扱 った本舎の中では、笑に多様な

視点から絞合的・多義的な現代者11市の諸 問題

が諮られている 。人聞が知覚し、行動の中で

把 らえ、視るものとしての都市空間の分析、

都市と建築の|謝係に |期するメ y セージ、景観

分析を通じた者11市デザインのあり方の考察、

更には人|則的環境のパ y クグラウンドとして

の都市の社会的仕組みについての考察。 それ

らの広範 な論考を 通じ てJ ‘ 都市 と人間との間

のメ ッセージの交換" を明らかにし、“ 人間の

良き伴侶たりうる都市像" をHIi き出そうとす

る好著。 ( 0 )

人間都市論

インテリアテ・ザイナーのための

インテリア関連法規の知識

学芸和風建築叢書

現代和風の舗

E F |  

覇 :制|

著達

111'- 今のインテ リアデザインの平!i t"] 化 ・分業化

の流れに伴い、建築の 内装がインテリアデザ

イナーという専門家の手に委ねられる機会も

多くな ってきた 。本書はインテリアデザイン

に携わ っていく者が知 っておかなければなら

ない様々な法規制や基準を平易に解説したハ

ン ドブ ックであり、建築法規を中心 lこ内装 ・

|井! 日昔日 ・防火| 坊炎性能等、イ ンテ リアの設計

計図上関係が傑い項目について、特に迷い易

い部分を詳説している 。 インテ リア悶有の項

目に ついてもう少 し突 っ込んだ解説が欲しい

と思う部分もあるが、是非机上に置いて勉学

や実務に役立てたい一冊である 。 ( 0 )

芝木

鹿島出版会 1991 .2 .5干IJ

四六判 210頁 2 ，575円

' 司

学芸出版社 1990 .  12. 15刊

A 4 W判 176頁 7，004円

企画・編集

和 JiI¥l.の応告ili の最新事例20について 、詳細な写

真 ・図版をもとに解説した本である 。商業建

築の分野で和風のしつらえを要求されること

は多いが、機能的にもデザイン的にも充分な

ものをつくるのは鍛しい 。 ここにあげ られた

4J>;: j9IJはいずれも、微々な 市11約の 中で現代的な

材料を使いながら和 JiI¥l.の雰囲気を 山すのに成

功している 。l古市Ii 計画の上で大いに参考にな

る- lIItである 。 ( Y )

建築フォーラム

豪雪

ili 

誘惑するオブ、ジェオフィス環境の変貌

ヒト・情報ビジネス

彰 著

“ 「記号の消費」の終駕を大胆に指摘し つつ 、

ポストモタン社会の先行きを I! i う" と時十にあ

る。 インタストリアル ・デザインを中心に、

物ばなれ ・ギャジェ ッ ト化・キ ッチュ ・シン

グル化 ・ポストモダニズム ・テイストとい っ

た消費のトレンドをえ且上に上げながら 「世界」

を精成する物と人間と の関係の現代的諸相 を

鋭〈分析した本容は、建築を取り巻〈状況に

とっても極めて刺激的な視点を 提示している

ように思える 。機能のi Wl1J 、記号 ( 意味 ) の

消費が社会的 ・集団的人間関係のi J ' fj 域と とも

に ｙ ｊｪ え去 っ た後に来るとｾＨ￭者が分析するフレ

ームレスな感性による 消Tその時代の中で、建

築デザインはどのように姿を変えて行くのだ

ろうか。 ( 0 )

宇 j皮

紀伊園屋書l苫 1991 . 2. 28刊

B 5 W判 224頁 1，900円

誘

オ惑

ブす

シる

工

. . . .  面 宮

崎 司 凶

字

溜

配
事

鹿島出版会 1991. 2. 10刊

四六判 197頁 1，957円

品

4

4

峰

神
4

府

栄 久 庵 祥 二 著

ビジネス 7 ンが l 自の 1 / 3 以上を過ごす場

であるにもかかわらず、日本のオフィス邸境

は余りにも貧しいと 言 われてきた 。五五ー近は多

くの企業が快適なオフィスづくりのために、

様々な試みを行 っている 。本書はこのような

内外の事例を多数紹介しながら、オ フィス I11

￞ｊｾ の改革を説いている 。 日米ｼ款のオ フィスを

比較して、その文化 的背景にも 言及している

のが興味深い。今後のオフ ィスづく りを 考え

る上でのヒントを与えてくれる本である 。( Y )

会員企画小委員会/ 大沢智弘・山寄章子担当

也 築 と社会/ 1991年 4 } I ' }  20 
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京 都 市 共 同 住 宅 建 築 に 関 す る 指 導 指 針 の一 部 改 正

共同住宅の建築は、日Ａ照、 ｾｬｩ￬ 皮障害等の問題の

ほか、近隣住民との間で、管理等に| 共lする事項が

問題となるこ とから、京都市では、 昭和60年に撚

記の指導指針を flill 定し、共同住宅の建築昔|匝iおよ

び管理II に関する必要な事項について、指導を行 っ

ている 。

H乍年、この指導指針を改正し 、指導内容 を拡充

させたので、ここに改正の 内容等について紹介し

たい。

改正に至る背景事情

近年、共同住宅等の建築が均加してきたことに

伴 って 、建築主等と 近隣住民との問のトラブルが

急増し、年間に 250- 300件も の脊↑ 15 - 陳情が行政

に寄せられている 。 そこで京者間7では、こうした

紛争の解決と防止を図り、よりよい居住環境をT i

む方途を探求することを目的として、「京都市共同

住宅建築研究会 J (会長 ・巽和夫京都大学教授) を

組織し、剰設 ・研究 を行ってきた。

同研究会の報告では、京都での処築紛争が紋雑

な理由は、京者 ＱＱ が ｾ ｉ ￵Ａｩ 戎災の歴 史的 大都 市として、

特徴的な景観を形成しているとともに、自治意識

の125い地域コ ミュニティが成 り立っており、こう

したまちの特質そのものが都市の魅力として評価

されていることと深〈関連しているとし、そのう

えで、住まい ・まちづくりのための施策を総合的

に展開する必要があると指摘されている 。そうし

た施策のひとつに 「共同住宅建築に |期する行政指

導の拡充」が挙げられ、共同住宅が者11市における

住宅の主要なタイプとして比重を高めつつあるこ

とを踏まえ、良質で、かつ、よりよい市街地環境

と地域コミュニティの形成に寄与する共同住宅が

建設されることを求めている 。

この報告を受けて、今回の指導指針の改正を行

ったものである 。

従来の指導内容

従来の指導指針は、階数 3 以上かつ15戸以上の

共同住宅を対象に、

建築計画の商では、

① 管理II 人事務室の設置

② ごみ j財政; 場の敷地内での設世

③ 自転車置場の敷地内での設置

l 戸につき l 台分以上

④ 外来者用駐車場の敷地内での設置

30戸までは l 台以上。30戸を超える分は 20戸ま

でごとに l 台以上

⑤ 鉄 製階段での防音措置

⑥近隣住民のプライパシ一保滋

⑦ 上階からの落下物防止措置

③ 緑地、広場苦手の設置( 大規模共同住宅につい

ては、敷地而秘の 2 % - 4 %以上の而絞)

管理! の前では、

① 管理II 人の設置

② 管理II 人の氏名、述絡先等の表示板の設置

③ 次の点を内容とする管理規約の作成

- 近隣住民への不快行為・迷惑行為の禁止

・ごみの指定日、指定場所への搬出

・周辺道路 での! 駐車禁止

- 区役所て' の住所変更手続き

. 地域活動への参加

等について指導するとともに 、次に該当する共同

住宅については、確認申 iWfrII j に市長との:j: J'; 前協議

を求めてきた。

- 床面右nOm' 以下の住戸が15以上あるもの

・大規模共同住宅 (敷地面紛が3，000m' 以上のもの

または 100戸以上のもの)

Ｑｉ ｾ Ｑ 定以来、平成元年度末までに Ｑ ， Ｖ Ｖ Ｕ 宇 ｼ ーの共同

住宅に適用され、うち事前協議531件の実績を持

っている 。

主な改正内容

今回の改正に当た っては、これまでの指導内容

については継続させるとともに、前述の報告にあ

るとおり、より良質で、かつ、よりよい市街地環

境と地域コミュニティの形成に寄与できる共同住

宅の建設を促進することを基本的な考え方とし、

市域全域一律の指導だけでなく 、地域の環境 (用

途地域) や共同住宅の規模に応じた指導を併せて

行うこととした。

主な改正内容は次のとおりである 。

雇亙E

(1) 住戸の故低の専用面干j'l の設定

16m'以上

(2) 居室の最低の天井の高さの設定

2. 3 m以上

(3) ワンルーム住戸とファミ リー住戸の混合

50戸以上の共同住宅については、ワンルーム住

戸( 床面秘25m'以下) は、全体の住戸の数の半数

以下とする 。( 大規模ワンルームマンションを規制

し、ファミリータイプの住戸との混合を誘導する)

(4) 全住戸の共用 出入口 (玄関) の設世

共同住宅内の全住戸が主たる出入口として共用

する出入口を l 以上設ける 。( 住戸のタイプごとに

異なる出入口の設置を規制し、住練内のコミュニ

ティの形成を図る)

(5) 隣地境界線からの外壁後退の確保

外壁面から 隣地境界線までの距雌を、で きるだ

け確保するよう努めるものとし、第一種住居専用

地域および第二種住居専用地減では、この距離を

50cm以上とする 。

(6) 自動1II の駐車場所の11{([保

{主戸の数に )，i:;.じ て、次の表に仰げる台数以上の

駐車場を敷地内に維保する 。

用途地域

Ｇ， ｉ ｾｉ 合 Ｈ 駐車台数 Ｏ 住戸数 Ｉ

50戸未満 50戸以上

第一種住居専用地域 3/10 4/ 10 

第一種住居専用地域、住居j也

2/10  3/ 10 

域、準工業地域、工業地域

近隣商業地域、商業地域 2/10  

住 1) 近隣ifu: l ' i 地域・開業地域については、設置割合2/10の

うち 1/10を上限として、敷地外に設けることができる。

2 ) 上記設li'1i'1l J合により確保される1 "1動車の駐車場所にお

ける駐車台数には、外来者j刊のものを含むものとする.

3  ) 当分のJl IJ 、30; 可米満については、本来の設置台数の、

2/3- 1' 主! 立の台数以上とする.

(7)  集会室の設置

共同住宅の入居者の利用および地域住民との良

好なコミ ュニティ形成の場に役立たせ るため設 iE

するよう努める 。50戸以上の共同住宅については、

床面積30m'以上の集会室を必ず設置する 。

(8)  管理人事務室の設備

管理上の使1 i : を考慮した適切な規模とする 。 30

戸以上の共同住宅については、便所、湯沸し設備

を備えた管理II 人事務室を 出入口の近〈に、住戸と

は別に設置する 。(巡回管理II の場合でも、共同住宅

内に駐在で きるよう設備を整える )

(9) コミュニケーションボードの設置

共同住宅の 出入口の近くに掲示板( 名称 コミ

ュニケーションボー ド) を設置し、共同住宅の管

理! 者および入居者が利用するとともに 、地域住民

も自由に掲示することにより、共同住宅の入居者

に地減活動への参加を呼び掛ける 。

匿E

(1) 管理人の常駐

50戸以上の共同住宅については、管理人が l 巡

附に 5 日以上、 l 日に 6 1時間以上駐在する。

(2) 管理契約でレ入居者に遵守を求める事項の追加l

. 各住戸の入口および郵便受に氏名または姓の表

示を行う 。

図 画

次に該当するものについても、市長との事前協

議を求め、管理方法等について街導する 。

- 床面積25m'以下の住戸が15以上あるもの

. 30戸以上のもの

匡霊童図

事前公開を指導している「京都市中高層建築物

に|期する指導要綱」が適用とならない規模の共同

住宅についても、事前公開を行うことにより、事

前の円満な話し合いを誘導する 。

( 1 ) 事前公開の対象

30戸以上のもの

(2) 事前公|剃の方法

計画の概要を 示す標識を建築場所に設置すると

ともに、近隣住民に対し説明を行う 。

*  

なお、改正後の指導指針は、平成 2 年 8 月 1 日

から実施し、同年10月 1 日以降にイ確認申請を行う

ものから適用されている 。

( 京都市住宅局建築指導部指導楳主査 寺 井 正)

建築と初会/ 1991年 4 月号 21 



四同一一ス ………∞R 問 R A…

外断熱工法の防火性能について

1 外 断 熱 工 法 の 概 要

近年、建築物に対して居住空閉め快適さおよび省エネルギーの要

求がより一層求められている 。その 1 っとして、熱容量の大きい鉄

筋コンクリート造およびコンク リー卜・ブロ ック造等の耐火建築物

の外壁の外側 に断熱層を設け、不燃材料の 外装材で断熱層を覆う外

断熱工法が寒冷地 を中心とし て普及している 。内障Ji 熱工法と比べて、

躯体の養生や結露の発生、さらには生活を妨害しない工事などの点

で、外断熱工法が優れている 。

外断熱工法は断熱性能およ び遮熱性能が高いが、 一方では断熱層

を外側に 設けているため、 地震 ・風等に対する構造の安全性を確保

する必要がある 。又、 一般に有機系断熱材を用いることが多〈、火

災時に おける発炎、発煙および外装材の脱落等、防火性能上問題が

多い。そこで、建設省は昭和60年 9 月 5 日付で “ 耐火構造の外壁に

施す外断熱工法の取扱いについて" ( 住指発第 510号 ) を出し、外断熱

工法に係る防火性能試験方法等を明示し、現在に至るまで運用して

いる 。

2  . 外 断 熱 工 法 の 分 類

施工方法については、構造の点から密着工法、通気工法および空

気層工法の 3 つに分けられ る。

密着工法は、 外装材の施工が乾式か湿式かによ って、複合ノ ぞネル

工法と湿式工法とに分けられる 。複合ノ マネル工法は、更に取り付け

方法によ って、後ば也り工法と打込み工法とに分けられる 。混式工法

は、断熱材の施工方法によ って、定型断熱材を用いるものと断熱性

能の高い材料を吹き付けるものとに分けられる 。

外装材は、複合ノf ネル工法の場合、 G R C 、特殊 G R C 、パルプ

混入石綿セメン卜板、繊維混入セメントけい酸カルシウム板および

火山れき板などが用いられる 。j霊式工法の外装材としてはクラスフ

ァイパー ・メッシュで補強したモルタルが一般的である 。 また、通

気工法の場名の外装材としては、セメント 判l 出 し成型 中空板、 G R

C 、石こうスラグ中反および繊維混入セメントけい酸カルシウム板な

表 ー l 断熱材の種類

有機 ・無

断熱材の系統 断 熱 材 の 種 類

機の区別

ポリスチレ ン系

ｴｬｾ 出発泡スチレ ン

ビーズ発泡スチレ ン

有機系

イソシアヌレートフォーム

ポリウレタ ン系 硬質ウレタ ンフォ ーム

フェノールフォ ーム

混合系 ポリウレタ ン系 ビーズ発泡ポリスチレ ン入りモルタル

炭酸カルシウム系 炭酸カルシウム浪人塩ビ発泡体

無機系 ロックウール系 ロ y クウー ル

グラスウール系 グラスウール
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@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 ・吹田市議白台5 - 8 - 1 〒

電 話ー ( 06) 872- 0391 F AX' "  ( 06) 872一

業務時間…平日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ＠ OO( 第 2 、第 4 土曜休日)

どが用いられている 。

断熱材の種類には、 表ー1に示すものがあり、断熱材の性状によ っ

て施工方法および外装材と の組み合せの適当なものが採用されてい

る。

3.要 求 さ れ る 防 火 性 能

外壁に本来要求される防 ・耐火性はその裏側にある耐火構造の構

造体で確認されることを考慮すれは¥次のようなことになる 。

a . 防火上有害な変形、破壊、脱落などを生じない。

b . 防火上有害な燃焼 ( 発炎 、発煙など ) を生じない。

ここでいう防火上とは、延焼防止上および避難 ・消防安全上のこ

とである 。

前述の通達によると外壁のうち延焼の恐れのある部分に施すもの

及び|坊火地域に建つ建築物の 外壁に 施すものは 1 11寺聞の耐火性能、

それ以外のものは 30分の耐火性能を有することが必要とされている 。

なお、耐火性能を確認するため、通達の別記に規定する試験方法に

より試験を行い、その結果、次の判定条件に適合するものが合格と

される 。

a . 加熱中、外装材又は断熱層に防火上有害な爆裂、制離、脱落

等の変化を生じないこ と。

b . 加熱中、外断熱工法を施した耐火構造の版に耐火上及び梢造

耐力上有害 な変形、破壊、脱落等の変化を生じないこと 。

C . 加熱中、裏面まで火炎が通る書IJ れ目を生じないこと 。加 熱中、

防火上有害な発炎等を生じないこと 。

d . 外断熱工法を施した耐火構造の版の鋼材温度が 550 度をこえ

ないこと 。

e . 裏面温度が260度宇こえないこと .

f  . 構成材料のー音11が不燃材料でないものに あっては 、加熱終了

後10分間以上、火気が残存しないこと 。ただし、外装材裏面に

おける火気であって、燃焼を促進する恐れのない火気にあ って

はこの限りでない 。

4.試 験 実 施 の 経 緯

昭和60年 11 月から昭和61年 1 月にかけて、当所と側)建材試験セ ン

ターで計 4 件の予備的な試験を笑施し、試験結果の判定など細部に

わたり検討を行 った後、 2 月より本試験を開始した 。

平成 2 年 8 月現在ですでに 25社 41工法 ( うち、当所で実施したも

の11社 21工法) が認定されている 。 そのうち 、 1 時間耐火仕様は 25

社 39工法、 30分耐火仕様は 2 社 2 工法である 。

5. まとめ

試験開始より 5 年経過し、判定 ・評価等について十分整備されて

きた 。今後も新工法が続々 と開発されていくものと思われる 。 なお 、

詳細については、 当所機関誌 r G B R C J 62号 をご参照下さい。



DR A - C A Dユーザか聞くC A Dスクール

悶ルヨ; 週訪問刷会社 パス

20台のPC- 9801シリーズの 1670万色対応のフレーム ・バッフア、

ハード ディスク付きの機器で学習ができます 。

出力機協は A 1 サイ ズのベンプ ロッタ ー( 武藤工業 F901) 、レーザプリンター

( キャノンレーザショ ッ ト) フィルムレコーダー( 日本アビオニクス) などを装備しています 。

授業は教師の操作を自分の席で確認できるシステムです 。

学習内容はステッフ苧習です.

内容

S T E P  1 - 1  マウスにな It る

S T E 1' 1 - 2  全コマ y ドを: l ' t える

S T E 1' 2 - 1  編 集

S T E 1' 2 - 2  製図のノウ ハ ウ

S T E 1' 3 - 1  出力

S T E 1' 3 - 2  出力マユ A アルの作成

S T E 1' 4 - 1  C A Dによる文岱の作り方

S T E l' 4 - 2  プ レゼ ンテーション

S T E 1' 4 - 3  C A Dによる 筏 型作成

S T E P  5 - 1  デー タ申堅固!

S T E P  5 - 2  デー タの i1j 利 用

S T E 1' 6 - 1  A R M ( 3 i X元 C A  0 ) になれる

S T E 1' 6 - 2  A R M( 3 次元 C A  0 ) でエス キース

S T E 1' 6 - 3  A R M  ( 3 次元 C A  D ) の出力

S T E 1' 7 - 1  企画設計 1 ( 臼 彫計算 と C A  D )  

S T E 1' 7 - 2  企画設計 11 ( 検索. ソート . 1Il !十〉

S T E 1' 7 - 3  企画設計 Dl ( エ スキース )

S T E 1' 7 - 4  企画設計 IV ( 分析)

S T E 1' 8 - 1  基本設計 1 ( ν ミs レー ゾヨン}

S T E 1' 8 - 2  基本設 計 11 Ｈｉｾ本段計のコマンドＩ

S T E P  9 - 1  実施 設計 1 ( 実施設計のコマンド)

S T E 1' 9 - 2  実随 設計 rr ( 図而作成の手順)

S T E l' I 0 - 1  C A Dマネー ジャ ( ハー ドウエアー の メンテナ y ス)

S T E P I I - l  設 計事 務所目 O A 化

S T E 1' 1 2 ー l 総合学習 ( 組物の設計)

ステ ップ学習 では C A Dを使 ったことのある

人は興味のある講座を取ることができます。

C A Dをf史ったことのない人は S T E P 1 - 1

から受講します 。

受講テ キストは平均70ページほどです。

内容は C A Dを使う手順で書かれています 。

受講テキストは会社の C A D教育にも使えます 。

4 月より開校致します。

l別校 irltl i (. 定点( 4 月)

日 月 火 水 木 金 .:1'  

S  T  E I1' l  S  T  E I 1' 2  

5  6  

l  2  3  4  

7  

S  T  E I P 3  S  T  E 11' 

12  13  

8  9  10 11 

14 

S  T  E I P 2  S  T  E I P  3  

19  20  

15  16 17 18  

21  

S  T  E I P 1  S  T  EI 1' 2  

26 27  

22 23 24 25 

28 29 30  

日年 IUJ押l

1  ｐ ， ｾｉｉｉｉ 目 10: 00- 11 :  15( 体 惣 15叶)

2 日年 1111日 11 : 30- 12 : 45  

昼 食 12: 45- 13: 45

3 時 1111日 13: 45- 15: 00( 休 偲 15分)

4  ｐＮｾ ＱｬＱｬ目 Ｑ ＵＺ 15 - 16 :30 

CAD教材

f 8 T & :  P - l  J n  . .  -・ 3

Ｑ ・ｾ ，-

U宝旦.!!!!...___j ・・""・・ 皿“ '

外壁・外壁目地を作る

これから作図する修分

W 園 間E I  ①[ 書き 込みレイヤ . ' } 向いア制] をヒ ヲト.

②凸カ ソルで Ｎ ｾ込みこみレイヤをヒ マ ト ｉｾ ボタ ン Ｑ Ｎ

⑧ 3 0，- ! ! と入力.

｀凸 カ ー ソルで ザ プメ二五 Ｍ＾Ｇー ト外をヒ ヲ ト Ｑｾ ＧＢ タ ンｽ

固

書季語みレイヤー伊P

グ7←フ嘗号

(111分図の後示] を附いてlett されている画面を表示し ます .

喜L

|区| ‘

由

U

"

円
刈

-18も

テキス卜の一部

費用は l S T E P 3万円です 。S T E Pによ っては 5 万円もあります 。

母 椋式会社 Ｂｾ 大阪支社
干550 大阪市西区南堀江一丁目 11- 21 栗建ビル別館 8 F

T EL.  ＰＶＭＵＴＱＭＴＱＹＸＨ イｾＩ F A X  06- 541- 5320 

担当: 近藤 (詳 しくは上記までお問い合せ下さい。)
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迷 路

レ ジ ャ ー 施 設 の 巨 大 迷 路 を 様 々 に 造 り 変 え 、 そ の つ ど 、 十 数 人 の 被 験 者 が一 人 ず つ ゴ ー ル め が け て 歩 き

回 る 実 験 を 繰 り 返 し た 。 探 索 中 に ト ラ ン シ ー パ で 心 境 を 逐 次 報 告 す る 。 行 き 止 ま り や 、 一 度 通 過 し た こ

と の あ る 場 所 に 出 た り 、 ゴ ー ル か ら 遠 ざ か る に つ れ て 、 歩 行 方 針 に 従っ て 引 き 返 し た り 、 前 進 し た り す

ると同時に、歩行方針も変更する 。 歩 行 方 針 は 右 か ら 迂 回 し よ う と か 直 進 し よ う 等 と い う 類 の も の で あ

る。 こ の よ う な 歩 行 者 の 心 理 状 態 と 出 力 行 動 と 迷 路 か ら の 環 境 情 報 の 入 力 と の 相 互 変 化 を モ デ ル 化 す る 。

モ デ ル に も と づ い て 画 面 上 の 迷 路 平 面 内 を モ デ ル の 歩 行 者 が ゴ ー ル め が け て 歩 く コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ

レーションを行った結果、実験結果の歩行ノ マターンの大半をシミュレーションで再現でき、モテソレの妥

当性が検証された 。 空 間 認 知 の 研 究 の一 つである 。

近 代 兵 器 が 登 場 す る ま で は 、 迷 路 研 究 は 歩 兵 の た め の 軍 事 研 究 で あ った。 い か に 迷 路 を 克 服 す る か で あ

った。 しかし今は、いかに迷路を楽しむかである 。 町全体が迷路の、ベネチアのような中世の町では、

千 変 万 化 の 風 景 の 、 予 期 せ ぬ 移 り 変 わ り に 身 を ゆ だ ね て 人 々 は 散 策 を 楽 し む。 ま た 茶 室 の 露 地 の 折 れ 曲

が り の よ う に 、 迷 路 は 日 常 世 界 か ら 、 芸 術 や 宗 教 や 遊 び の 非 日 常 世 界 へ 人 々 を 導 く た め の 空 間 で も あ る 。

遊 び の 勧 め

( S .O )  

最 近 は 消 費 者 の ニ ー ズ が 多 様 化 し て 、 好 み のパ ターンがわからなくな ったと 言 われる 。従来のように、

値 段 が 適 当 で あ る と か 、 技 術 や 機 能 が 優 れ て い る と い っ た こ と の み で は 消 費 者 に 受 け 入 れ ら れ な く な っ

ている 。 デ ザ イ ン が 良 い と か 、 感 じ が 良 い 、 雰 囲 気 が 気 に 入 った と い う 各 人 の 感 性 が 選 択 の 基 準 に な っ

ている 。 人 聞 の 五 感 の う ち 特 に 触 ・味 ・日臭党の三感が重視されだしたのである 。 現 実 の 問 題 と し て 、 感 じ

のよい通りや、 雰 囲 気 の 良 い 庖 に は 人 が 集 ま り 、 デ ザ イ ン が 良 〈 イ メ ー ジ の 良 い 品 物 は よ く 売 れ る の で

ある 。

建 築 と い う 物 造 り を 業 と し て い る 者 に と って も 、 当 然 の こ と と し て 、 求 め ら れ る も の に 応 え ら れ る だ け

の 感 性 が 要 求 さ れ る こ と と な る 。 勤 勉 を 美 徳 と し 、 技 術 と 機 能 を 優 先 さ せ て き た 世 代 に は 、 頭 の 切 替 え

は、厳しくつらい試練て‘ はあるが、快感性を養う' という大義名分ができたことであり、三感の1函養のた

め 大 い に 遊 び 、 心 に ゆ と り を 持 て る よ う に 心 掛 け る べ き で は な か ろ う か。本 業 を 離 れ て 、 全 〈 関 係 の な

いと

体 験 を し て み る こ と や 、 自 づ か ら に 謀 す る こ と の な い 遊 び を 見 つ け て 、 体 力 の 許 す 限 り 徹 底 的 に 遊 ん で

み る こ と も 必 要 で は な か ろ う か。 ( 1  .  K )  

建 築 家 の責 任

建 築 家 は 個 人 の 人 格 に 依 存 す る 職 能 意 識 を 基 本 と す る が 故 に 、 そ の 建 築 を そ の よ う な テ ザ イ ン で そ の 場

所 に 創 造 し た こ と に 対 す る 無 l恨の責任を、個人の全人格に負うものである 。建 築 家 が 集 団 を つ く り 業 務

を 執 行 す る と き 問 題 と な る の が 、 集 団 と し て の 責 任 と 個 人 の 責 任 と の 関 係 を ど の よ う に 使 い 分 け る べ き

か と い う 点 で あ る 。一 般 的 に 柴 田 が 法 人 組 織 で あ る 場 合 の 責 任 は 有 限 で あ る が 、 法 人 の 責 任 は 商 法 、 民

法 上 で の 責 任 に 限 定 さ れ 、 建 築 設 計 の 職 能 上 の 責 任 は 個 人 に 帰 せ ら れ る と す る の が 通 説 で あ る 。

ところで、第 3 者 が 建 築 家 の 個 人 的 責 任 を 問 う の は 容 易 で は な い。 そ の 建 築 が 誰 に よ っ て 設 計 さ れ た の

かを知ることが先ず難しい上、法人名まで、は分っても担当者の名前が分らないこともある 。建 物 に 設 計

者 の サ イ ン が あ る こ と は 珍 し い し 、 新 築 の 計 画 が 新 聞 に 発 表 さ れ る 場 合 は 建 築 主 の 名 前 を 記 載 し で も 設

計 者 の 名 前 が 出 る こ と は 滅 多 に な い か ら で あ る 。 か ね が ね 一 般 誌 に 建 築 家 の 氏 名 が 紹 介 き れ な い 理 由 を

知 り た い と 思 っ て い る が 未 だ に 確 答 を 得 て い な い 。 ま さ か 責 任 を 追 及 さ れ る と は 気 の 毒 だ と の 親 心 で 伏

せ て あ る わ け で は な い と 思 う の だ が。 ( A . N)

偏 差 値 教 育

最 近 、 特 に 情 報 に 注 目 さ れ だ し て き た 。 この度の湾岸戦争はその典型であろう 。情 報 を 制 す る 者 は 世 界

を征するとい って も 過言 ではあるまい 。 SI S ( 情 報 戦 略 シ ス テ ム ) を 導 入 し よ う と す る 企 業 は 多 い 。 大 学

受 験 生 を 持 つ 親 と し て 体 験 し た こ と だ が 、 こ の 受 験 界 で は 早 く か ら SI S と も い え る 情 報 シ ス テ ム を 導 入

している 。在 校 時 の 成 績 や 塾主催 の 模 擬 試 験 の 成 績 か ら 偏 差 値 を 割 り 出 し 、 合 格 可 能 な 学 校 と 学 部 を 教

えてくれる 。実 に 説 得 性 の あ る シ ス テ ム で あ り 、 受 験 結 果 は ほ ぼ 予 測 に 的 中 し て し ま う 。 しかし、大学

側 が 与 え る 教 育 の 内 容 の 情 報 は 全 く お 粗 末 で あ り 、 学 部 聞 の 教 育 内 容 の 差 ま で は 明 確 に し て い な い 。文

系 の 法 、 経 、 商 学 部 の 差 は 受 験 生 に は 区 別 が つ か な く 、 ど こ へ 入 れ る か だ け が 問 題 で あ る 。理 系 で も 学

校 毎 の 特 色 や 教 室 の 研 究 分 野 が 何 な の か 等 の 情 報 が ほ と ん ど 提 供 さ れ て い な い 。 あの先生がいるから、

あ の 講 議 を 聴 き た い か ら こ の 学 科 を 目 指 す の だ な ん て 考 え る こ と は で き な い 。 そ ん な 学 生 を 教 育 す る 学

校 側 も 大 変 で あ ろ う が 、 卒 業 生 を 受 け 入 れ る 企 業 側 も 当 惑 し て い る の は 当 然 だ ろ う 。教育" 7 " 7 による偏

差 値 で 学 校 を 選 ぴ 、 ノ ン ポ リ 勉 強 で 難 し い 科 目 を 避 け 、 親 の い う と お り の 「よ ら ば 大 樹 の か げ 」 の 就 職

企 業 選 ぴ 、 自 己 中 心 の 生 活。 こ れ で は 次 代 の イ ン フ ラ を 誰 に 託 す の か 、 親 の 取 り 越 し 苦 労 な ら い い が。

( M. O)  
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ザ・ニュー・モダンズ

この 1' ::jJ c . ' I ビルのテーマは協灰の二重約チであり、

それは多Ａ併の Ｑ ＡＱ Ｎｾ Ｎｴ上ツ ｾ ｈ ｜ｪ を自重と 地 ￭ＮＮ｟ ＧＮｩ ｬ こ抗して文え

るとともに、内，"; 11に秩序を与え、 外に多 J( ，'I' /}<H¥j を支持

することを物語るものである。二重約 f- の交点は 4

本の位と水平ブ‘ レースとなって、このK: Iけj 二がかつて

凡なかったほど開放的てードラマチックな脚フじスペー

スを ｻ制 米する 。 情 ｩｩ Ａｩ 的 なものとし、うより｟￮｝￭ｾ jj'[とノ'j( -' V'の

ー ヰ ｪｾ ｾ ｊＡｩｪ をそなえた ｾｉｉｉ 象 的 な絡 ｦ ーであるように必 Ｇ［ Ｑ χ ｼ

されたので、 Tf! 必を役した濃灰のアルミ板で縦われ

ることになった。1"、1f Jll JのJ j( 平絡-f-( 立件JNを示し、 外fJll J

の三}(01こ‘ との弔 l立総 f- は構造上の必然にもとづく

ものとしても、スケールの点で(l l; Jl i に呼出し柿l仰の

ような大きさをもっポルテイコやJ氏自11のノ可ーゴラとも|刈

係づけられてL 喝。さらに二重絡 f の内に栴 fーの Ij i

ぷjさをHち似るように111，線がデザインモチーフとして

投入され、エントランスホールの1 ｾ大な ＱＢ｜ り Ｑ Ｂ げられ

たi;Ajjll ，万‘ ラス峨や}j ) o}-t 状のノ Tイプボ )1' . など全 I: ¥j に

緊仮! 惑を与える r: 犬がされてしる。ここではマチエ

ー ルの選択には 引 に ｩ ￬ Ｚ ＮＮＧｾＺ が ｈ 、われ 、 出版の ＢＧＺＺＧ ＧＱＱ Ｚ

終 j七の内に峨々な止を発する' })5ぷがちりばめられ

るようアルミの.f 'I' .'I H'1や大型石なとが ii ぷ涼<J[ )( り

合わせされてしる。光もまた重史! なテーマであるとAg-

え件々のマチエールがドラマチックに見えるよう刊二

lJ IJ な!! 日lりJi去がのf究された。アートの作欣さも二 屯栴

f- (こJ[)( り込むべき史ぷだとの観点から、フランク ・ス

テラの快活なレリーフがロビーの小心をftflj り、この，辿

物 のオ ー プ ニ ンクーを ｉ ｬ ｾ 念したフランク ・ ステラ凶まで

がギャラリーて。|片lかれていっそうの色と、りを添えるこ

ととなった。ステラはピカ、ノEω以J，、 f後灸のキユヒ町ス、ムをi追ι2ボlドと

するモ夕、ンア一トr芥4の li←i l侃}尺正l:のひとりてで、¥、;命十し〈もこのk池l色:  

築の一 屯十栴行 f- とむし、寸う純粋なJ打州州11山" 考象象4ι什げ'1'性|ドJ

ることになつたのは l而而，' ，いL 、、。モダニズムにおけるJ羽州州11山" 象

↑十刊性'1午1:を|リ川l呼」与- して、析たな地平をIJf Jくとし、う}，'，i，、で、この，辿

築はザ.・ニュー・モダンズとH子ばれるものとなると与え

ている。

れJl1' f 見 )'11比/胤品位。没
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大阪東京海上ヒ、ルデ、イング ・T OKI O MA RINE  PLA Z A  

- 建築デザイ ン 押野見邦英 ・宮前行成

- インテリアデザイン 風間龍太郎 ・丹藤 翠

- ディテール
森 谷 功

- 構造計画 播 繁 ・ 村 松 清 一 ・石鎚貴志

- 設備計画 口野虞喜 ・二村敏隆 ・藤 木 勉

- ランドスケ ー プデザイン 上 野 卓 ニ ・ 三 木 正

- サインデザイン 渡辺清和・杉山里加子

- 施工 五十嵐久也・大野善則・渡辺展光・森田博信

T H E  N E W  MO D E R N S  aust er e I r ame c ompo s it i on.  A s  a  ..bij oux  

On e  01 t he desi gn l eat ures 01 thi s bui l di ng is wi t hin a  dar k-gr ey abstrac t  gri d，an  extr a  care 

t he l ayeri ng 01 dark-gr ey gri ds .  T he  9円ds wa s  t aken t he sel ect i on 01 mater ials  especi a卜

cont ai n  t he st ruct ural  member s  01 t he Iy t he rel l ect i ve el ement s  s uc h as  ext ruded 

bui ldi ng w hi c h gi ve or der  to  t he large c olu- al umi num panel s and mar bl e lor t he entr ance 

mn- I r ee int eri or s pace.  T he vert i cal  element  l obby ar ea.  Ext ensi ve st udi es wer e carri ed 

01 t he gri d is c ompos ed 01 lour  col u mns  c on- out  in t he l ighti ng  01 t he i nter ior s pace and 

net ed by hor i zont al  br aces w hic h  enables  an v ari ous vari ous  l i ghti ng met hods  to enhanc e 

open， dr amat i c space at t he l oot  01 t he thei r  dr amati c l eel i ng  wer e inc orporat ed  

buil di ng.  A s  t he g ri ds are  c oncei ved as  an A s  w e  l elt t hat  an unrest rained energ y  01 an  

abstract  e削 st enc e w hic h gi ves order to  the  in- art w ork w oul d al so hel p t o enhanc e t he 

teri or s pace， t hey are  c lad in dar k-gr ey dr ama 01 the  s pace， a  bri ght l y col ored 

al umi num panel s whos e  t ext ure  and detai l s al umi num rel iel  by  Fr ank  Stel l a wa s  pl aced 

are i nt ended to conceal  t heir st ructur al rol e， o n t he w all 01 t he l obby ， al ong t he c entr al 

neut ralize  thei r .. materi alit y .. and  t hus ex press axi s 01 t he bui l di ng.  For  t he openi ng 01  t he 

t heir abst ract  qual i t y .  bui l di ng， a  Fr ank St el la exhi bi t i on  wa s  held in  

Eac h l acade is  c ompos ed 01 t wo  l ayers 01  t he gal lery space on t he g round  I l oor ， addi ng 

gri ds.  T he  i nner grid ex presses each 01  t he mo re  c olor to t he at mos pher e.  Frank  Stel l a 

Il oor s  whi c h ma k e  up t he bui ldi ng， and t he is one 01 t he great  mo dern arti sts wh o  c on-

out er  gri d  rel ates t o t he cont ext  at the  urban t i nues t o expl ore  Cubi s m w hic h began w ith 

scale  as  e x e mplili ed by t he large ， br i dge-like  Pi cas s o and  it is an i nt erest i ng coi nci dence 

s pace 01 t he  port i co and.t he  expos ed I r ame t hat  hi s  exhi bi t i on is  hel d in t he bui l di ng 

expr essed at t he t op 01  the  bui l di ng.  Cur - w hi c h a ls o st ri ves to  expr ess t he Mo d erni st 

vili near  desi gn element s  suc h as  t he c urvi ng ， tradi t i on 01 abst ract i on.  T he  t er m .. t he Ne w 

g lass scr een sus pended Iro m t he cei l i ng or Mo derns.  seem appropri ate l or  t he bui l di ng 

t he cei l i ng c ompos ed 01 radiat i ng pi pes are in- as  it rel lect s t he archi tect 's  endeavor  to 

t r oduced int o  t he gri d st ruct ure to add t en- reconsi der  t he i ssue 01 abst ract i on in Moder-

si on  to the  w hat ma y  ot herw ise be a  rat her  ni s m and t o t ake it t o a  new  di mensi on 



建築デザイン

開 発 コ ン セ プ ト と 建 築 デ ザ イ ン

OBP開発の計画理念を都市づくりのレベルから、建物づくりに発

展させることを目的にして、建築協定と総合設計制度の積極的な活

用が建築の設計者に与えられていた。我々の計画の基本コンセプト

とな った 「波灰の二重格子」は、 「公園の中のビジネス街づくり 」と

いうこの街の開発理念に対して、良好な都市環境をっくり出して行

こうとする 表明でもある 。格子状の外観形態が、都市に新鮮でドラ

マチ ック な風景 を生み出し、濃灰色の色調が、都市環境に力強い緊

張感を与えた。建築協定で求められていた建物形態 (高さ・形態 ・

色彩の調整) についての配慮、である 。組み柱によ って 3 層分の高さ

まで吹抜けとした高層棟の足元廻りには、開放的な大空間が生まれ

て公共的な都市環境の形成に役立つこととな った。歩行者が日常利

用できる 一階用途の環境づくりと中央広場との一体感を計るテザイ

ン上の配慮と 言っ て良い。 さらに、敷地西側につくられたサンクン

ガーデンは、充分な空地の孫保とその一体的な利用の 2 点を同時に

満たした。 スーパーブロ ックとしての機能を強化する上で、隣地の

将来計画に対して拡張する仕組が盛り込まれ、各敷地と連帯しで快

適な広場をっくり出して行く契機を持たらした。OBPの整備が完了

すれば、ここに出来上る広場はノ マークアベニ ューの方向に延びて、

京橋と大阪城公園を結 ｬｾＧ 歩行者のネ ッ トワークと結ばれ、商業施設

の充実とともに賑いの空間となるだろう 。

一方、文化施設等の確保については、 「オフィスは 美 しくドラマチ

ックであるべきだり との意図から、小規模で、はあるがアートギャラ

リーが実現した。文化活動を積極的に支援しようとする企業姿勢は

今後その必要性が益々増え、企業文化をつくり出す上では、欠かせ

ない条件となるに違いない。アートのある環境によ って人々に楽し

みが与えられ、建築の空間に潤いと刺激が持たらされることによ っ

てオフィス環境の向上にも役立つものと考える 。

OB P北ブロ ック街区図 1  :  2400 



景 観 ・ 外 観 ・ 立 体 格 子

この建物の外観は、 「二重の立体格子」によ って空間構成の仕組み

を率直に表現すると同時に、格子の持つ存在を抽象化することで、

特徴的な表情をっく り出すことがで きたと考えて いる 。計画の当初j

から建物の外観が都市景観に及ぼす影響を充分に研究するこ とに よ

って 、我々は 3 つの異なる 景観レベルを意識 して外観デザイ ンを進

めた。

群としての景観

都市のスカイラインが形成される第 l のレベルで、 OBP全体の建

物の中にあ って、格子のスケール感を 出す こと よりも、建物全体の

プ ロポー ションや、 外皮としての印象や仕組みが美 しい シルエ ッ ト

をつくり出すことに主眼が置かれてデザインされた。 コーナ一部の

組み柱に見られる透し彫りの効果や、頂部の特徴的なシルエ ッ トは、

建物を遠望するこのレベルで最も顕著に現われる 。

...-・丹ー- _
ー ｾ Ｎ

s・---， ，ー

ー
ー

中景 としての外観

東側 景 観

南西か勺望む

西側外観

南側外観

建 物 頂 部

ポルテイコの柱

街区の中へ歩みを進めて建物個有の表情が伝わ って来る 中長とし

ての外観レ ベル。 ここでは格子の仕組みが明解に 表現されているこ

とと同時に、街区のスケールに合ったリズムが強調 されることを考

えた。 3 層侮に外部に露出された飛び梁と、組み柱の列で形成され

たリズムによ って、最先端の工業製品が持つ清楚て、落ち着きのある

表情がっく りtl: l された。同時に透 明! 惑が最も 高陽するレベルでもあ

る。

近景 としての部分

ポルテイコの独立柱や、組み柱頂音[1の飛び梁は、空間の領域を明

示する 要素として 、記号的意味 を持 っている 。抽象化 された存在に

仕 立てることによ って、より 一層その意味が強調されるよう、外装

材とし ての部材 の関係や、表而のテクスチェアーが注意深〈テザ イ

ンされた。同時に部分としての見え方にも着目し、人間的スケール

のティテールが取り入れられた。



ギャラリーとともに、機々な利用展開が期待される 。

中央広場の一部ともなるように計画されたサ ンクンガーデ ンは、

「公園の中のビジネス街」 にふさわしい開かれた焔設を提供するこ

とを意図している 。 ビジネスランチのサー ビスだけでなく、週末や

休日、アフターファイブにも賑いのある街とするために設けられた。

オフィスゾーンは、 13階から上を東京海上が自社使用し、残りの

階がテナント フロア ー として活用 された 。エレベー ターのバ ンキン

グもこの収容計画に連動し、 13- 151; 皆が釆継階として 設定されている 。

高層棟最上階は、ペントハウスとしてのフロアポジシ ョン を最大

限坐かして、ラウンジと社員 クラブが計画された 。 この施設も東京

海上の自用施設であり、低層棟の各階施設と同機、効率的な施設運

用計画が求められ、企業としてのラウ ンジ機能について利用する 「人」

のニーズを、その利用 |時間帯別に分析し施設プ ログラムが組み立て

施 設 計 画 プ ロ グ ラ ム

27階建ての高層キ束をメイ ンに、北側読売テレビとの狭間に配置さ

れた 3 階建ての低層棟、 さらに敷地西側中央広場に接して設けられ

た地下 1 階のサ ンクンカーデ ン、これら 3 つの要素によ って施設構

成の概PI晶がまとめられた 。

高層4東は 4 階以」二をオフ ィスエリアとすることによ ってノ f フリ y

クエリアとの明『前な分離を行い、オフィスにと って必要とされるセ

キュ リティー の的=保と機能分化が吉|られている 。 その結果 3 階まで

をl次抜いて構成 されたエントラ ンスホ ールは、低層棟の各フロア ー

と一体的に使えるノ マブ リックエリアとな った。

低! 習棟は 3 層の各フロア ー とも東京海上の自用スペースであるが

パブリ ックな機能をもっ施設を収容し、在館テナントや、来館者に

も利用 で きるようなオ ペ レー シ ョンの方式が検討されて、多用途化

が計 られている 。1 1滑に計画された T Mロビーは、オフィスの新らし

いタイ プのレセ プ シ ョン機能を追求した施設であり、併設のアート

1  
T Mオフィス

フロア ー

られた 。

T Mラウン ジ

27 F 社員ク ラブ

- ペント ハウスとしての 差別化

・他フロア ーと一線を引 く非日常化

・工グゼクティブとゲス トのステイ タスフ ロアー

・ビジ ネスア ワーの有効利用

- 眺望を確保した役員ゾーン

テナント

フロアー

パブリツタ

エリア

- オフィスア メニティ の分散化

・厚生 ゾー ンの集中化

- プラ イベー卜ロビ ーを確保する緩衝空間

・エン トランスホ ールとの連結空間

k

F

 

- マルチニ ーズに答える多機能性

・ハイアメニティ ー とフルセルフサ ービ ス

・フー ドコ 卜とクイ y クランチ

- 会議 ・研修 ・交歓の機能を満す

コンフアレンス j レ ム

・レストタイムのノ〈 ツファ ーティ ーラ ウンジ

- 開 放 感 と 上 昇 感
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i ( J  

喫茶ラウ ンジ ・大会議室 :1 I  I  

: アト リウム エ ントランスホ ール

T Mロビー ギャ ラリ ーil i  し J  

)  

カフェテリア

- レセプシヨン機能 の

T Mロビ ー

・マルチユー スのア 卜

ギャラリ ー
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一アクゼクエ

• 
サンクンガーデン ・広場

×  
高 層 棟

車 寄 せ

×  
低 層 棟



建 物 足 元 廻 り の 計 画

3 層吹抜きのエントランスホール

天井高き 1l . 7m
o

3 層l次抜きのエントランスホールは、開放的な

効果をつくり出した。湾曲したガラススク リーンを 外部 との連続感

を強調するために、アイレベルから方立を排除した設計とな ってい

る。光の輝きをモチーフとした天井と 壁面は、アルミ素材を多用し、

この素材の持つ 表 情を最大限引き出すデザインが施された 。 ｊｦｾ 壁に

用いられたイタリ一度の緑色大理石 ( ヴェルデ ・サン ・デニス) は

落ち着いたインテリアをつくり 出 して、この建物のテーマカラーの

1 っともな っている 。 ホール中央部に出現したへゴヤシと池の 「装

置」は、空調設備に組み込まれた香り 「装置」と 一緒に 、外部環境

との連続感を強調する道具となった。

ヴオールト天井のエレベーターホール

ヴ、オールト天井と間接照明をテー? として各階のエレベーターホ

ア ト リ ウ ム

E  Vホ ール

エントランスホー J レ

エレベータホール

ヱントランスホール

サンタンガーデン

アトリウム

ールがデザインされている ｉｾ Ｚｊで、 l 階もやはりイ11
1びやかに湾曲 した

ヴオールト天井と、認をイメージしたアルミの間接照明によ ってテ

ザインされた。エ ン トランスホールの腹壁に nJ いた緑色の大理石が

エレベーターホールの壁にも廻り込み、アトリウム側へと連続させ

て、空間の視覚的一体化が計られている 。釆り場の扉に施された繊

細な鋭商エ ッチ ンクのパタ ーンがエレベーターのカゴ内にも用いら

れ、虚像のっく り出すホロニ ックな効果が、狭い移動空間に而白さ

を与えている 。

緩衝空間としてのアトリウム

高層棟と低層棟をつなぐ緩衝空間としての機能をも ったこの小さ

なアトリウムは、 111皆奥のT Mロビーにプライベート空間らしい落ち

着きを与え、問|時に低層棟 2 階、 3 階のパブ リックな施設をライブ

に一体化する効果を持 っている 。 トップライトからの自然採光によ

っても全体的に務ちついた空間とな っている 。



基 準 階 の 平 面 計 画

片側コア配置 とした 基準階平聞は、五1421的なスラブタイ プの特徴

をもち、使いやすいオ フィス空間がっくり 1:1:¥された。

大きな採光窓の事務スペース

ｾＡ民柱大空間によ っ てっくり出 さ れたワ ン ル ー ム Ｑ ， ＳＴＵ ＱＱＱ Ｇ (405坪)

の事務 スペー スには、片1H1J コアプランの持つ利点が生か され、南側IJ

に広がる大阪城公園の良好な外部環境が充分に取り入れ られた。21

m X  10. 8mの大スパンを もっこの建物の架繊シ ステムが、 事務 スペ

ースにかつてない大 きな関口音JIをもたらし、開放的なオ フィス環境

が実現した。 オフィスの 多様性を考慮し大部屋の事務 スペー スは 6

つのゾーン に分割し、絵、↑Hl J に装備 されたW T Aシス テムとともに個別

分散化 された環境制御を計画した。O A化に対応で きるヘビ ーテ‘ ュー

ティ ー ゾーン はコア 1R1J に沿 ったエリ アを 想、定し、この部分の床荷重

を500kg/ l11'に設定している 。

機械室のないコアプラン

コア↑Hl J の組み柱に閤まれた外部の スペースには屋外機を設置し、コ

ア内の共用廊下の天井内に 屋 内機を収納することでイ ンテ リア側の

空調システムを術築し、 加 えてペ リメー タ- 1H1J にW T Aのシステムを

採用す ることによ って基準階から 空調機械室を 一掃した。 これによ

って コアプラン の単純化と、高いレ ンタブール比のf改保が実現してい

る。

自 然 彩 光

0 - 0 -

2.7 mグリ ッ ドモジュールの採用

従来の3. 2モジ ュールが建物のハー ドウ ェアーによ って持たらされ

たものであることに対し、この建物では、 O A化のフレキシビ リティ

ーの向上と、人間環境を 重視し 2. 7mモジ ュールが採用された。さら

に天井高 さを 2. 7m とすることによ って、 2. 7mのキ ュー ブユニ ッ ト

がオ フィス空間を構成する環境単位とされた。 これに対応してアイ

ラン ドタイプの小型照明器具が開発され、すべての天井設備がこれ

に組み込まれて徹底したシステム化が計られた。

明解なコアプランと防災計画

防災計画の基本は明解な避難動線の{ 確保にある 。 日常勤線と避難

!ff}J 線が一致することによ ってさらにその安全性が増すことは 言 うま

でもない。 リニアーに計画されたコア内動線は防災計画上のこれら

基本を 完全に満たすものとな っていて、片側 コアの持つメ リッ トで

ある自然採光が取り入れられて、心理的にも 一層の安全が4確保され

た。事務室への入口は、前室化 されたアルコ ーブを設けることによ

って玄関としてのしつらいと同時に、安全区画とのク y シ ョンスペ

ースとしても有効に機能している 。

基準階の色彩計画

オフィ スフロアーの色彩計画は白を基調とし、コア内の通路に面

してワ ンポイ ン トカラ ー としてイタ リアング リー ンが採用された。

共用廊下 を移動する H寺に、無意識のうちに リフレ y シュされる効果

を期待した計画である 。事務室は様々な色の什器、似i品が持ち込ま

れること を想定し、壁而と天井面は白でまとめ、床は彩度をお さえ

た枯れ草色の緑とチャコ ールグレ ーのタイルカ ーぺ y 卜によるパタ

ーン 貼りが採用 された。

0 - 0 -
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オフィスプランニング

良好なオフィス空間が与えられていても、そこに計画されるオフ

ィス プランが適正でなければ、 最適なオフィス環境は実現しない。

オフィス環境に限らず快適な空間を目指すためには、 「快適」と 一般

に呼ばれている 言葉の中に潜んでいる 2 面性を配慮しなければなら

ない。一方ではプレザンス としての快適性で、 主に建物設備による

人工環境の獲備によ って持たらされるものである 。 そして他方はコ

ンブオートとしての快適性で、人間の精神面における快適性を意味

する 。 この快適性を実現するために、今回のオフィスプラ ンニング

において環境演出のための 3 つのキ ー ワー ドと 、プランニングを進

めるに当 つての 6 つのキ ーワー ドが抽出され、空間の活性化とリビ

ング化が計られることとな った。同時にオフィ スはもとより 業務遂

行の場でもあり、その効率化 と円滑化が計られなければならない。

オフィスをサポートする機能の適正な配置と、情報の活性化とネ ッ

トワ ー ク化 を実現する ミー ティング機能の適正な配置は、 業務パ タ

ー ンが明らかにされてはじめて可能となる 。東京海上の;場合、概ね

4 つの基本パター ンに分類され、オフィスゾーニングに生かされる

こととな った。当初窓、側接客 のスタイルを提案しているが、業務パ

ター ンとのす り合せに問題があ って見送られた。代 って集中接客の

スペースをなる べく 窓側まで延ばす配慮と 、社内 ミーテ イングのス

ペースを窓側uに設ける方針が採用された。

2，000種以上の帳菜類を持ち、 1 人当り 10mに達するフ ァイルメー

ター量のある東京海上にと ってフ ァイリングスペースの計画が重要

な課題とな った。増設可能なスライテo イングキ ャビネ ッ トをコア側

壁面に設置し集中ファ リングの方式がとられ、頻繁に使われる書類

だけを手元に収納する方針とした。

T Mオフィス・プランニング・ステージ

Sl ll. ge 1  Stage  2  Stage  3  Stage  4  

パー チカルプラノニング ラテラJ レプランニ μ グ レイアウト J ごーソナルレイアウト

1." ーチカルーゾーニング I 各フロアのゾーニング l オフィス ーレイアウト l 部長エ ' 17

2 各フロア向機能エリア町 2 各フロアの間仕切位置 2 骨セ 7 ンヨン的要望的ili 2 謀長エ ' 17

設定 3 各フロア的傾能的見直し とし込み 3 エグゼタティプエリア

. 1イルス t - :，.ョンの動障 3 析しい機能への対応 ( セクレタリ ー)

b.  Il. .  i曲(l-t;;.，ステム

c  b.OAへ同対応 ・様単 ft

C. イJ テ'1ジェント t t 応

4. pロ7-' -'171' ザイノ橿i!>ft

. . 7 シーン ーエ ' 17

b. ，ーテイノグ・エ ' 17

機 能性 的 確 認( プ ラ グ マ テ ィ γ ク)

- パ ー チ カ ル ゾ ー ニ ン グ → 将 来 的 な 地 nを 含 め た キ ャ パ ン テ ィ ー の 雌 詑

・ ラ Ｗ レイアウト→ 機能上 Ｈ プラグ＿テイ ｾ 7 ) の 必袈 最低 条 件 の 拾 い 出 し

ブ レ ザ ン ト ネ ス

Ｈ ｾｗＺ ｉ＠ . 照 明)

ピ ル 設 備 に て ク リ ア ー

環 続( 見 る ・住 む ・働 < )  

快適 一一一寸

コン 7 才一ト

環 境凶 出 の キ ー ワ ー ド

① メディ 7 化

② リ ビ ノ グ化

③ ト ラ ノ ジ エ ン ト リ ゾ ー ト

( 空白と効率)

十 プ ラ ン ニ ン グ ト

プ ラ ン ニ ン グ キ ー ワ ー ド

- スレ y シ ュ ホ ー J レド ・ヒ リン グ ・7 ラ イ テ リ ア

・ノマブテ ィ ク ス ・オ ノレターナティプ リエ ゾン

等 の キ ー ワ ー ド に て 環 境 演 出 向 キ ー ワ ー ド を プ ラ ン ニ ン グ& デ ザ イ ン

基準階オフィスレイアウトプラン 1/ 500 



インテリアデザイン

I NT E R I OR  D E S I D N  

オ フ ィ ス の シ テ ィ リ ゾ ー ト 化

コンセプト

現在のオフィスビルは、インテリジェントビルと呼ばれ、 O A機穏

やコンビューターなどによる、ハードなイメージが先行している 。

はたして、オフィスで働く私たちにと って、本当に 必要とされて

いるのは何なのか、もう 一度 「人」 を中心に置いて考え直そうと試

みた。

日本経済はグローパルな通信ネ ッ トワークによ って、株式、為替

市場は一刻の猶予も許さず企業の意思判断 を必要としている 。今や

24時間眠らない企業の体制は、必要不可欠なものである 。 そうした

状況の中で、オフィス環境は、イ ンテリジェ ン トビルのハイテ ック

な機能性をハードとして持たなければならない。その一方で、オフ

ィス滞在時間は益々増大し、感性を尊重した快適な生活空間である

ことも重要でR ある 。T OKI O MARI NE  PL AZ Aは、後者をとくに意

識して、シティ リゾート、という 言葉をキーワードにデザイ ンを行

った。

オフィスのハイアメニティ

私たちの目指したオフィスは仕事の場であるばかりではない。仲

間とコミュニケーションをとり、食事をし、様々な情報を取り入れ

て自己を鷹〈場である 。又、 l時には社員クラブでお酒を飲んだり、

フィ ッ トネスで、運動不足の解消をすることもできる 。つまり、生活

していく上で起こり得る、様々なシーンを演出できるような、 ドラ

7 チ y クな さをrJl で・ある 。

情・ 美・憩・交

最新の情報ネ ッ トワークを持つ事。人の感性に働きかける美しい

インテリアやアートワークを取り入れること 。 リラクゼーショ ンが

はかれること 。社内はもちろん、対社会的にもコミ ュニケーシ ョン

を 大 切 に す る こ と 。表題の四文字が表すこの四点が、 T OKI O

MARI NE  PL AZ Aにつけられたコンセプトである 。

27F TOKI O MARI NE  PLAZA LOUNGE コンセプ卜 図

27F ラウンジの24笥 間 「一情 ロ カル& インターナンヨナ J レな情報交換発信.

!  ト 美ー カルチャ 発信基地・

ハイプリ y ド&インテリジェント トー想一 高級なホテルタイプの応援.

リビング | 骨

」 交 社員相互ゲストとの交流。



T Mプラザラウンジの24時 間

朝~昼~夜のラウンジの役割

T Mプラザラウ ンジは、最上階である 27階に位置する。27階には他

に、ギャラリー、コンフ ァレンスルーム、社員 クラブ、会議室、そ

してそれらのサー ビスのための厨房が設けられている 。 ここはエ グ

セザクティブのための接客空間であると共に、社内外の交流スペース、

又、 会議のための役割も兼ね備えており、多目的な機能 を持ちなが

ら、且つ、高品質な環境 となっている 。

デザイ ン上考慮した のは、ト ップラウ ンジとし て、OB P界限のみ

ならず、遠くは生協j 山系や、難波を望む眺望の良 さをイ ンテリアに

生かし、 リラックス出来るリビ ング感覚の空間にすること である 。

そして、朝のエ グゼ クティ ブのプレ y クファー ス トミーテ イング、

昼のゲストとのラ ンチ ョンプ レゼ ンテーショ ン、夜には夜景を楽し

みながら、社員クラブで社員同志のコミュニケーション。 と、様々

なシーン を演出 でき るよ うに仕立ててある 。

形としては、外観の硬質で直線的なデザイ ンと対比させる意味で、

大 きな曲面を創るガラ スのス クリー ンが中央に ある。 これは、 一空

間で、 500m' を越すラウンジのヴォ リューム感 を損なわずに 、大 き

な流れるような空間を感 じさ せたいがための工夫である 。 ビル全体

の、固い格子のイメ ージ のなかに 、そのような柔らかいイ ンテリ ア

が内包されている様は、そ の対比が明快なだけに、訪れる人々に、

強いインノマクトを与えるようである 。

光の演出

柔 らかいイ ンテリ アイメ ージ を右IJ るために、ライテ イングにも 気

を使 った。間接光、タ ッチライト、ピ ンスポ y ト、ア ッパー ライト、

フロアスタ ン ド、そ の全てに調光を掛け、系列 を変えることによ っ

て、 多様なシチ ュエー ション が、創りだせるよ うに計画し ている 。

特に、日が落ちてから、カラスクリーンに当たる光は、両国に施

したエ ッチング を透して床面に木洩れ自のようなパ ターンを浮かび

あがらせ、ラウ ンジに陰影ある表情を与えている 。

2 7 F  P L A N  

27F ラウン ジ

オフ ィスス ベ ース

I F エン トランス ロビー

27F ラウンジ ( 畳)

27F ラウン ジ( 夜 )

他 殺 の 中 の ア '1 ｊ ｾ ー ラ イト

床 貨 のBGM用スピー カ -

27F ヰ土員クラフ



カ フ ェ テ リ ア か ら の メ ッ セ ー ジ

グルメ化に対応する快適性、高級化

T Mプラザ内には社有の施設として前述のラウンジの他にも 二つ

の飲食杢聞がある 。 主に社員食堂として利用される 3 F のカフェテ

リアと 2 F の喫茶ラウンジ 。 どちらも従来の社員食堂のイメージを

完全に抜け出して、一つの独立したレストラン、及び、カフェパー

としてデザインした 。睡眠時間を除けば一日の半分を、ビル内で過

ごす社員にと って、カフェテリアは、執務スペースとは切り離され

た、休息の場である 。又、巷に美味しい物や、素敵なレストランが溢れ

る中で、社員食堂といえども、空腹を満たす機能だけでは、充分で、はない。

3  F のカフェテリアは、このビルの中では、他と異なるデザイン

テイストを持たせた。 オレン ジ、グ リー ン、 ピンク等、色 を多用し 、

家具もビーチや、篠などの、自然素材のものを選択した。 ダイニン

グにはポスターを飾り 、天井には鏡を貼って、賑わいや華やかさを

演出した。 カフェテリアレーンのサインも、カラフルなイラストに

した。 白熱灯の照明も、顔や、食べ物の表情を、生き生きと見せる 。

全て、仕事から離れてリフレ ッシュするためのデザインである 。

2  F の喫茶ラウンジは、外来者や若手社員が利用でき るカフェパ

ーである 。 モ ノク ロームでまとめたデザイ ンの要所には、白黒写真

の額を飾り、ステンレスの硬質な輝きて引き締め、シ ックな空間と

なっている 。

オベレーション計画と、利用の形

3  F のプランは、中央入口から左右対象にレーンと吹き抜けに面

したテラス席、? e : 側両端にダイニングとなっている 。 レー ンには、

カードリーダーを組み込み、支払いはプリペイドカードによって行

われる 。 テラス席は、クイ ックランチ用のカウンタ一席と、ティー

タイム用のテープル席。 ダイニングは、一方を、スライテイングウ

オールで間仕切れる様にして、パーティー対応が可能であり、実際に

かなりの頻度で利用されている 。空間を、複数の目的に使う工夫は、

面積の限られたビ j レ内では非常に 重要である 。

左 2F P L A N  

下 3F P L A N 
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オフィスとアー卜

カルチャ一発信地としての企業の役割

ミケランジエ ロやダピ ンチの時代、芸術文化のパトロンは、王侯

貧族であり、教会であった。現代日本てアートのパ トロンとなり、

文化活動の拠点となる経済力を持 っているのは企業である 。経済大

固と呼は、れ、日本人がオークションで大金をばらまいてくるのは衆

知の事実だが、それはアートを文化としてではなく、リスクの少な

い投資の対象としてしか見ていない人々のする事である 。本当に、

新しい文化を育て、情報発信を すれは¥現代の情報社会では、何億

円の印象画より、何千万の広告 'PJ より効果的に企業イメージをア y

プさ せることができるであろっ 。今回、東京海上は、 1 F に地域に

聞かれたギ ャラ リーとロビーを設け、若いモダンアー テイストの作

品を十数点購入し、自社フロアの要所に飾 って いる 。今後もその様

な先見の明と、進取の気鋭を持った企業が次々とでてくることを大

いに期待したい。

アートワークとインテリアのバ ランス

アートワークはむろん企業の経済効果ばかりをねらって置かれる

わけではない。 それが在ることによ って、精神的なゆとりが生まれ、

気分が リフレッシュ する効果は重要である 。高層の オフィス ビルは、

建物の性格上、一般的には画一化、無幾化の傾向にある 。 そうした

中で、彩 りとしてのアー トが求められているの である。

T Mプラザは そのパフー リック 部分においては建築自体がアートであ

る。足元廻りの空閣のボ リュームや素材感は、それだけで十分に美

しい。 しかし、空間がヒ ューマ ンス ケールになるオフィス階では、

その場の性格に即した、和やかな、落ち着いた、場合によっては、

緊迫した、様々なイメージのアー トワークがピタ リとはまって効果

を上げるのである。

フランク・ステラ展

前述のT Mプラザl Fギャラ リーに於いて、完成記念の柿落と しと

して N. Yのモダンアーテイスト、フランク ・ステラの展覧会が開催さ

れた。彼のアルミダイキャスト製のレ リー フは、マンハ ッタンのI BM

ビルでも見られる ように 、建築と、街との接点で人々に 色彩と形態

の美をアピール している 。彼の作品を 1 F ロビ ーの顔と して、そ の

効果と 話題性を、より高め、物語を完結させるために、 27F ギャラ

リーにも彼のシルクスクリーンプ リントを配している 。展覧会の開

催は、建築空間が、街に働き掛けている N. Yのアーパニズムに対す

る、 OB P、T Mプラ ザのメタファ である 。

3 F カフェテリア

2  F 喫茶ラウンン

I  F T Mロビー

27F コ ンフ ァレンスルーム

27F 社員クラブ

27F ギャラリー

I F ギャラリー



イ ン テ リ ア エ レ メ ン ツ と し て の 家 具 、 照 明 具

デザイナーズファニチャー

高層ビルとしては、非常に洗練されたテザインのT Mプラザ。家具

類も、その美意識を共通の基盤として選定された。結果的にイタリ

アンモダンファニチャーが王とな ったが、これは各々のデザイン性、

機能性、快適性が、この建築の 中に於いて、最も相応しいと忠われ

た為である 。家具選定に当た っては、ほとんど全てを笑|僚に見て、

座 っ て 、 ｦｾｧＡ っ て 、施 主 、 設青 ｼ 者共に十分 納得した上で決 定 した 。 又、

カタロク商 品であ っても 、工場に 11¥向 き、張地はイメ ージ通りに上

が っ たか、不都合がｾＡ｜ｉｩいかのチェ ッ クを行 っ た 。 その結果 、空 ＯＧｭ に

適合した、高品質の家具類を多数納入することが出来た。

建築に呼応したオリジナルファニチャー

建築とインテ リ アを 、切り肉Ａｾす 司 王の出 来 ない、 表裏一 体として 考

えると、 一品生産の建築に ' < "1 チさせる為には、必然的に既成の物

では対応出米ないところも 出てくる 。 そこで、オ リジナル家具のil ，l]

作を行な った。 テ" ィテールや素材! 惑を建築と縫合 させる為に、共通

テ、ィテールを作 り、材料 や 主 往来 ｼ にも気を配 っ た 。 色は、ｾＡ｜ｾ彩色とク

リ ーンをｾ訓とし 、 表 面強度 の有る 、 ｵｶ 塗装もと り入れた 。 Ｈ写真 Ｗ

テーブル) カウンタ一、テーブルの II'-t反形状は、図の様に爽型に拍Ij え、材

厚がそれぞれ巽な っても 、経い ンヤープな 印象は、 変わらないように調

整 した。音11材のジ ョイン ト部や裂 iUl J も、手に触れて不快な凹凸は、

極力ｾ Ａ｜ｦ［ くした 。「 同ツ ラ 小 さく目 地 合わせ 。」 これは、 内 装設百 一 Ｑ ＮＱＱ 寺の

現場での合言葉である 。f!! J ち、j未壁天升、 主I!;具、臼上げ、全て の取

り合い音11は、こ の合言葉通りに、同一面で、見え掛かりは小さく、

ジョイント音11は細目地で施工された。逃げが少なく、粁j 度の要求さ

れる仕事だが、 T Mプラザ全体に流れる 設計者の意図を 、施工、制作

の側は、良〈理解し笑現させてくれた 。

l  ペ ラノダ V マジエストレソティ

2 サノ パン P デ マ ルティー ニ

3 ス タ ル ク チ ェア P スタル ク

4 .  K O  押 野 見 邦 英

5 マレノコ M マレ/ コ

6.  K OC  押 野 見 邦 英

7 ピy コラテノタテオ ネ M ヘリ ニ

キメラ { 照明 ) V マ y ヱストレ y ティ

8  畳付カウ ノター

写真⑥カウンター

甲 板 形 状 デ ィ テ ー J レ



インテリアのディテール

2 F 喫茶ラウンジ・カウンター

3 F カフェテリアレーン・テラ

ド ナツ型

12"'"強 化ガラス

30ロチ ヱ y 力 - J マタ ン

両面エ y チング

12珊 強化カラス

2F 喫 茶 ラ ウ ノ ジ カ ウ ノ タ ー

3  F カ フ ェ テ リ ア レ ー ノ テ ラ ス 席

27 F ラ ウ ノ ジ ス ク リ ー ン



フ ァ サ ー ド の デ ィ テ ー ル

波灰の二重格子とい った抽象的イメージを具体化するクラ ッデイ

PCプ レ ス

FL / 7>景樹脂常蛇塗装

マ

ング材としては石とかタイルなどの質感を感じさせるものは適当で

はなく、無機質なイメージのアルミ塗装板こそがふさわしいと当初

|言

より考えられた。 この建物ではシンプルな切放しのアルミ厚板にふ

っ素樹脂焼付塗装したものをできるだけ大きい寸法で使うことにした 。

大きなパネルにすると パネル表面の歪や塗装むらが目立ちやすく

なるが、それらを防止するために製造組立工程のすべてにわた って

事 務 室

モテソレをつくりながら充分な検討を行った。内側の窓まわりも W T A
D  D  m ブラインドポ

の腰とス パン ドレル部分を 一体にした 2 m x  5  mの大型のものとな っ

門

山町田

ている 。腹部分は W T Aのl汲排気口とな っていて等圧目地や等圧サ ッ

D  D  h  

ペ リ 力 パ l ii

シの給気口にも使われた。 この部分の外側をガラス張りとしたり、
高性 能撚 線

"， .d. c サ畜 " . ιz J  

ガラス 1Y 12- 15

窓部分の一昔11方立に S S G構法を用いたりして窓ガラスもより大き

〈見せて開放的な窓まわりにした。外部に露出している柱梁は各面

とも別パネルとな っていて片方を差込み式ファスナ一、もう 一方を FL 

」乙

ボールト留めとして順次取付け、最後のパネルを外部より小ねじ留

めとしている 。閉鎖断商となるので取付け後の硲認ができないので

|言

差込みファスナーに完全に差込まれないと次のパネルが取付かない

ようにしたり、ゆるみ防止にハードロ ックを用いた。止水、気密の

考え方としては外部に露出している柱梁はある程度の漏水を許容す

る止水グレード ( 1  次) にとどめ、そ れ以内の完全な止水 ( 2 次)
m ロo  

400 

が必要な窓まわりとに明械に区分した。 l 次止水は底目 地の見え隠

円

れ部分でシリコンスポンジゴムによるもので、 2 次止水は梁が外部

D  D  h  

に突出している部分に CR ゴムをワンタ ッチで取付けた。組柱内の鉄

|口
骨入りのP Cプレースは構造上必要で、あるが、外装取付ロボ ッ トの支

持台やライトア ップ照明などにも活用された。

FL 

" " V /  1111 

8  

苛，品，、
11 11 N  

ディテール

D E T A I L S  

外装窓廻りアクソノメトリ ック

D

D

F

門

口
富

基準階窓廻り短計図 1/ 60 



パ イ プ フ レ ー ム で 吊 ら れ た ガ ラ ス ク リ ー ン

4 本の組柱によ って超高層ピルの足元に類を見ないほど開放的な

エ ン トランスホールが実現した。1l .7m もある高い天井もさること

ながら パ イプでつくられた立体トラスで吊り下げた大湾曲ガラスス

クリーンやアルミパイプの天井や、 t皮型のアルミ 抑出 し材と大理石

の壁面など、光の輝きをテーマにしてこの空間はつくられている 。

超高層ビルの場合は地表階といえども 250kg/ m'の風圧は覚悟しない

ければいけないから、ガラススクリーンの耐風圧や層 IHl 変位に対す

る配慮も必要にな ってくる 。特にこのカe ラススクリーンはノマイプト

ラスにより吊り下げられているのでω最大風圧時に先端が20mmも動く

ことがコ ンビュ ーターシ ュミレーション により確認された。そのた

めに透明な方立のない高さが2.9mの部分は 19mm厚の強化yゲラスと

し、挙動に耐えられるように周囲に充分なク リアランスを微保した。

ガラスの下枠部分からは透明なガラススク リーンが結露しないよう

にホ ッ トエアーが吹出すよ 7 にな っている。また、両妻部分にはカ‘ 、

ラスボ ックスの風除室があるが、この風除室もパイプトラスより吊

り下げることでトラスの挙動により湾曲ガラススクリー ンのコーナ

一部分の動きが複雑にならないようにした。水 中照明てす照らされた

池や、ファ ッションを兼ねた日除け電動 ロールスクリー ンや波形の

アルミ 抑出 し材の壁を照らし出している天井につけられた採光器の

入 ったロケ ッ トのような照明ボ ックスや、パイプトラスの下端に埋

込まれたスポッ ト! 相、明などにより楽しいアメ ニティ空間とな ってい

る。外 まわりでは組柱をより美しく見せるために、下の二層分の梁

型をクロス状にかえたり床より盛上げて埋込まれた照明によってラ

イ トア ップされてより象徴性の高い足元まわりとなった。
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構造計画

S T R U C T U R A L  D E S I G N  

組柱による 構 造 シ ス テ ム

このビルは、 21-世紀の笠かな笠間つ‘ くりを目指して、オフィスス

ペー スのフレキシビリテ ィ を得るための ｾＡｉＮｾ 柱空間と、大胆に建物の

足元を |制放したテザインによ って、合理主義からの脱皮とアーパニ

ズムへの対応を表現したいという建築家のコンセプトに対し、構造

家としてどのような構造テ‘ サ' インで答えられるかを間われたプロジ

ェクトである 。

建築奇I-iilli は2. 7mモデユールを用い、短辺10モテe ユール、長辺31モ

デュールの矩形平而で、片側に階段、エレベータなどのコアを持っ

きわめて幾何学的で斗怖Eなフ。ランである 。建物の足元は、下層 3 層

分を炊き抜いて組オ主の列柱の述なるピロティとして開放している 。

構造計画は建物周囲にフラインクーパ ッ トレス的な幅2. 7mのオープ

ンスペースを設け、陥角音15とモテ'ュ ール 5偲に 1個の割合で、柱 4

本を短スパン (2.7m) の梁で結んだ組柱を 14本配置し、大梁とリジ

ッ トに接合したスーパーフレームとしている 。外周 の大梁は、下層

の吹き抜けのリズムを明快に表すため 3 J冒毎に設置した空中に 浮か

ぶ飛梁 ( フライングヒーム) とし、組柱のねじれ抵抗を確保するた

めに設けた X 状の平面プレースを通じて水平外力 に対して有効に働

かせている 。 ピロティの柱は、垂直のラインを強調したいというデ

ザイン意図から組柱を一体化する短ス パ ン梁を X 状の箱型断而に置

き換えている 。束ね柱の技法によ って、柱の太さの印象を打ち消し

た紺1< 、高くそびえる柱列は、古来、向上、崇高さなどの感情を呼

び起こすといわれ、ここでは新時代の高層ビルの足元に相応しい、

より開放的な空間を演出している 。



組 柱 の 力 学 的 特 性

鉛直荷重のカの流れ

床の支配面積か らは、組柱の外柱にはほとんど荷重はな く、内柱

にカが集中し、不合理なカの流れとなるように見えるが、組柱は短

スパン 梁で十分に拘束され、高層ビルでの柱の軸変形を考慮すれば、

4 本の柱軸カは、負担面積の差異にかかわらずはほ均等となる 。

設計にあたり、汎用構造解析プロ グラム ホK A NS A S" により施工

順序を考慮、した常時応力解析を行 った。 モーメント図か らわかるよ

うに、 短 スパン梁を通して内柱から外柱に鉛直荷重の力が流れ、内

外柱にほぼ均等な柱軸カが生じていることが確認されている 。

1ij 

13 

11 

10 

9  

短スパン梁の地震時応力

中低層のラ ー メン構造てー極端に短 い梁を用いると、向日性の比によ

ってその梁に応力が集中し、低い荷重 レベルで端部に降伏ヒ ンジ が

生じる 。 しかし、この高層の架橋では、水平外力によ って生じる柱

の軸変形によ って短 スパン梁には逆の応力が作用して応力集中を緩

和する 。

架憎の塑性化特性

この架構の塑性化は短スパン梁よりむしろ長ス パン梁の端部が先

行する 。 フレ ームの弾塑性復元力特性を求めるために行った静的漸

増加カ弾塑性解析によると、長スパン梁の端部にほぼ全層にわた っ

て降伏ヒ ンジ が発生し、かなり大きな荷重レベルにおいても、組柱

の短 スパン に降伏ヒ ンジ は発生しないことがわかる 。 このことは組

柱が大地震にも健全 さを保ち、十分靭性 (粘り強さ ) を持 っている

ことを示している 。

一一ー一一一一 1 F  
柱軸変形がある場合

位争曲変形が無 い場合

常時応力解析モデル 幽げモーメント図

地震時応力図
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Q = QoX l .3  。=Qo x  1. 6  Q = Q o X I 9  
4 本 の 往 が負担する鉛直力の合計値を

1/4にしたものを1 . 0として表わしている .

Qo  設計用地震1面せん断力 # 降伏ヒンジ発生箇所

柱軸力の均等化
降伏ヒン ジの発生状況



ピロティ部組柱の座屈挙動

この建物の 1 - 3 階部分はピ ロティ形式の架構とな って おり、 14

本の組柱が高さ 12. 9mにわたって独立して立上がっている 。 さらに

この部分については、組柱を構成する 4 本の柱を 一体化する役割を

持つ短スパン梁が、デザイン上の要求から平面的に 白状ではなく×

状に配置されている 。

その特殊な形態から、組柱全体のねじれ座属現象、柱断蘭検討用

の柱座屈長などを把握するため、 NA S T R ANプログラムを用いて長

期柱軸カが力日わ った状態を想定した弾性座屈解析を行な った。× 状に

配置される梁部材の断面は、 H 形断面に比べ、より大きな拘束効果

が期待できる箱形断面としている 。解析結果から次のようなことが

明らかにな った。

a  1 次、 2 次座屈モードは、通常のラーメ ンと 同様に架構方向

への並進座周モードである 。

b. 組柱全体がねじれる座屈モードは、より高次の 3 次モードと

して現われ、設計上問題とならない。

次に柱座周長については、座屈モード形から直接決定するのは困

難なので、梁を口状に配置した時 (すなわち通常のラーメ ン架構と

した時) に原架椛と同様の座屈モードを生じるような等価梁断面を

解析により決定した後、鋼構造塑性設計指針に示されている算定法

にしたがって通常ラーメンの柱材として座屈長を算定した。等価梁

断面としては、 B H-900  x  200 x  22 x  36とした場合の座周モ ー ドの合

致度が良好であ った。

... 
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ピロティ部組柱

住

B口- 5∞X50

外 位

白
B 口- 5∞X60

L 之乙同 ア 位制固定

座屈解析モデル

(図

庄司 パ"、

一率!

回特

短 辺 方向 IJ X l I  主体

並道モ ドn ｾ ｉ ねじれモ ード

園川穆コ

(梁 X 状配置、梁断面目 口一 900X600X 25 X  36)  

座屈モード( 原架精)

耐震 設 計

1) 基本方針

建物の振動性状を勘案して静的設計せん断力として、ベースシア

係 数 C 8=0.08 とする 。

設計用として 4 波を採用し、レベル 1 (入力最大速度25cm/sec，弾

性応答) 。レベル 2 (入力最大速度40cm/sec，弾塑性応答) の 2 レベル

の地震応答者解析を行ない、設計クライテ リアに j照らして安全性を

確認する 。

- 採用地震波 E L  C E NT R O NS  1940 

T A F T  E W  1952 

OS AK A  205 EW 1963 

S E NDA I  T H- 038 N S  1978 

. 設計クライテリア

レベル l 地震動に対して、部材応力が許容応力度以内、

かつ層間変形角 1/200以内

レベル 2 地震動に対して、部材の一部が塑性城に入るとしても

過度の塑性化の集中がなく、

かっ層間変形角 1/ 130以内

2)解析モデル

モデルは 、各フレームを 1本の曲げ・せん断線に澄換し、これらを

剛床仮定あるいは水平プレースを評価したリ ンクばねで述成させ

た 。 ｾｾ｛ 塑 性応答解析に用いる復元力特性は、各平岡フレームごとに

荷重増分法による静的弾塑性解析を実施し 、各層の荷重一変形曲線

リンタばね ，剛床

30踏分

X 方 向 {外 フレー ム)

( 梁口状配置、梁断面白H- 900X200 X  22 X  36)  

座屈モード( 等価架構)



をBi - Li near型あるいはTr i - Li near型に理想化した。

3) 解析結果

応答結果は ｘ 方向に大きな値がでているが、部材の ｾＡ￬￭ 性限耐力は

入力速度29cm/secてあり、レベル 2 地震時の応、答最大せん断力は保有

水平耐力よりはるかに小さい。応答最大層間変形角は、レベル l 地

震動時に 1/ 270、 レベル 2 i也震動時に 1/ 170で十分クライテリアを満

足している 。

NO 

耐震設計の流れ
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ロングスパン梁の地震時の性状

本架椛の短辺方向フレームは、 21 mという大きい スパンを含んだ

フレームとなっている 。耐震設計は、一般に行われている水平方向

の地震動による検討に加えて、上下方向地震が同時に入力した場合

について検討した。

解析モデルは、短辺方向の l フレームを取り出した平面モデルと

し、 ロングスパン梁の中間に 3 質点を設け梁振動を評価 できるよう

にした。地震入力レベルは、水平地震動25ki ne相当 (弾性解析) 及

び、40ki neキ目当 (弾塑性解析) の 2 レベルとした。

固有振動モードを見ると上下 1 次モードにあたる全体 5 次モード

では、柱の伸縮によるフレーム全体の上下動にロ ングスパン梁の梁

振動が速成している様子がかわる 。

応答解析の結果、上下方向地震動によりロ ングスパン梁に かなり

大きな曲げモーメ ン トが生じ、その傾向は上層階であるほど顕著で

あった。 しかし、 25ki ne入力レベルでは、部材は上下方向地震動に

よる応力の増加を考慮しでも許容応力度以下であ った。40kine入力

では、上下方向地良却J の影響て。ロングスパン梁の端部に早期降伏が

起こり、それにより水平復元カ特性が変化することが懸念されたが、

層せん断力一層間変位の履歴ループに見られるようにその影響は見

られなかった。 この理由は、上下方向地震動の影響により降伏ヒン

ジが発生 しでも上下方向振動の周期は短いので直ぐに際性復帰する

ためであると考えられる 。

B 次モード

T，; 0 .24 

β v ; 1. 20 

9 次モード

T，; 0 .20抄

β v ; 0 .63 

5 次モード

T，; O 34抄

s v ; 2  10  

解析モデル
固有振動モード

(011)  

(40K;ne入力、 TAFT波 15階)

膚せん断力 一層間変位の履歴ループ



耐 風 設 計

風荷重

建物の平而形状は特別な形状ではないが、建物外に露出したフレ

ームの影響 (受風間積、表面粗皮) を把握するため、風洞実験を行

った。 また、建物の振動周期( 短辺方向) は3. 95秒で、今まで建設

された同等高さの建物に 比較して長い周期とな っているので、風に

よる建物の揺れを予測し、居住性の確認を行った。

風洞実験により得られた風力係数Cy = 0.87を用い、日本建築学会

「建築物荷重指針 ・問解説」に基づいて求めた風荷重はベースシア

係数で0.073 となり、 設計用地震力の91% とな った。また、ガラスカ

ーテンウオール設計用風圧力も同時に測定されたが、通常建物の隅

角部に生じる大きな風圧力は認められなか った。 これは、外部フレ

ームによるいわゆる ホ雑木林効果。によ って風の流れが乱 され顕著

な剥離流が生じなか ったためと考えられる 。

風揺れ予測

風洞実験では、マニホールドと呼ばれる圧力平均器を用い、層ご

との変動風力を時亥1]歴で同時測定した。 6 質点に リダクシ ョンした

振動解析 モデルの各質点に、 10分間平均風速15m (再現期間 5年)

に換算した変動風力を、多点入力 して時刻歴応答解析 を行 った。 そ

の結果は 、最大加 速度一覧に示 されてい るよ うに 、上層階 (251渚)

の最大加速度は揺れを! 惑じる人もいるが、揺れによる支障は生じな

い 4Galf呈度におさま っている 。

20 

15 

10 

防火設計

本建物のように外部に露出した架鱗に対しても、通常、階数に応

じて上か ら l 、 2 、 3 時間耐火の性能が要求され、所要の耐火被覆

を施す必婆がある 。 しかし、外部架構は火災の影響がかなり 小 さく

なることから、耐火被覆厚の低減が見込まれ、以下の項目について

解析検討を行い、日本建築センター防災性能評定委員会の審査を受

けた。

a 事務室における盛期火災性状

b . 事務室25関口より外部へ噴出する火炎温度分布

c 噴出火炎の影響による 外部鉄骨の温度上昇

d . 火災時に 内柱が全取h力 を負担した; 場合の検討

以上の検討により 、外部架械に対しては熱伝導率 λ = 0. 12KcaJ/

mh"C程度の耐火被額材を 10mm鉄骨に被覆すれば火災時に安全てある

ことが判明した。 この審査を経て、上記のような耐火被額で建設大

臣より建築基準法第38条に基づく特認を得ている 。 また 、こ の部分

の施工はシリカアルミナ素材のセラミ ック系耐火被覆材 を用い、予

め鉄骨ファブ工場で l吹き付けるプレコート工法を採用している 。

風 洞 実 験 模 型

質 点高さ 1m)

118 3m 

500  10∞ 1500 20∞， 25日日層 せん断力

P  F 一一一一一一
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床振動

ロンクザス パ ン ( 21m) の 大梁 と10.8mスパン の小梁で組まれた床

構造の床振動性能を評価するため、床振動試験を行一 った。ルleister 曲

線 に よ れ ば 歩 行H寺に 21mスパ ンの大梁上 ではすべて r A J 曲線 以下

の無感領域に入 っている 。 また、スラブ中央の小梁上 では 『有感限

界』 をやや上回 っているが、日本建築学会の提案による設計基準値

である r B J 曲線に対しては下回 っており、用途が事務所であるこ

とを考えれば振動感覚として問題ないレベルとな っている 。

A  i ょうや く感ずる 」 下限値

B 日本建築学会提案による ・ : 小梁上 l

「建築物の振動障害防止に関する設計基準値」 企 : 小梁上 2

C  i よく感ずる 」 下限値 ・ : 大梁上

o  i 強〈感ずる 」
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構 造概要

t也 業 形 式 場所打コ ンクリート ぐい
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設備計画

基本コンセプト

大阪東京海上ビルデイングは、東京海上火災保険株式会社の大阪

支庖ビルとして企業イメージを代表するとともに 、西日本の拠点と

なるべく計画されたインテリジェントビルである 。 また、 一部はテ

ナントビルとしても使用されるため、設備システムは支底ビルとし

ての機能とテナン トビ/ レとしての機能の両方を同時に満足できる フ

レキシビリティーが要求される 。

設備計画はこう した 背景をふまえて、 21世紀対応のインテリジ ェ

ントビルとして将来の社会環境の変化やO A化 ( オフィス ・オートメ

ーション ) の進歩に対し、フレキシフソレに対応て与る設備システム

の構築を目指して行われた。

基 準 階 の 設 備 シ ス テ ム

インテリジェントビルに要求される機能

インテリジェント化されたオフィスビルのO A機器発熱量は一般ビ

ルに 比べて大きく、その変動幅も大きいため、オフィス内の温熱環

境に与える影響が大きくなりつつある 。近年はヒルのユーザーであ

るオフィスワーカーから各人の好みに応じた温熱環境の質とそのコ

ントロール性が要求されるようになってきている 。

また、今日我々を取り巻く社会環境は急速に変化し ており、それ

に対応し企業の組織も変貌をとげつつある 。 その結果としてオフィ

スレイアウトの変更も頻繁に行われる傾向にあり、空調ンステムも

それに容易に対応できるフレキシビリティーが要求されている 。

こうした状況のもとで、インテリジェントビルではアメニティ ー

とフレキシビリティーの二大要素を満足させる空調システムが望ま

れている 。

I NV イン バ ータ

P  圧力センサ

T HsA  吐出温度センサ

VAVパ ッケージの開発コンセプト

本V A Vパ ッケージシステムはインテリジェントビルの空調システ

ムに求められるアメニティーとフレキシビ リテ ィーを実現すべ〈、

次に述べるコンセプトに基づき開発された。

1  ) ゾーン単位で完結するシステム

熱線、空調機を細分化することによりゾーン単位で冷房/ 暖房が

自由に選択できると共に、中央熱源方式では無駄の多か った残業、

休日、 24時間運転にも容易に対応することが可能となり、快適な室

内環境の笑現につながることとなる 。 また、空調システムの細分化

により、テナント計量が容易で明確になり、テナント単位での運転

が可能となるなど、ビル管理面て、の利点も生まれる 。

2  ) 変化に容易に対応できるフレキシビ リティを持 ったシステム

間仕切およびレイアウトの変更や 、OA機器負荷の増減に対して

容易に対応できる機能として可変風量制御 ( V A  V ) を採用した 。

3  ) 省エネルギーの図れるシステム

省エネルギーはオイルシ ョッ ク以来、空調システム設計に課せら

れ続けて きた命題であるが、近年では快適性を犠牲にせずに省エネ

ルギーを実現することが求められている 。本パ ッケージではVA V制

御と VRV制御 (i令媒量制御) を採用し、搬送動力の低減を目指し

た。

4  ) 機械室のいらないシステム

最近の地価や建設費の高騰やオフィス不足を考慮すると、限られ

た空間内で少しでも多くの有効スペースを機保することはビル経営

の成否にも影響しかねない。V A Vパ ッケージの室内ユニ ッ トを天井

理込型とすることにより、基準階の空調機械室 を不要とし、レンタ

フゃル比が大きく向上し効率的なスペースの利用が可能となる 。

THRA  遭気温度センサ-

MD  モータ アン パ
室内ユニ y 卜

高性能フィ Iレタ ー

ユニ y 卜

室外ユニ y 卜

+m気チャンパ

全栴交換 ユニ y 卜

CD  チャ y キタン パ

V A V  :  V A V ユニ y 卜

応

援ｾ

一三ー- - - - - 0惨

図- 1 システム概略図



VAVパッ ケー ジの特徴

本空調システムは 図一 1 に示すように室内ユニ ッ ト、室外ユニ ッ

ト、 高性能フィルタユニッ トおよび、全熱交換器ユニッ トで構成 され

ており、次に示す特徴を備えている 。

1  ) 高品位な温熱環境の実現

室内機ファンによる風量制御およ び室外機コ ンプレ ッサーによる

冷媒量制御を行うデュア ルインバータ一方式で吹出滋度の変動l隔を

小 さく 抑 える と共に 、VAVユニ ッ トにより混度制御 を行い室内混度

の変動を少なくし、高品位な温熱環境の維持を行う 。

2  ) 冷 房 / 暖房の自動切替が可能

空調機が室内負荷に応、じ て冷房/ 1暖房を自動的に判断するので 、

中間jUlや冬期に冷房/ 1暖房モードの手動切替を行う必要がなくなり、

保守 ・管理商での省力化が図れる 。

3 )  I吹出温度補正による最小換気量の機保

低負荷時には l次出温度の補正を行い最大風量の45%を最小換気量

とし て確保し、常に室内空気を清浄に保つことができる 。

4  ) 年間冷房可能

外気温度 oOC まで冷房運転ができ、年間冷房が可能。

5  ) 省エネルギー空調

VAVとVRVの採用によ り快適な環境を実現しながらも最適制御に

より 省エネルギー空調が可能。

6  ) ビ ル管法に対応可能

高性能 フィル夕、 加湿器が組込まれるためヒ‘ ル管法対応、が可能。

7 ) 高いスペース効率

各階完結型のため機械室や冷媒管用パイプスペースが不要とな り

高いスペース効率が笑現可能。

高層 ビル用 WT Aシステム

V A Vハ y ケージ重内ユ ニ y ト

V A Vパ ッケージ室外ユニ y ト

室外ユニ y ト設置スベー ス

当建物のペ リメー ターゾーンに採用されているウ オールスルー型

ヒートポンプノマ ッケージ ( WT A シス テム) は、 当社の聞有技術であ

るが、従来のW T A は高さ 60m以下の建物を対象として開発されたも

のである 。今回の計画のように 100m級の高層ビルへの適用に当って

は、新たに高層ビル用W T A システ ムの開発を行 う必要があった。本

計画で採用したW T Aは床置隠ぺイ型であり、 図ー 2 に示すように外

壁カーテンウオールと直に接続さ れるため、耐風圧性能、水密性能、

気密、性能についてはカーテンウオールと 同等の外壁性能が要求さ れ、

それを満足すべ < WT A本体の改良に加え、パ ッキンおよびシールの

追加 ・改良が行われた。以下、本建物に採用された W T Aの外壁性能

基準について述べる 。

1  ) 耐風圧性能

10 0 m級の高層ビルの耐風圧'性能とし て、正圧379. 5kg/ 川、負圧

569. 2kg/耐とい う基準を設定 した。この基準に対して従来型W T Aで

正圧400kg/ 川、負荷650kg/ 耐 まで問題ないことが確認さ れており 、

性能的には十分満足されていた。

2  ) 水密性能

100kg/ m'の基準に対し、カーテンウオールに実機を取付けて行っ

た実験結果て" は 200kg/ m'です扇水のないことが確認された。

3  ) 気密性能

従来機種では差圧1. 0kg/ m'に対し 、漏気量が75m'/ H であ ったが、

100 m級高層ビルで、は風圧が大きく非空調時の隙間風による空調負荷

増大が心配されたが、 パッキン および シールの改良により 10m'/ H ま

で気密性能を向上させることができ、当初の性能を確保することが

できた。

高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス 厚 6

梁型パ ネル Ae

図 - 2 高層ビル周 WT A納り 詳細図



基準階オフィスの空調システム

基準階の空調システムは各階個別分散方式を採用している 。空調

ゾーンはインテ リアとぺリメー ターに 2分割し、ペ リメーター ゾー

ンにはペリメーターの温熱環境を向上させるため、機器単位で冷房 ・

暖房 ・外気冷房が可能なウ オールスルー型ヒー トポンプノ ι y ケージ

(W T Aシステム) を 2. 7mモジュ ール単イ立でペリカウンター内に設

置し、個別制御性の向上を目指した。

また、インテリアゾーンは 図- 3 に示す様に 7 台のV A Vパッ ケー

ジを 設置した。V A Vパッ ケージ 7 台のフち 1 台はエレベーターホー

ルおよび廊下等の共用部用とし、残りの 6 台は 6 ゾーンに分割され

る事務所のインテ リア用として各ゾーン毎に設置されている 。V A V

パ ッケージ l 台 ( 8 馬力) の受持面積は 130m' - 200m' であり、ノ f ッ

ケージは全てコア部分の通路天井内およびシャフ ト内に設置するこ

E ヨ 天井J! 込形V削 式ヒ トポ ンプパ y ケージ( 室内機)

匡回 天井埋込形VAV式ヒートポン プパ y ケージ( 室 外 側

圏 全然交換ユ 二 川

ｾ＠ VAVユ 二 川

とにより機械室を設けずレンタフソレ比 を高めている 。室外ユニ ッ ト

は図- 3 および図- 4 に示す様に基準階コア部の凹形にくぼんだス

ペース にグレーチング床を設けて各階設置とした。

各V A Vパ ッケージには 4 - 6 個のV A Vユニ ッ トを装備し、極力小

さなエ リアで温度制御が可能になるようにした。V A Vユニ ッ ト1 個

の受持モジュ ールは 4 モジ ュール (30 m') が標準とな っている 。

本建物では、用途変更、間仕切変更、利用時間変更、冷房容量変

更等に対して、オフィスレイアウトおよび笠調等が容易に対応、て。き

ることを考えて 2. 7m モジ ュールのシステム天井を採用し、モジ ュー

ル単位で給気、 排気、 排煙が完結するシステムとした。 また、空調

機制御はゾーン単位で、中央からの指令によらず手元からの発停が

できるようにし利便性の向上を図 っている 。

E二二コ WT A(ウ方- ) レスJ レ 形ヒー トポンプパ y ケー ジ)

口・己コ 吹出口

-・ 水冷パ y ケ ジ 用 冷 却 水配管

図- 3 基準階ダクト平面図

VAVユニ y ト

m気チャンパ

仁亘歪コ

図- 4 基準階ダクト断面図



基準階オフィスのシステム照明

基準階オフィスの照明は、今回新しくデザインし、これからの事

務所空間にふさわしい器具を開発した。これは、 2.7mキューピ ック

に対応する様に、かつオフィス空間の質的向上およびV D T作業への

配慮等を蟻り込んだ器具である 。従来OAJ レーパーを装着すると鉛直

面照度の不足から、空間全体のイメージが陰気にな りがちであ った。

今回は当初より空間としての視環境の向上を目指し、鉛直面の照度

を上げるべくパ ッ トウインク配光を採用し、均整度の向上とグレア

カッ トの両立を計った。具体的には、 F L 3 2 WX 8 灯 ( 4 列 2 段 ) の

アルミグレアレスパラパ ッフルルーパ付の様具で、約900mm角 の中

に、空調のサプライ、レターン、排煙スリ ッ ト、 スプ リンクラ 、非

常照明、煙感知1様、スピーカ等全て収納するオールインワンのシス

テム照明である 。安定時700LX とい う高照度にもかか わらず、新規

開発のルーパーの効果てω非常・に落ちつい た雰囲気を酸 し出し、従来

の応接、役員ゾーンに匹敵する空間を提供している 。

基準階オフィスのフロアシステム

イ ンテ リジェン トビルのフ ロア シス テムとして、 今 回ヘ ッダーダ

ク ト+ フ ロア ダクト+ アンダーカーペ ッ トケープル変換ボ ックスと

いう複合システムを採用している 。 これは、 1 フロア を 6 ゾーンに

分割し、各々に E PSを設置し主主類の受持エリアの: @i 性化 を笑現して

いる 。 また全E PS聞には、連絡配管を設け有機的な結合を計ってい

る。 各ゾーンのE PS毎にヘッダータクト ( 3 W A Yのセルラダ ク ト)

を設置し、ゾーンに必要な配線誌の対応をとり、 二次側には3 WA Y

のフ ロアダクト ( コンセント ・屯話用 - FC 6 X  2、OA用 - FC 8 ) を設

けることにより、分散設置されたOA機器に対応している 。また 40m'

に l ケ所の割合で 3 WA Yのア ンダーカーペ ッ トケーブル変換ボ ック

スをフロアダクト上に設け、経済性とフレキシビリティーを高めて

いる 。OA用のフロアダ ク トに採用している FC8 は取り出し口にテー

パー を設け、光ケープール苦手の対応を計 った。 またヘビーテA ユティー

ゾーンには、フリーアクセスを採用している 。

三定

暗[J 煙引草首 i甘閉J 」薗駒ド官

11' 関

陰毛

口 口 口 司

q関J門二
口 口 口 口

口 口 口 口

口 口 口 口

ート一一一

ロ 口 口 口

口 口 ロ ロ

口 口 口 口

口 口 口 口

官名

天井システム

y ス テ ム 照 明 器 具

c : コc : コc : ヨc : コc : コc : コ c : コ = ， c : コc : コ

ロ 口

ロ 口

ロ ロ

口 口

口 口

関 |

口 口 口 口 口 口 口 口

口 口 ロ 口 ロ 口 口 口

口 口 口 口 口 口 口 口

口 口 口 口 口 口 口 ロ

口 口 口 口 口 口 口 口

関 |

ロ システム照明 ( F L 32W x 4  9' J X 2 段)

E コ システム照明 ( F L 32 WX 1 9' J X 2 段)

関 関 関

111 へy ダーダクト ( t " レラダクト 3WAY )

ーー フロアタクト ( F C- 8- 1WAY  F C - 6- 2W AY )  

- アンダーカーペ y 卜変換ポッアス (3ボックス)

図- 5 基準階の照明レイアウト・フロアシステム

フロア ンステム

図- 6 机上面平均照度分布曲線 図ー 7 照明器具詳細図

宙定



ライトアップと外構照明による演出

この建物の外部照明等の基本は、 !照明器具 自身の存在感を極力抑

えることに より、被照射物への照明効果を高めることであ った。つ

まり、どこ か ら光が来て いるかをできる丈意識させな い様な投光照

明等を行 うこ とにより、被照射物の素材の質感を 出し、 表情を 与え

ることに した。 この考 え方は、 建物のライ トア ップ、外構の大刈込

みの投光j照明、樹木のライト ア ップ、エ ン トランスホールのアルミ

ウオ ールの投光照明等全てに 共通している 。 また!照明器具は、建築

の l つの要素 として一体化 される中で性能、保守等 も満足されるレ

ベルに高められて い る。建物のライトア ップに関しては、数度の実

験をく り返し 、光源の決定を行 った。特に今回はライトア ップ、外

構j照明等、石井幹子デザイン事務所のコ ンサルティ ング を受け 、質

の高い! 照明空間の作り込みを行牟った。

a エン トランス壁面照明 HQIl 50 W 3000・K x 34台

b . 外部フ ッ トライト F PL 9 W 3000・K X 162台

c マストカラムラ イ トアップ ー上階 高圧Na ランプ180 WX 86台

111皆 " 7 0 Wx  9 台

d . 外部大刈込投光照明 メタルハライ ド 40 0 Wx  16台

③部器具ディテール

図- 9 ヱントランス壁画照度分布 ( LX)

⑥ 部器具ティテール

。 部器具 ディテ J レ



インテリ ジ エントビルの基 礎 設 備

セキュリ ティーシ ステム

インテリジエ ン トビルにおけるセキュリティーは、電源系通信系

の安全性の硲保の昔日分と防犯面での部分とに大別 できる。この章で

は後者の防犯の部分について述べる 。

当建物には、防犯設備として、録sの保管システムと I TV 設備を設

自主している 。具体的には、各階 6 ゾー ンの鍵の施開錠の確認、熱線

センサーによる侵入感知を鍵のセキュリティーボ ックスを介して行

っ ている 。 又録ｾの保管信号により当該部分および共用廊下等の消灯

空調停止、E L Vの不停止階制御を行 っている 。l フロアのゾーン分け

は、自由にできる様マトリ ックス回路を設けフレキシビリティーを

高めている 。 IT Vは大きく分けて出入口系、駐車場系、 外構系等に

分けられており全体では48台のカメラと 11台のモニタ - T V を設置し

ている 。 これらのモニタ ーは自動センサ一、防犯センサ一等で強制

割込みを行い、管理の省力化を行 っている 。

O A機器発熱処理

インテリジ ェン トビルのO A機総の導入計画は非常に流動的でトある

ため、その発熱をどの程度見込めばよいかを判断することは極めて

難しい。計画i時に発熱を大きめに見ておくことは、従来の機器では

省エネルギという点で不利 であ ったが、本V A Vノι y ケージはV A V制

御、 V R V制御の導入により発熱の多いゾーンと発熱の少ないゾーン

の両方とも温熱環境を満足しつつ省エネルギを図ることが可能で、あ

る。当計画のイ ンテ リアゾーンの空調負荷を 表ー 1 に示す。O A負荷

がこれ以上要求される場合は、コア部分に設けられた冷却水設備を

利用し、局所空調方式にてO A機器発熱処理を行う 。

基準階空調負荷

音日 イ立 インテリア

床 面 951m'  

(1) 照 日月 負 荷 335 kcal/ h  .  m'  

(2) 人 体 負 荷
5  11 

E員

室
(3) コ ン セ ン ト 負 荷 5  11 

内

熱
(4) 0  A  負 荷 37 11 

負

荷

(5) 伝 熱 負 荷 6  11 

計 94 11 

i替

(6) 人 体 負 荷
6  

熱
11 

外 気 負 桁 20 11 

{¥ 、
計 125 11 

'  

I ! . . 日

l  ライトア ップ全 体 写真

z  @ 部写真

3  ③ 部外部投光照明写真

4  防虫セン タ

図- 1 日セキュリテ ィーブロ ック図

電気 錠

ITV 

力メラ

非 常 ス

ピーカ



ランドスケープデザイン

L A N D S C A P E  D E S I C N  

外部空間の考え方

基本的な考え方の JMI となる大阪ビジネスパーク全体機想に基つ‘ き

ながら計画が進められた。地区協定では、

1  ) 各、施設群の連帯感ある快適な広場の創 出。

2  ) 施設の開放性と公共性の実現を 計 る。

3  ) 協定緑地の権保。

等の取り決めがあり個々の項目について計画された 。

建築計画的アプローチ

遊園計画を進める上で楼灰色 の二重格子のファサードが強烈な 印

象として 、当初から伝わってきた。造園計画では建築の特徴を取り

入れたデザインコンセプトをつくり 、各エリアの設計を展開した。

1  ) 建築をより強〈表現するための提案 。

緑化計四においても機能的美しさと個性的美しさを表現する 。

2  ) 建築志向的な発想で外部空間を考える 。

幾何学的な美しさを表現することによ って建築の外部空間イメー

ジを内部まで反映させ視覚的な統一を計る 。



造園計画

iE而玄関のプラザはサ ンク ンガーデンを前面に配置 し開放的で・賑

いのあ る庖命li 群を取り囲んで公共性の高 い広場を雌保 した。地上部

分 のペーブ メン トは、 黒色花関岩の整形貼り とし、サ ンクン ガーデ

ンは、明るい色調の花筒岩によ るパターン 貼 りとした。

1  ) エン トランスホ ール南1ll1J の植栽は、デザイ ンコンセプ トが最も

表現でき た箇所であ り、低木剣に よって広 〈刈り込まれた梢栽エ

リアと、量感のあ るニ レケヤキによ る並木状槌裁が玄関とし ての

雰囲気 を盛 り上げて いる。

2  ) 建物廻り の植栽 としては、玉竜で夜われたエ リア内にヤマモ ミ

ジ、ノムラ モミ ジなどを配し人工的なイメ ージの 中に、自然 を感

じさ せ る植栽デザイ ンと した 。

高きの区分 摘 要

大 高 木

H  :  10 m以上

の 樹 木

H  7 m以上

;窃 木

の 樹 木

中 木

H  4 m以 上

の 樹 木

{詰; 木

H  :1. 5 m以上

の 樹 木

地 被 組 物

AI キン 〆 ソゲ刈込み

日 | へデラ

C I シラ カン H = 4 m  

I タマリ ュウ

D  

モ ミジ ｈ ｾ Ｔ Ｍ Ｖｭ＠

特 性

景 観 の ラ ン ド7 ー ク

- 量 感 の あ る 他 殺

- 自然的裁量見をつ くる

- 公 共 性 と i企m:感 の あ

る 植 栽

- 四 季 感 の あ る 緑景 観

( 紅 葉 が 美 し い )

. tii 色i l &エ リ ア の ポ イン

ト 植 栽

- 幾 何 学 的 な 美 し さ

.  j幾 能 的 な 美 しき

ー個 性 的 で 表 貌 力 の あ

る 美 し さ

- 清潔 感 の i漂うカ バ ー

7 .ラン ツ

チ ョウゲ、ヒイ ラギナ ンテン 他民

E I  

+直、 7 ス ノキ H = 5 - 7 nl 

ドウ ダン Y ソジ、ヒイラギモクセイ

F I  

の大メ1I込み

c l ジン チ ョウゲ、 ヒイラギナ ンテ ン、 y

ャ リン" イ

H I クス ノキ、 ヤマ モモ H = 4 - 7 m 

1  I ケキ・キ H = 7 m 

タマリ ュウ

モ ミジ ｈ ｾ Ｔ ＭＶ ｭ＠

K  I  :..- ラカ シ H = 4 m  

L. I ニレケヤキ ｈｾ Ａｏ Ｍ Ｑ Ｒ ｭ＠

樹 11ft 数 量

ニ レケ ヤ キ 6 本

ク スノ キ 8 本

ヤ マ モ モ 2 本

ヤ マ モ ミジ 2 本

ヤ マ モ モ Z 本

ノム ラ モ ミジ 5 本

ヤ 7 モ ミジ 10本

シ ラ カ シ 59本

ドウ ダ ン y ' y ジ

ヒイラギモクセイ

ジ ンチ ョウ ゲ

シャ リン ，<イ

10. 4 43株

サ ツ キ ツ ツ ジ

キ ン メソウ， f也

タマリ ュ ウ

ヘ デ ラ

19 ，073株

A  

A  

建物全景

南側植栽

東側正面、ケヤ キ並木

サンクンガーデン地下部介

サンクン ガーデン広場

南側ニレケヤキ並木



サインデザイン

S I ONA OE  D E S I ON 

デザインコンセプト

力強い男性的な架構、外観とエレガントな局面ガラスの対比、と

いう建築のデザインコンセプトと同様 、サ インテザイン計画におい

ても 、こ の キーワード対比をコ ンセプト とし、オフ ィス ビルに おけ

る多様な機能性を、シンプルに、しかもアメニテ ィー溢れる魅力的

なサイン展開として行なった 。

デザインキーワード

、ー ド面 < 形態、 モ ジュール、色彩、書体、材質、フレキシブル、

安全、 コスト、スケジュール>

ソフト面 < シンプル 、アメニティー、機能的、エレカンス、時代

性 、ヒ ューマン、クレード感>

使用書体

欧文・数字 MOD A R N  N O.20 

ABCDE F GHI J K L MNOP  

QR S T UV WX Y Z  

1234567890 

和文 大 蘭明朝 ( U M - D)

大阪東京 ( J j おさかとうさょう

ゴナ DB

大阪東京おおさかとうきょう

素材

ステンレスプラスト 仕上げ + 鏡面仕上げ

ステ ンレス塗装仕上げ ( シルパーマ ッ ト) + シル ク印刷 ( ダークグレー )

色彩

モ ノトーン ( シルノ〈一 、ダーク グレー ) + ビビ γ トカラー ( ブルー、 レ

ッ ド、イエロー )

名 称

自官 名 サ イ ン E  V ホ ー ル 階 数 サ イ ン

ｾ＠ 開 空 I也 サ イ ン f也 下 庖 舗 サ イ ン

商 業 用 庖 舗 サ イ ン ( 大 ) 階 段 室 階 数 サ イ ン

商 業 用 庖 舗 サ イ ン ( 小 ) 室 名 サ イ ン ( トイレピ ク ト)

商業用広舗サイ ン (パネル面はめ込み) テ ナ ン ト 室 名 サ イ ン

緊 急 車 両 入 場 ロ サ イ ン 室 名 サ イ ン A ( パフリ ック)

総 合 案 内 サ イ ン 室 名 サ イ ン B ( パ ックヤード )

オ フ ィ ス フ ロ ア ー 案 内 サ イ ン 駐 車 場 N 0 サ イ ン

E  V 前 避 難 経 路 図 非常用 E V ホール階数サイ ン

E  V ホ ー ル 誘 導 サ イ ン 3  F  食 堂 サ イ /  



館名サイン

高，雇用庖舗サイ J

パーキングサイン

E Vホ ー ル 階 数 サ イ ン +

E V; j ; ール誘導サイン

3 F 宜堂サイン

総合案内サイン



施 工

C O N S T R U T I O N  

はじめに

当ビルは、 OB P (26ha) で一番大きな街区である北ブロ ック (5 .6

ha) に四番目に建設された。同ブロックには、発注者の異なるビル

の建設があと 三件予定されている 。

OB Pでは、全体計画の約8 5 %の建設が終ろうとしており、インテ

リジェントビル群の中で整然と建設工事 を行うために、建設生産シ

ステム、特に最重要課題であった外装工事について、開発を行い、

成果をあげることが出来た。 このためには、仮設工事、鉄骨工事、

外装工事 を一体のものとして、計画、生産、現場施工のシステムを

検討したが、設計施工工事の一つのメリ ッ トである計画段階からの

施工法の開発、その後の綿密なキャ ッチボールにより、同規模ビル

の 2 倍に達する外装面積 (52 ，000m') の施工を、品質確保を最優先

させながら、工期 ・コスト ・安全にわた ってそれらの困難性を克服

した。

地下工事 では、 OB Pの軟弱な地層に敷地一杯の総地下 3 階( 約GL

- 16 m )  を施工するという難工事に対し、全社的な取組により問題

解決をはか った。これには社内の蓄積された 彪大な固有技術が展開さ

れたが、難工事になればなるほど固有技術が精彩を放つ ということ

が、今回も実証された 。

テレビ局である読売テレビと、国際通信のKDDとの聞の敷地で隣

接ビルに悪影響を与えず、さらに OB P内の車、人のアクセスに配慮

しながら工事は完成した。

1 . 地下躯体形状の改善

1)  堀消IJ 深さを可能なかぎり浅くするため、大スパ ンのR C梁にア

ンボンドを採用して階高を低くした。

2)  高層部は基礎梁3. 0mの二重ピ ッ トであるが、周辺部は l. Om

のマ ッ トスラブ構造で堀削深さを浅くし山留壁の変形を防いだ。

2  . 耐火被覆 プレコート工法の採用

外部に露出した 柱 ・梁型の現場での被覆工事は、足場、被覆材

の飛散、雨の影響による剥離など技術上の難点があり、又工期微保

のためからも鉄骨工場での先行施工とし品質の向上、省力化、工期

の短和白を図 った。

3  . カーテンウオールのユニ ッ ト化

現場作業を省力化 し、品質確保を図るため、工場でのプレハブ化

を行 った。

4 . 柱 ・梁型化粧パネルの取付方法及生産方式の改善

特殊な差込み式ファスナーを採用し、ディティール、生産方式の

改善 を通じて作業性、安全性向上及び取付精度、工期の確保に努め

た。

全 景

5  . 大壁面へのハニカムパネルの採用

北面は出入りのない大きな壁面となり、平滑性、強度、軽量化、

等圧化を確保するため、海外調達による米国製アルミハニカムサン

ドイ ツチノ マネルを採用した。

6 . 等圧空間保持の工夫

メンテフリ ーの考え方からカーテンウオール、ハニカムパネルは

オープン ジョイン トとし、柱・梁型ノ マネルはシールジョイントを採

用したが、使い分け、区分、取合音11に工夫をこらした。

7  . 外装取付ロボ ッ トの開発

重 さ850kgのユニ ッ ト化されたカーテンウオール、 150kgの柱 ・梁

型パネルを、安全に能率良〈取りつけるため、 l. 0 t 吊り のクレーン

を搭載した 二段式の外装取付ロボ ッ トを開発し、併せてフロアーク

レー ン、ユニ ッ ト台車等数々の機械の開発も行 った。



仮設計画と工程計画

非常に短い工期の中で、敷地い っぱいの大規模な地下工事と、通

常の建物の 2倍の面積を有する特殊な外装工事を造り込むため、地

下工事に於いてアイランド工法を採用して工期短縮を図 った。

この工法の場合地下周辺部に相当量の土砂を残しており、高層部

の鉄骨建方、外装工事、 内装工事の最盛期 にこれらの地下工事を例

行して進めるため、上下作業とならない配置計画と仮設計画、資料

の搬出入計画及び揚重計画は非常に重要なポイ ン トであ った。

1. 揚重計画

鉄骨建方用としてタワークレーン (J C C400H) を 2 基設置した。

又高層 リフトを 1台設置して外装材、 内装及び設備材料の揚重を行

ない、作業員用に入荷エレベーターを 1 台設置した。

地下部分の躯体、仕上材料の揚重は移動式抑圧クレーンを計画し

た。

2. 構台計画

鉄骨建方と坊l削工事等の地下工事を併行して行うため、南北に堀

削面積に近い大きな橋台を計画し 、中央音11を接続した。

3  . 地下工事工程計画

アイランド工法によ って、高層部工事の着手を早め工期短縮を図

った。又地下部分の膨大な躯体工事を分割地工することにより、作

業員の 山ならしを行ない効率化 を図 った。

4  . 地上工事工程計画

カーテンウオールをユニ ッ ト化 したが、外装取イ寸ロボッ トにて能

率よく取付け、 2 台のタワークレーンは鉄骨工事専用として工期の

短縮を図り、屋上防水工事の早期施工によ って、内装工事施工の効

率化及び品質向上をめ t:' した。

仮設計画図・平面図

仮設計画図・断面図

<l 



地 下 工 事

1. 地盤の傾斜と山留め壁

地層は上町 台地 の後背地に沿い傾斜しているが、ボーリ ングデー

タから深さを求め、止水壁を合理的に設置した。敷地内 において概

ね 8 mのイ頃幸+であった。

2  . 抗工事

支持層G L-38mに直杭63本、拡底杭93本をアースド リル工法で施工

した。殊に高層部は主に 26本の拡底杭で支えられてお り、 4 本の組

柱を 2 本の拡底杭 ( 直音114>2.4 m、: tJ_t底音114>4.0m) で受け持ってい

る。拡底音11が大口経のためリバース工法を伴用した 。

3  . 軟弱地盤に於けるアイランドの形状

法面安定解析により 30度の勾配としたが、来聞は地盤の深層改良

によって 38度の勾配とした。

4. 斜め切梁の架設と解体

地盤が軟弱であるため、斜切梁を短期間に架設する分割施工とし

たため、常時 山留工事と堀削工事が併行作業とな った。殊に 4 隅で

は複雑な架構とな り、 解体時も難渋した。

5  . 掘削土の搬出

敷地内面において、 13. 7- 15. 6mの塀削 となり、搬出土量は多大

であった。 しかしアイランド工法を採用することで、堀削 は30次以

上に分割され搬出車鯛の台数は少なくな り、 周辺地区への影響も最

少|恨となった。

6  . 地中障害物の工事への影響

旧工場跡の基礎杭が多数残存し、 山留め壁、造成杭、堀削の各作

業に常に支障となり、工期に大きな影響を当えた。殊に杭孔内の水

は軟弱地擦をさらに弱め改良しながらの坊! 向IJ とな った。

7  . 地下R C工事 と作業員確保

地下の躯体は コンクリート量が24 ，7001がと型枠、鉄筋工事も多量

であったが、アイラン ド工法による分割施工が可能であったことか

ら、作業量の平準化 がなされる結果となった。型枠大工は最盛期 で

も40人程度であった。

1  F L  

高 層 棟 低 層 棟



鉄 骨 工事

鉄骨工事においては、建方精度の確保及び溶接品質の確保が、最

も重要な課題であ った。

建方精度が、プラスマイナス 20
m

/
m

以内でなければ、外装の化粧パ

ネル及びカーテンウオールが取りつけられない。 しかも架械が、 4

本の鉄骨ボ ックス柱 を束ねたマストカラムであり、建方後の建直 し

には、限界がある 。

そのため工場製作段階て・の精度確保と、建方時のレベル調整に検

討を重ねた。

1. 工場製作

( 基準節)

4 本の柱を 2 本っーっ下図のように仮組みを重ねて行ない、 4 本柱

の精度を確保した。完成後の寸法検査も仮組みの状態で行な った。

(  2節)

ロ
日 二 二こここ : 巴

L二:ごE二:: M

仮 組 I @I目

i 二三亡ここ:g

イ反車!Il 2 回目

2 節は、基準節と異なり、梁がプレース状、かつボックス梁のた

め、原設計での梁部分での現場接合では、上向 き溶接が生じ、品質

に不安があるため、 l フロアごとの水平部分の接合とした。

そのため工場製作では、 1 節分の柱を製作し、それを 3分割l した

後に 、立体組立治具により製作を行なった。

x  ｾ…＠

2  . 現場施工

( 鉄骨柱レベル調撃)

地下工事法面部骨

地下工事全最

基準節柱、製品仮 組検 査

第 2 節鉄骨柱 梁 組 立

鉄骨のレベル調整の方法としては、 n節のデーターを n + 2 - 3

節の製品長さに反映して柱長さを調整する方法が一般的であるが、

この方法では、誤差が累積し、 7 ストカラムの建方に影響するおそ

れがある 。 そのため、本工事では、 n 節j のデータを 次節に反映させ

るため、スプライスプレ ー トの片側の孔明けと、裏当て材の取付け

を、データが出た後に行ない、毎釘i で柱長さを調整した。

( 溶接)

今回の架構では 、耐謀壁がなく、 7 ストカラムの溶接の品質確保

が最も重要であ ったので、肉厚60
m

/
m

と50
m

/
m

の柱溶接については、

肉厚の% の溶接が終了した段階でUT を行ない、合格を確認の後に残

りの溶接を行ない、そこ で再度UT にて確認した 。

なお、溶接歪による建方精度への悪影響を最少限にするため、 1  

本の柱について、対商溶接させることは無論のこと、建物全体とし

ても、常に対称位置でj容接を行なうようにした。

以上の結果、建方精度は、全て20
m

/
m

以内におさまり、かつ、 iJII J定

ポイントの8 5 %が10
m

1m以内におさまった。



耐 火 被覆 プ レ コ ー ト 工 法

外部の柱、梁の耐火被複は、従来の方法では、飛散防止、間対策

安全面に問題があり、現場で足場を組んで施工することができない。

そのため、室内の大梁を除いて 、鉄骨工場であらかじめ吹付けを

行なうプレコート方式を初めて採用した。

工場施工とするために、材料としてセラタイカを採用した。 これ

は、右表のように水酸化アルミニウムを 主体としたもので、鉄骨と

の付着性に優れ、雨に強〈、最も薄い耐火被覆材である 。

さらに当工事では、 7 ストカラムの外部架構について、総合防火

設計法を踏まえて特別認定を受け、耐火30分に見合う l Om/mのj享きと

なっている 。

しかしこの材料でもプレコートは未経験のため、施工に先立 って

杉並々な実験を行な った。その中で運搬H寺、主I ! 方 l時に生じるたわみに

追従できることが雌認され、実際の施工でも、 ぶつけられたりした

時に、わずかなカケが出るくらいで、問題はなか った。

鉄骨工場で製品検査の完了した部材に対して、スト ックヤードに

て、セラタイカを l吹き付け、養生期間を i置いた後、現場へ括性入し、

建方を行な った。この時、継ぎ手音11及びc wファス ナ一昔11 は養生して

l吹き残し、建方完 了後、現場にてコテ主主り施工した 。

セラタイカ 2号成 分表

王 成 分 成分比率( %)

水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 3  5  

炭 酸 カ /レ :ノ ウ J.，. 3  0  

ポ / レ ト ラ ン ド セ メ ン ト 2  0  

軽 量
A円Z  

材 ( ヒル石他) 1  0  

珪 酸 i:a 粉 末 3  

カe

フ ス 繊 維 1  

i昆 手口 斉リ 1  

15 、 1  0  0  

骨 力日

↓  
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↓  
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外 装 工事

外装面積は、硝子函を入れた C W部分が、 22 ，OOOm'、柱 ・梁部分

が、 26，OOOmヘ 北面外壁が4，OOOm'、合計52，OOOm'あり延床面積に対

しての外装比率は、一般オフィスビルに比べて、約 2倍となる 。

外装工事は、約 6 ヶ月で施工する必要があり、工事内容から見て

非常に厳しい。

又、今回はじめて、 WT A空調 システムを、超高層ヒ、ルに採用する

に当り、気密性を向上させるため、外壁と空調機との一体化を更に

図る必要があ った。

1 . 施工方針

国内及ぴ海外においても、施工例の無い外装工事を進めるに当り

従来の現場組み立て取付作業では、予定工期内に完成させることは

非常に困難である 。

そこで、現場での作業は、工場で製作された製品を取り付けるだ

けという概念に立ち、建物の構築方法から改善することとした。

まず、躯体工事 である鉄骨の耐火被覆からこの考えを適用するこ

ととし、前述のプレコート工法により現場作業の省力化 を図 った。

硝子面C Wは、コンクリート型C Wと同じシステムとし、工場で一

体化した製品を取り付けることにより品質の向上、現場作業の省力

化に努めた。

柱 ・梁型は、取付け時の精度線保、作業性、止水性に有利な納ま

り及び施工方法を追求した。

施 工 方 針 目 的

。耐火被覆工事の工場 。省力作業

l  生産化 。工程篠保

。工事の安全化

。ガラス面 C Wのプレ 。生産性向上

2  

ノ、ブ化 。品質確保

。柱・ 梁パネル取付 。精度確保

ディテールの改良 。止水性向上

。作業性向上

3  

。生産方式の合理化 。ハ ンド リングを 少な

くする

。品質の均一化

。大版壁面の性能向上 。平滑性の確保

4  

。強度の確保

。外装のユニット化に 。安全性向上

5  対応できる安全作業 。施工能率向上

床の開発

結

l  プレコ ー ト

2  鉄骨建方

3  C Wユニ y トの断 面

主主や開口部のない北面外壁は、その大きな壁の平I ' i'J' 精度、強度確

保を経済的に笑現するための方法を検討した。

なお、短工期で数量の多い複雑な外装工事 を、安全かつ、作業能

率良〈施工できる外装取付機械の開発を行な った。

2  . 外装c wのユニ ッ ト化

(検討事項)

1)  現場組立部材が多い

2)  WT Aの組み込みにより納まりが複雑で、水密性能及び、気密性

音色の確保が要IE しい。

3)  外壁ラインを梁が貫通しており、気密と止水の保持が難しい

4)  シール工法のため、将来の水密性能に難点がある 。

5)  取付工期が短かく、作業員の確保が難しい。

6) 外部からの作業が多〈、ゴンドラ作業とした場合、安全及び工

程上問題がある 。

(対 策)

1)  現場作業を省力化し、品質隊保を図るため、工場でのプレハブ

化を行う 。

2) 各種実験を踏まえて、 WT AとC Wを組み込んでユニット 化 す

る。

3)  C W部は、等圧工法、柱型 ・梁型部には、ゴムタ ッチ工法を採用

する 。

4) 等圧C W商を貫通する梁型音11については、先付金物と施工性のよ

いゴムにて、気密と止水を保持するよう工夫した。

果

。耐火被覆先行吹付

( プレ コー ト)

。ユニ ット化

。簡略な取付ファスナー

。生産ルート の変更

。ハニカムパネル

。サ ントプ レンゴム

。外装取付ロボット



3  . 柱・梁型パネルの工夫

( 検討事項)

1)  4 面とも アルミ厚板でカバーされる柱 ・梁パネル仕上げは、 フ

ァスナ一、ボルト、ビス等一切露出しない取付方法が必要で、ある。

2) 先付ファスナーの精度に悪影響されない納まり 。

3)  4
m

/
m

厚のアルミ板が、各出隅でとりあうため、精度が確保しに

くい。

4)  止水性の確保。

5)  精度確保のために 、複雑な取付ファスナーとなり作業量が増え

る。

(対 策)

1)  パネルファス ナーの納まり形状をハメ コ ミ式と し、作業性、 安

全性の 向上を図ると共に取付精度の確保に努めた。

2)  梁天端に溝を設ける納まりとし、梁側面への汚染防止を考慮。

3)  先付ファスナーの精度を吸収するために R ワッシャ及びR付き ブ

ラケ ッ トをイ変用した。

4)  止水はシール工法とせずに、パネルと裏当て材のゴムタ ッチ工

法とした。

梁取合い気密パリヤ一部

4. 柱・梁型パネルの生産方式の改善

柱 ・梁型パネルは 4 m/ mのアルミ厚板に、フ ッ素樹脂焼付 塗装とな

っているが、複雑な加工を必要としないことに着目し、従来のよう

にc wメーカーを経由せずに、塗装工場にc wメーカーのスタ ッフ、

作業員を派遣し、ア ッセンブ リーを行ない、直接現場に納入するこ

とで、厚板の転送を避け、品質維持に努めた。

Il tE* I  

アルミ

切 断

巨司

スタ ンド

打 設
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コ

ジ

出

'

E

J

J

f

 

日

γ

求

型

い

ト
h

可

ムゴ密気

梁取合い部詳細図

焼

1金

組 立 取 付

スタ ンド打設

焼 付在住装

組 立

生産方式の改善

y リコンスポンジゴム ② 

① @  

③ 

柱型パネル詳細図

① ③ 

② 

梁型パネル詳細図



5  . アルミ製ハニカムコアサンドイツチパネルの採用

北而柱と梁に固まれた部分は関口部がなく、平滑な壁面が要求さ

れており、なおかつ便所部分の壁面は、柱 ・梁より外部側に壁面全

体が持出しにな っている 。

壁面を構成する パネル 1枚の大きさが、 3.9 mX 1. 2mの大版であ

り、軽量の材料で平滑性を保ち、そり、歪みが無〈、取付も容易な

材料、工法の検討 を行った。

圏内では、品質的に十分満足て‘ きる製品の確保はむづかしく米国

のカプルス社のサ ン ドイ ツチパネルを採用した。

1)  厚み20
rn

/
rn

のアルミ製ハニカムコアサンドイ ツチパネルを使用。

2)  エ ッジに 73
rn

/
rn

の押出型材を使用。

3)  ジョイ ン トにサントブレー ンゴムW= 5 0
rn

/
rn

を 2 重に使用し等圧

化を図 った。サ ン トプレーンゴムを採用した理由は、形状の加工

精度が良いこと、現場で溶着加工できることからである 。

北面全景

サントプレーン コ' ムの，寄着

ト
y

 

ケ
ス

刀
ン

U

N

H

H

U

川

一
レプトンサ

C- 1 2 5 X 6 0 X 6 X 8  

寺庄孔

Aeハニ力ムコア

サンドイツチパネル厚20

7. y 景樹脂焼付塗装

等圧エリア

火破覆

M16 X 4 0  

L - 130X 130X 12 

e  =220 

北面外壁Ｏｾネル縦断図

口

ー
J

1
」

ハニカムサンドイ ツチパネル園地詳細



6  . 施工機 械の 工 夫

1)  搬送システムイじ

資材の搬送については、梱包を最小限にし、台車ごとトラック輸

送を行い、 現 場 で は 台車のまま水平 ・垂 直 揚 重 し能率 を 向 上 した 。

2)  外装 取付 作 業 の7 シン化

850kgのc wユ ニ ッ トの取付、柱 ・梁ノ マネル取付は、従来のゴンド

ラでは作業ができ な いため外装 取付ロ ボ ッ トを開発した 。特 徴は

① ガイドレールを上下する作業ゴンドラである 。

② ゴンドラ作業架台に 1 t 吊りのクレーンを搭載し横行する 。

③ 折 り た た み 式 作業台にて変型な外 装に対し足場を確保する 。

④ ガイドレールによ ってクライミングできる 。

⑤ ボタン操作で作業ができる 。

この外装取イ寸ロボ ッ 卜にて、 高所での外装工事が安全にできた。

3)  建設機械のフ ロア化

床コンクリート打設完了時点にて、工程に応じた機械を床上に設

置し、建物内 部 よ り 作業を行ない、工程の短縮、能率の向上を図っ

fこ。

カ イ ド レ ー ル 支 持 判

外装取付ロ ポッ ト

作業架台

- - - - $- 一一苛一一 ta型日乞一一一一一 申一

一申一一世 一一一一 一一申-

。
- 唐 一 司 一 一 一 一世 担 当 辛

「 j I  --- 1  i---「一寸

I  I ト ザ 口

機械配置図

足場拡大図

開発機械一覧

項 目 機 械 名 開 発 σ〉 ね ら
し、

仕 様

ユニ ッ ト台車 工場からの桁姿のまま直接荷取りする 最大 4 ，895X950

{鍛 送 用 機 械

長尺フォークリフト 迂回せずトラ y クから直接荷取りする フォーク長 2，200、2. 5t

外装取付ロボ ッ ト 東西、南面の外装材を安全、確実かつ迅速に取付ける 最大 1 t の揚重

ホイストイ寸モノレール ホイスト 230kg吊

外 装 取 付 用 機 械 北面外装面のパネルを取付ける

ゴンドラ ゴンドラ 350kg

コ ー ナ ク レ ン 建物のコーナ一部外装材の吊込 ホイスト 230kg吊

移動式フロアーステージ 現場主主布耐火被液等の付帯工磁の効率化 最大 350kg積 載

フロアー上からの機械 フロアーゴンドラ ンール工、清掃工、映像調整等の効率化 最大 350kg積 載

フロアーク レーン 外装取付ロボ ッ 卜のクライミンク作業の効率化 最大 700kg



設備工事

社内に長年にわたって蓄;積されている固有技術を展開 し、品質コ

ス ト等に反映させることによ り、 合理的施工を試みた。 このことに

より不確定な要因を排除できた。一方に於いて新技術の開発、施工

を行い超高層ビルの全館個別空調シス テム ・プロトタイプを 完成さ

せた 。ここに 空調工事に おける 一例を紹介する 。

モ ックアッ プによる性能の実証

個別空調機 (V A Vノι y ケージ) 室外ユニ ットの排気が上階設備の

室外ユニ ッ トに影響を与えないための排出変更チャ ンパーを機器と

一体化し性能の実証を行った。

個別空銅器の騒音対策

全官官個別空調システム は、従来の空調システム と異なり、 居室に

直結した部分で多くの空調恭を持っているため、その発生騒音 を最

小限にお さえる 必要がある 。空調機器単体の発生騒音を製品造り込

みの段階でNC43dB とし、施工面ではしゃ音性能、防振性能の実証を

先行機器にて行い、防振吊材の水平展開と天井ボード三重貼りによ

り、室内綴音値を NC40dB以下 とした。

WAT据付の合理化

フロア当 り44台ある WA Tは、据付部材 を考案し先づけすることに

より大巾な合理化が図れ、結果的に 4 人の作業員で仕上げタクト工

程に乗った作業ができた。

基準階の天井 システム

吹出口、吸込口は照明器具と 一体とし、さらに天井設備器具 ( 非

常照明、煙感知器、スピーカ、スプリンクラヘ ッ ド) を収納したユ

ニ ットと し工場製品化した。尚現場での施工に際し、ワンタ ッチ工

法の工夫により多能工による施工とし、従来の作業に比べ20%の合

理化を図 った。

新規入場者

一組...  レ輩 者 名 ¥ 人 世i

各業者名を表示 外 来 者

3  4  2  

斬 観 入 場 者 日I

田 中 主s ;t!i 3 8 '  

国 村 Ni 24 

6  5  7  

太 陽 圧 接 2  

加 門 組 2 3  

横 戸l t晶 iit 3  

18 9  0  

附 臨 製 作 所

金 子 架 設 5  

水 産 6  

その他の業

状況が解る制 入 場 ¥ 吾 … Z  浜 中 1¥ I  9  

11145  6  川 市i 主t I占 H

武 維 運 輸 l  

日 本 軒 悔 5  

作業口 新規作業 E 1l¥1t 78kI H三大重毎 P量電 F機設4 }iij 2  2  fi P  F 5  

貝 ・ 貝 幹 P  f  入 力 P f  9  
|てL 、る 。

職 長 ・ 般

の色を示し 役職 時

宣銅吹出口

照明器具本体

非常照明

空調 レター ンス リ y 卜

スプ リy クラへ y ド

天井設備ユニ ット

現場 情報のリアルタイム・ビ ジ ュアル化

現場管理の効率化を目的と した現場のO A化 を進めた。現場担当者

の重要な業務としては、現物現認作業と運営情報の収集・整理 ・伝

達がある 。 しかし、生産性の向上、生産管理の高密度化 にあ っては、

従来の手段では、その目 的 を満足する こと ができない。かかる現状

にあ ってO A化 の導入が何を 意味するか l吟味した時、現場管理運営

上、 役に立つ情報の提供を最大の課題と考えた。今回、現場のO A化

を進めて行く上で現場管理上必要と考えるものとして、作業員の動

態 ・資材の搬入 ・作業の進捗情報の整理ーがあり、 これ らを計画の

軸とし てシステムの開発を行い、ビ ジュアル化し たディ スプレイ画

面を活用することにより効果が上った。この一連のO A化のーっ とし

て入退場管理のテe ィスプレイを下に示す。 これにより

1) 出面が簡単に確認でき不足時早期に手配ができる 。

2) 資格が簡単に確認でき作業員の適正配置ができる 。

3) 入退場管理の質の向上が図れる 。

などの効果があった。

一 般 図

T O T A  L 伴 睦 日 情 数 報 3  

新 鋭 図 詳 細 Na 

1/  

を

表示

業員

J .1J J  業者 N Oを入力すると

I.Ll J 詳細情報画面に移行

!日一」

入場者状況のディス プレイ画面
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l  柱パネルの取付

2  コーナ一位ハネル白取付

3  北面パネルの取付

4  梁パネル取付

5  C Wユニ y トの取付

6 外装取付 ロポ ッ ト

7  C Wユニ y 卜の取付
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1987  
1988 
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1990 1  

実 施 設 計 II

〈 製 作 図

C 二ヨ豆二コ

高 層 部 先 行 掘 削 ・切 張 架

← 2 乙」

S M W → |  

一 惰 台杭 一 ア イ ラ ン ド 偲 削

v 村田杭打設 - - I  掘同IJ

② 

タワークレーン l 号 機 |  野竺

タワークレーン 2 号 機 l  _ _ : : : -。。。

〈設 備機 器 据 付 ・ 配 管 〉

U  100クレ ー ン

0 0 解 体

0 - 0  
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- 建築概要

n

ML 

基準階平面 ( 5- 12階) 縮尺 1/1000

名 称一一一一一大阪東京海上ビJ レディング

TOKI O MARI NE PLAZA 

所在地一一一一一大阪市中央区滅見2丁自2番目号

建築主一一一一一東京海上火災保険株式会社

設 計一一一一一鹿島建設建築設計本部

hffi エ一一一一一鹿島建設大阪支后

ビl レ管理一一一ー株式会社東管

設計期間 1986年 10月- 1988年 6 月

施工期間一一一ー1988年 7 月- 1990年 11月 (28 5ヶ月)

地 域 地区一 一商業地域、防火地域‘ 準防火地主主

建物用途一一一ー事務所ビル( オフィス后舗)

敷地面積 10 .721 15m'  (3.243.  141'平)

建築面積 3. 142. 01げ ( 950. 45t平)

延床面積一ー一- 68. 837 72耐 ( 20. 823.4l i平)

基準階床面積一 1. 809.  91m'  (547.  49t平)

建ぺい率一一一一29.3 0 %(許容 。100%)

容積率一一一一一522.04%(許容 523.67%)  

階 数一 一 一 ー地 下3階、地よ27階、塔屋3陪

情 造一一 一 一鉄骨造+ 鉄骨鉄筋コンクリート造+ 鉄筋コンクリート造

杭・基礎: 場所打ちコンクリー卜れ ( 鉱底リパース抗‘

アースドリ J レ杭 )

高 さ一一一一一軒高 107 05m (最高 118.30m)

駐車場 278台( 全車地下自走式)

モジュー J レー一一2. 700rrvnx2.  700rrvn 

基準階階高一 一3. 900胴

基準階天井高一2. 700mm

床荷重一一一一一300kg/耐( 練準)

500kg/耐( 重荷重設置対応部の設定)

外部仕上一一一一屋 根 。外断熱工法アス 7 7 ) レ卜防水

普通コンクリート金ごて押え既成伸縮白地

外壁 アルミ厚板② 4 冊 7 ."/ 索樹脂焼付塗装

等圧力一テンウ才一 J レ

関 口 部 高性能スパッタリング処理熱線反射ガラス

外構 ・アスフア J レト防水普通コンクリ 卜搾え

外国産黒御影石p

内部仕上一一一一工ントランスホー J レ

外国産黒御影石水磨き、外国産大理石本磨き、 パ タ

ン貼

笠 腹 部 外 国 産 大 理 石 本 磨 き 、 化 結 目 地sus鏡 面

上部 リプ付大型ア J レミ押出し型材ア l レマイト仕上、

化結巨地sus鏡面

天井 . アルミ押出し型材パイプ電解研磨‘ ア l レミ厚板パネ

J レ、アルマイト仕上

基準階事務室

床 :  450ロタイ l レカーペ ッ ト

パターン帖

壁 : PB②12 + 9 AE P  

天 井 : システム天井岩綿吸板
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3認

- 設備概要

・電気設備

受変電一一一一- 3相3線 22kV 3回線スポ ットネットワーク受電

3. 500kVAX 3台

発電機一一一一一 1. 500kVAX 1台 ( デ イゼ l レ発電織)

照 明一一一一一机よ面照度700LX.2段式グレアレスシステム照明

(OA機器対応 lレーノ〈一実装)

配 線 シ ス テ ム セ lレラ ダ ク ト + 3way (Fc8 +  Fc6 X  2)  

+ ア ン ダ カ ペット配線対応

O A 負荷対応- 30w/m' 、50W/耐

中央監視一一一一制御機能分散型中央監視

DDC自動車IJ 御‘ R型受信機デジタ J レ方式防災システム

セキュリティ キ システム、入退室管理 . ITV監視、駐車場監視

斗金システム 電気、水道、ガスの自動検針 ，自動課金システム

・衛生設備

給 水一一一一一よ 水 重力式、 ポンプ圧送方式併用

雑 用 水 ポンプ圧送方式( 散水に使用)

給 湯一一一一一基 準 階 小型電気温水器

パプリ y ク 。セントラ lレ給湯方式

排 水 一一一一分流式、雨水及び噴水のプロー水は純用水の水源に使用。

ガ スーー一一一中庄ガス . パプリ "/7部分の冷暖房. 給湯熱源機器

低 圧 ガ ス 厨 房 器 具

ゴ ミ 一 一 一 回 転 ド ラ ム 型 ゴ ミ 貯 留 シ ス テ ム

消 火一一一一ースプリンクラ 一、 屋内消火住. 泡消火、連絡送水管. ハロゲン

化物消火

2宅

3階平面 縮尺 1/1000

地下 1階平面 縮尺 1/1000

一」

x  2唱

- 空調設備

無 源一一一一一基準陪 空冷ヒ ー トポンプパ y ケージ

パブリツク . 冷温水発生機

空調方式一一一一基準階 インテリア= 天井埋込型VAV式空冷ヒートポンプパ

ッケージ 8 馬力( 各階 7 台設置、 6

台はオフィス部分、 l 台は共用部分用)

ペリメータ= ウ才一 l レス J レ 形ヒ トポンプパッ

ケー ジ l 馬力 (各 階44台設置)

パブリッ 7 : エントランスホーJ レ等= 空調機 ( 一部フ ァン

コイルユニ y ト使用)

庖舗 = 水無源ヒ ートポンプパ y ケージ

換 気一一一一基 準 階 各 階 個 別 換 気

パプリ y ク ・セントラル方式

O A 負荷対応 一基準設備 37W/耐

冷却水設備 160 トン

・昇降機設備

エレ ベー タ一 一乗 用エレベータ (20人乗) 14基

非常用エレベータ (30人乗) 1基

非常用エレベータ (24人乗) 1基

. 本文掲載写真の緩影者 和泉富夫 ・稲住泰広 ・馬 場 祥 光 杉 山 里 加 子

x  ｾ＠ 3認 x  3認 x  
中央広 場

ｾ Ｂ＠

2階平面 縮尺 1/1000

エ ン トラ ン ス ホ ー ル 部 分 断 面 縮尺 1/400



F ig .l に示すように長さ 305 m、中日30 m、厚さ 6 m 

の青銅のￚｉ｜ｾ鍛を、幅 Ｑ Ｒ ｭ 、奥行き Ｑ Ｘ ｭ 、高さ ＷＵ ｭ

のカーボ ンファイパーで補強された 4 本のガラス

支柱で支える椛造とな っており、古代ギリシャや

ローマ文明の遺跡に見られるアーチを連想させ、

さらには円本の鳥居にも相通じる シン プルな造型

がデザイ ン的な特徴とな っている 。

このデザイ ン的には一見単純ともいえる総造物

が、「友好 ・交流ー コミ ュニケーショ ン」 を象徴す

る装置となる 。テー? である 「コミュ ニケーショ

ン」 を表現する一つの方法として、プルタ ーニュ

地方、パ ッツ島の約20億年前の花尚岩が切り出さ

れ、淡路島に述ばれてモニ ュメン トの台座になり、

その跡地には 、日本から庭園がJ!自 られるという艇

笑が行われている 。 そしてこのパ ッツ島と淡路ぬ

を結ぶライ ンが「詩的な回帰線」 と呼ばれ、この

ライン上にある地点の ｊ Ｙｴｾ設をフラ ン スの資源探査

衛星で撮影し、その ｉｾ 象をモニ ュ メ ン ト ・ サイト

のスクリー ンに映し出しコミュニケー ション基地

にしようというものである 。 さらにコミュニケー

ショ ンをイメージした 「歴史の庭 j r思い出の庭」

など 8 つの庭の提案もされている 。

モニ ュメン トは 、建築素材をはじめ、構造的に

も工法的にも 21世紀にふさわしい新しい技術従業

が盛り込まれており、今後その笑現には日仏双方

の技術力を結集してすすめられることになる 。

モニュメントの構造コンセプト
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日仏友好のモニュメント

“ アルク21"

完成イメージ図

ポンファイパーロ ッ ドは 、ジャ ングル ジム状に X 、

Y 両方向で架構を構成している 。

概算で、五l ¥! 維の重量は約11 ，000t (35t / m) で、

碑悠端部にかかる総せん断力は約5，200t 、地震時

の総水平荷重は支柱頭部で約2，500t を越えるとし

ているが、この荷重および展開I霊等に対して碑盤

は、集成木材と S teel とP Cケー プルの複合構造と

して、また、支牧もガラスとカーボンロ ッ ドの複

合構造として抵抗するという考え方である 。

このコンセフ。トによると、このモニ ュメントの

耐J! I . 性能や材料 (特にカーボ ンロγ ドとガラス )

の耐久性能および強度上、施工上の問題などが数

多く残 っており、現在仏側で笑施されている A P S

(概略予備設計) 段階でそれらの謀題解決のため

の検討をすすめている 。

斎藤 博

約100年前、合衆国独立100年を記念してアメリ

カ合衆国に 「自由の女神」が建設されたのと同様

に、日仏両国の新しい友好交流と 21世紀の地球社

会を支える 「コ ミュ ニケーシ ョン 」の広がりを願

って、日本 (兵庫県淡路島) にモニュメ ン トを建

設しようという運動が、フランス革命 200 年を記

念して日仏共同ですすめられている 。

このプ ロジェクトは、 1986年 9 月に フランス側

推進組織 「日仏 シン ボル協会」の提唱で始められ

た。 フランスで二度にわたるデザイン ・コンペが

行われ、 1989年 6 月の最終審査によ って、建築家

Patri ck B E RG ER 氏の「淡路 回帰線の庭」が優勝

作品に決ま った。最終審査会には、日本側1) か らも

建築家の機崎新、安藤忠雄の両氏をは じめ、作家

の小絵左京氏など 8 人が審査委員として参加l した。

日本1f11) では 、1989年12月に全国レベルの推進組

織 「日仏友好のモニュメ ン ト日本委員会 (会長 斎

藤 英 問自11経済団体連合会名将会長) j を設立し、翌年 1 月

10 日に仏側よりコ ンセプト ・デザインの贈呈 を受

けて、その実現をめざし活動を始めている 。

日仏友好国際シンポジウムと愛称「アルク21j

本年 2 月に、モニ ュメントのテー 7 である「コ

ミュニケーシ ョン 」を 中心に、 1: 1仏両国の学者、

文化人、ジ ャーナリス トなどによる r 1: 1仏友好国

際 シン ポジウム」 を開f佳した。シン ポジウムは、

神戸とフラ ンスのパ リ会場を衛星通信で結び、 二

元生 中継で実地して、 21世紀のコミ ュニケーショ

ンl時代の幕開けにふさわしい催しと、大きな反響

を呼んだ。 なお、 シン ポジウム会場では、昨年全

国に公募を行っていた愛称が 「アルク 21j と決ま

ったので、あわせて公表している 。

青銅のｲＮｱｾ盤の構造は、 ｆｩｧ Ｎ Ｒ に示すように世界

の話族の数を意味す る16本の木梁( 集成材) で構成

し、各木栄は P Cケー 7 ・/レ (断面積: 136cm' )  2本で

引っ張り、テーブルの上端は圧縮カに抵抗する鋼

板 (/ = 6  cm) を取り イ寸け、周聞を平均厚さ約10mm

の青銅て7立っている 。

まだ、ガラスの支柱の桃造は、 Fi g .31こ示すよう

に 2 m立方の基本ガラスキューブと 8 c mX 8 cmの

カーボ ンファイパーロ ッ ドてもわ乱している 。カー

18 

「淡路回帰線の庭」のコンセプト

優勝作品に選ばれた 「淡路 回帰線の庭」は、

305 
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大阪湾ベイエリアと淡路島の新しいシンボル

大阪湾ベイエリアは、明石海峡大統、 関西国際

空港、大阪湾尿道路などー述の国家的プロジェク

トが一体的に推進されており、わが国の一大国際

交流基地 としての発展が期待されている 。 また 、

淡路島では美しい海岸線と恵まれた自然を生かし

て、新しいライフスタイルに見合った大規模で質

の高い「淡路リ ゾート」づく りが始ま っている 。

モニ ュメント ・サイトは明石海峡大橋の完成に

よって京阪神地域および四国と直結されることに

なり、関西国際空港にも至近の距般にあること 、

しかも明石海峡を眼下に望み、大阪湾に聞けた 眺

望は雄大で与、かつ12かな表↑百 をもっていることか

ら、モニュメ ン トの建設地としては、理想的条件

にあるといえる 。

モニ ュメン卜は、 21世紀の大阪湾ベイエリア、

瀬戸内海のシ ンボルとなるものである 。 そのため

にも、日仏両国の技術力を結集し、稔々の課題を

Fi g .2  克服して21世紀にふさわしいモニユメントを完成

Cr oss sect i o円 させたいと考えている 。

of  Br onze Tabl e 

(Unit: m)  (さいとう ひろし 円仏友好のモニュメント日本委員会事務局)

口
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Fi g .3  Cr oss sect i on of  Gl ass 
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Fi g . l  General  drawi ngs of  Monument  (Unit: m)  

Modul e  (wlth 1. 748)  

挫 築 と社会/ 附 11' ，1nサ 95 



1 9 3  

液晶ディスプレイの

建築分野への応用

辻 本 友 信

液晶ディスプレイは大型化と白思表示化等の表

示品位の向上により、パソコンやワープロ等の表

示への応用が急速に進展してきた。

またアクティプ7 トリックス方式による鮮やか

なカラー液晶テ' イスプレイの開発等により、液E弘

テレビや各純OA 情報綴骨量からオ ーディオ ・ビジ

ュアル機器まで応用製品が拡がるとともに、将来

の阿像を中心とする新しい的報 ・通信 システムの

キーデバイスとして大きな期待が寄せられている 。

液晶ディスプレイ ( LCD) の構造

液晶とは結晶の性質を持 った細長い分子構造の

液状の有機化合物である 。一般に液品ディスプレ

イは「透明屯極」と H乎ばれる透明な導氾11英パタ ー

ンを持つ 2 枚のガラス板の II: Jにこの液dfz 材一料を入

れ、向かい合 った透明UL極 IHJ に氾圧を加えると、

「液晶分子」が電界によ って 向きを変えることを

利用する電界効果型LCDが主流て' ある 。

一般に 、LCDはガラスの外1U1J に、光の一方向而

内の振動波のみを透過する プラスチ y ク膜= 偏光

板を一対持ち( 図ー 1 ) 、透明i lL桜パターン 11日に対

する印加電圧で制御

される液 ｴｾＱＱ J習と偏光

Y 喧叶 板の組み合わせて' 透

過光のON/ OFF コ

ント ロール、つま り

表示ノマターンのオ

光 斗いムλニー ン ・オフi ! Jil 御を行う 。

液晶ディスプレイの特長

LCDはCRT ( ブラウン管) と 比較して、

1) 低屯圧 ・低電流駆動のため、低? i ' mi I力。

2) 厚みが簿〈、設置スペースが少なくて済む。

3) 重量が軽〈 、焼帯用に適している 。

などの特長を持ち、 H日発当初から 「軽樽短小」型

のパーソナル機器に適した表ノ兵として、電車や腕

時計や各穂電気機器の表示にmいられてきた。

また LCDは従来、

①徳野角が狭い。 コントラストが低い。

②表示がH音〈、見づらい。

③大画面にすると応終速度のi墜さが H立つ。

などが課題とされてきたが、波品分子の振れj1j を

従来の 3倍近くの240度以上に大きくし、液品分

子の持つ複間折性を利用してコントラストや視野

角を改善した、スーパーツイスト (STN型)LCD

や、液品パネルを 二重に重ねたり、位相差板 e ll 千

ばれる光学宇ili 正板を f月いることによる白黒表示化

96 建築と社会/ 削 年 4 月サ

などの技術開発と白色蛍光ランプにより LCDの 進歩により、パソコンやワープロの表示において

背商から均一に照らすパ y クライト技術により LCDが主流を占めるまでに進歩を遂げてきた。

LCDはCRT に匹敵するまで表示品位が改普され また、パソコンのカラー化と高機能化 ・コンパ

ラ y プト ンプ型やノートプ ンク 型パソコン等の表 7 ト化により省スペース型CAD/ CAMによる設

示として大詰に使用されつつある 。 計への支援や大量データの高速処理が可能になり

アクティブマトリ ックス型L CDとカラー化

上記のパ ックライト J! ¥l . 明付き白熱LCDパネルの

おのおのの岡素に赤、育、総の三原色カラ ーフィ

ルターを取り 付けると、液tiJ ，の各阿紫はカラーフ

ィルターのシャ y ターとして働き 、z示、育、 nの

点滅によりカラー表示が可能となる (図- 2 ) 。

パ Y7ライト( 光)

"  

図- 2

寸)

カラー液晶

ディスプレイの僧造

つつある 。

(2)  オフ ィス・ピルへの応用

現代はコンビュータと通信の l時代と 呼ばれ、電

子機器が高機能 ・高性能化し 、情報処理の速度と

i止が急激に増大するとともに、それぞれの機器が

通信網で結び合わされて、さらに効来を発抑する

ネ y トワークシステム化が進展しつつある 。

これらのシステムの 中で表示装世は 、最も大量

高速のf占報伝達が可能な視覚 l節において、機械と

人間のインターフェイスとして重要性が楠大して

おり、特に見やすく、設置場所の制約の少ない液

晶ディスプレイの応用範囲は大きく拡がっていく

ものと予測される。

一般に阿像 ・図形 ・映像等の表示情報は、↑ Ii 報

量fが格段に大きく、これら表示情報の発生 ・伝達

加工のためには、より高速の機器と超高周波のｾｴｌ

j庇や光ファイパ一等の伝送路が必要であり、標準

化と高度な技術開発と公共的な設備投資 ( インフ

ラストラクチャー) が必要である 。

また、一般に液品は応符i主l即時間l刈に受けた氾 すでに建築面においては、インテ リジェン トビ

気信号の積分値に対して応科する性質を持ってい ルに代表されるフア ツクシミリや屯話通信網や、

るので、表示答拡が大きくな って、 駆動デューテ ローカルエリアネ ッ トワークによ って 依紋された

ィ比が高くなると、表ノJτ コン トラストや説野角や コンビュー タによる OA f . 震度が実現しているが、

応答速度が低下する傾向にある 。 今後、ケープルテレビ (CATV) やllti J i ! _通信を平IJ

これに対し、 LCDパネルの各l同業一つ一つ に小 用したテレビ会議、衛星放送によるハイビ ジョン

さな薄膜トランジスタ (TFT ) を作り付け (図ー テレビ (HDTV) 等、大容量表示画而を 巾心とし

3  ) 、LCDパネル外部から表示伝サが入 ったとき た各種情報機ifit の進展が予測され、液1111ディス プ

だけTF TをONにし、それ以外のときはOFFにし レイが主役として期待されるとともに、建物内の

て外部からの信号を遮断すれば、駆動デューティ 光ファイパー網等の配慮が必要となろう 。

上じに関係な く、各l面|索に完全なON/ OFF伝サを 液品ディスプレイは、液 ＱＱ Ｑｉ ｜ｾｉￍｊ 面そのものを見る

与えることが出来る 。 直干' ) / . 型のほかに、レンズを通してスクリーンに拡

このように函l索ごとに スイ y チング機能を持つ 大投影するプロジェクタータイプにすることも容

能動素子 (T ..  ι  A  易であり、小さな l決問自立のように、宅内で多人数

FT) を取り 付 / w  - - - = ーグ で画面を見る 応用が物加するものと WH寺される 。

け、各画業に /  Ｎ ノ ｾ援 をラ Ｒ 土問 (3)  ホームユースへの応用

完 全 な ON/

OFF信号を与

える方式はア

クティブマト

リ y クス方式と呼ばれる 。

LCDパ ネ ル 上 に 何 万 ~何十万例の栄子を欠陥

な〈作るため、 LSIプロセスに匹敵する設備投資

と良品率篠保のための大変な努力が必要であるが、

CRTを凌ぐ鮮明なカラー、 J:L; ぃ枕野角、高速応答

性を持つフラ ッ トディスプレイが得られるため、

将来のテ' ィスプレイの本命として、大規模な設備

投資と開発競争が展開されている 。

液品テa イスプレイの応用

(1) OA ・設計への応用

ｈ ｦｊ発当初の ｌｃｄ は、 ｩ ｬｌＡｾｽＮや腕時計に代表される

携帯用電子機器の表示総としてスタートし、マイ

コン等の発達による f伝子機器の情報処理Ei 誌の汗!大

に対応して、より大谷訟のド ッ ト7 トリックス表

示が使用され、さらに LCDO体および関連技術の

上記のハイビジョンテレビやケーブルテレビは、

近い将来家庭にも入 ってくる。ま たファ y クスや

パ ソコン通信、多機能電話害事の情報機部も大同ii1ii

表示を伴 って家庭に入ることが hJIIJ される 。

また、 ドアホン兼用のコ ード レスホ ンの普及に

見られるように家庭内保安( ホームセキ ュ リティ )

のm子化、集 中化も今後の方 /uJであり、この場合

もディスプレイを 中心とする集 中監平凡システム化

が進むものと予想される 。

このように家庭内においても、ディスプレイが

さまざまの用途で利用されるようになると、テレ

ビなどの映イ象、 ドア r九ンなどの図像、パソコンや

ファンクンミリなどの文字 ・ 図 ｊｦｾ 等ーの各棟表示情

報を切り換え表示できる 7 / レチメディア型テ' ィス

プレイが重要となり、液晶テ' ィスプレイは壁掛け

型等の省スペースの特長を生かしながら、万能型

ディスプレイを目指した |持l発が続けられており、

将来の家庭の娯楽 情報 ・セキュ リティ総合シス

テムの 中 心としてのｾ￭ｬＺ訓が ｗｈ 守されている 。

(つじもと とものぷ シャープ株式会社液品事業本部企l西部)



‘ 日本建築協会後援・協賛の催し

・第 11 回'91総合建築材料・設備展

一 一感性と技術のシンフォニ一一 一

全 国 の あ ら ゆ る 優 秀 な 建 築 材 料 と 設 備 機 探 な ど を 一 堂 に 展 示 し 、

建 築 業 界 を は じ め一 般 ユ ー ザ ー に 広 〈 呼 び か け 、 建 築 の 質 の 向 上 と

建 築 生 産 の 工 業 化 へ の 示 唆 を 与 え る と と も に 普 及 の 推 進 を は か り 業

界 の 発 展 に 寄 与 す る た め 、 恒 例 の 上 記 展 示 会 が 次 の と お り 開 催 さ れ

ます。 皆 さ ん の お 越 し を お 待 ち し て お り ま す。

期 間 平 成 3 年 5 月29 日( 水 ) - 6 月 1 日( 土) の 4 日間

時 間 午 前10時 ~ 午 後 5 時

会 場 大 阪7 ー チ ャ ン ダ イ ズ7 ー ト ビ ル 2 階 全 展 示 場

大 阪 市 中 央 区 大 手 前 1- 7- 31 T E L06- 943- 2020 

主 催 鮒 日 本 建 築 材 料 協 会 ・日 刊 工 業 新 聞 社

昨年の会場風故

後 援 通商産業省、建設省、農林水産省、自治省消防庁、大阪府、京都府、

兵庫県、滋t'{ 県、奈良県、和歌山県、大阪市、大阪商工会議所、住宅

.  ｾ￟ｲｬ ￯Ａ在備公団関西支社、住宅金融公庫大阪支庖、日本建築総合試験

所、日本位築協会、大阪府主j ! ; 築 t 会、京都府総築上会 、兵li ll ! J ; ¥建築上

会、滋i'i 県ill 築士会、復良県住築士会、和歌山県建築士会、大阪建設

業協会、日本建築さ字会近畿支部、新日本建築家協会近畿支部、大阪建

築士 'J¥. 務所協会、建築業協会関西支部、日本主j ! ; 築制』造技術者協会関西

支部、大阪往築防災センタ一、関西ツーパイフォー主j ! ; 築協会、日本商

環境設J十家協会、日本設備設計家協会、建築設備綜合協会、大阪21世

紀協会

「励 賞 サンケイ新聞社、大阪新I l t l社、夕刊フジ、サンケイリビング、サンケ

イハウジングセンタ一、関西テレビ放送、ラジオ大阪、日1 ' 11建設工史A

新聞社、日干11鑑設通信新社、日刊l建設産業新聞社、ソーラーンステム

仮興協会

日本 建 築 協 会 会告 一一一一

圃建築トレンドセミナー「住まいのニューウ

エーフ」

東孝 光氏

上 記 建 築 材 料 ・設 備 展 の イ ベ ン ト と し て 、 下 記 の と お り セ ミ ナ ー

が 開 催 さ れ ま す。会場の都合上、 200名 に 限 定 さ れ ま す の で 、 参加 ご

希 撃 の 方 は 、 事 前 に 日 本 建 築 材 料 協 会 へ お 申 込 み 下 さ い。

日 時 平 成 3 年 5 月30 日( 木)

開 場 l 時 、 開 演 l 時 30分 、 終 了 予 定 3 I1寺

会 場 大 阪 マ ー チ ャ ン ダ イ ス・7 ー ト ビ ル ( O. M. M. ) 2 階 F 号 室

参 加 料 無 料

テ ー マ 「住まいのニューウェーブ」

講 師 大 阪 大 学 工 学 部 教 授 東 孝 光 氏

内 容 消 費 者 の 変 化 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 と 住 宅 産 業 、 建 材 産

業 の 進 む べ き 方 向 に 対 す る 、 い ろ い ろ な 角 度 か ら の問 題 を

提 供 す る 。

申 込 会 社 名 、 勤 務 先 住 所 、 所 属 役 職 、 氏 名 、 電 話 番 号 と 建 築 ト

レ ン ド セ ミ ナ ー に 参 加 し た い 旨 を 記 し 、 日 本 建 築 材 料 協 会

へ F A X で 申 し 込 ん で 下 さ い 。 屯 話 申 込 み は 不 可。

問 合 せ ( 初日本建築材料協会本音[1事 務 局

T E L  06- 443- 0345 

F A X  06- 443-0348 

Ｎ第 Ｓ 回 ｲｆｕｾｉｋｉ ARCHI - T RE ND セミナー」開催一横河健氏を迎えて-

位 築 文 化 の 向 上 と 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し た f F U]I K I

AR CHI -T RE ND セミナー」は、主催 ・F U]I K I ARCHI-T RE ND セ

ミ ナ 一 実 行 委 貝 会 、 協 賛 ・藤 木 工 務 庖 で 開 催 さ れ て お り 、 今 回 は 、

建 築 家 ・横 河 健 氏 を 迎 え て 「 岐 界 と 領 域」 の講 演 会 で す。

・ 東 京 会場

日 時 1991年 5 月21 日( 火 ) 開 場 18 : 00 開 演 18 : 30- 20 ・30

会 場 日 本 建 築 学 会 ・建 築 会 館 ホ ー ル

( 東 京 都 港 区 芝 5 - 26- 20)  

定 員 360名 ( 当 日 先 着 順 ) 入 場 無 料

後 援 日 本 建 築 学 会 関 東 支 部 ほ か

. 大 阪 会 場

日 時 1991年 5 月24 日 ( 金) 開 場 18 : 00 [井l淡 路 : 30- 20 :  30 

会 場 テ イ ジ ン ホ ー ル

( 大 阪 市 中 央 区 南 本 町 1 - 6 一 7 )  

定 員 300名 ( 当 日 先 着 順 ) 入 場 無 料

後 援 日 本 建 築 協 会 ほ か

詳 細 問 い合わせは、( 附新建築社 ( T E L03- 3811- 7101) へ。

r 一一機 河 健 ( よこがわ けん) 氏プロフィール一一

口略歴

1948年 東 京 都 生 ま れ

1972年 日本大学芸術学部卒業

(  1971年ワン ン トン州立大学修了 )

県川雅之建築設計事務所

1975年 クレヨン ・アンド ・アソ y エイツ設立

1982年繊河設計工房設立

現在 日本大学芸術学部議附i

ロ主な作品

トンネ J レ住居

Y E W健保倶楽部

宮崎邸

機河電機 lf l 3工場

新川電機広仏工場

日比谷公図的派出所

洗足の家

COS MOS  

口大学では芸術学部に属しながら、黒川雅之鐙築設計事務所でJ品川雅之

氏とともにプレハプの JJ 日発にあたっていた 。そのBiS響もあってか償川氏

の肉邸であるトンネル住居 ( 1979) は、コ ンク リートのシリンダーを寝

かした、単純な形態が恭本となって附成されている 。

その後、ディテーノレの造形性、とくに金属を用いた造形に個性を発事I( す

るようになる 。それが現在に至っては空間全体の造形に及び、COS MOS

(  Ｑ ＹＹＰＩ の内宮 ｉｉｾｉ 日 Ｑ は大きな話題を呼んだ 。 月刊誌「住宅特集」の Ｑ ＹＹＰ

年末アンケートでは、とくに投禁の集中するものが少なかったにもかか

わらず、総投票数の20%以上の支持を獲得した。
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. 追悼文

故長谷部利夫さんを悼む

大正 11年 6 月12日生

H!HuI7!1'  9 月名古屋高等工業学校 (現名古屋工業大学) 往築

科卒業

昭和 17年点京市役所建築局学校営繕 4

昭和 17年兵役、 20年 9 月除隊

昭和21年 7 月東京都建築局学校' 出綿諜i且職

昭和21年 8 月名古屋市の篠閉川口雄築4>務所勤務

昭和29年 2 月同事務所退職、長谷部主1 ¥築4 > 務所開設

昭和32年 8 tl 株式会社長谷部建築設引事務所と改組. 代表取

締役に就任

この/111、本会汗議員、日本建築家協会思事、愛知ill 築 t 会日11

会長はか役員、愛知工業大学講師 ( J 附t勤) 、愛知県ill 築審議

会委只等を歴任。

;P:)此 3 年 3 Jl IO日逝去

長谷部利夫さんが亡くなられた。 3 月11 目、私

はドイツのミュンヘンを出発し、航空機でパ リに

到来。旅装を解くのももどかしく、ポ ンピドーセ

湾岸戦争の最中にヨーロ ンパへ出燥することを

話すと、 「十分気をつけて、行 ってきてください」

と、そして「帰られてから、いろいろ相談したい

ことがありますのでい・・」とのこともあ ったが、つ

いに来たすことができなくなったのが心残りです。

電話をおいた直後、私は作Iかとご指導とご支援

をいただいた数々が顕に浮かんでは ii' fえました。

愛知l工業大学建築学科の設計製図の非常勤務r.i li を

お願いしたり 、またインテリアコーディネーター

講座の講師i をも 引っ張り込んでと、今にして恕え

ば、過酷なほどの要請にも関わらず、心よく引き

受けていただきました。一方、名古屋名東ロータ

リークラブの設立に参加し、やがて会長にな って

いただいた折、私は幹事を引き受けざるを得なか

ったが、これまた何かとともに走って凶ったこと

も、今や想い出の一つになってしまいました。

本会については 、本部評議貝 、支部幹事として、

いつも静かで、説得力ある温厚きが、会の運営に

大きな力となっていました。

ここに、あな たの生前のこe 功績に敬意を表し、

ありし日を {忠びつつ、思い 出の一端を述べました。

あなたのご長男守康君、次男充 ｾＱ 、君ともご紋が

あり、私の大学の教え子であり、また、ともに結

婚のやl'人もおおせっかりました。このお二人は今

やすばらしい青年に成長されました。そして今後

立派に事務所を続けられると確信します。 このう

当t

司t うドーうド

うドー うド 淳一

台本ー

昔t 昔t うドー

うドー

ンターでの会議に出席。夕方ホテルへ戻 ってシャ えは、心おきなく旅立たれますよう、ご冥福を心

ワーを沿びているときに国際電話で知らされまし からお祈りいたします。

( 日本建築協会理事 ・東海支部長 中島 一)

日 本 建 築 協 会 企 画 図書 目 録

日本建築協会創立60周年記念事

建 築 技 術 選 書 問l 学芸 ｮｾ 版社

NO 書 籍 名

l  茶室の話( 岡田孝男 11)

8  建具の知識と意匠( 山片三郎円)

税 込 価 格

￥1，339-

￥1. 339 

9  エレベータ( 木村利雄丹) ￥1，339-

13 医院 ・診療所の計画と設計 (池田有隣 ・船越瞳白川 ￥1，339-

15 PC建築の話( 下伊豆降三符) ￥1，236-

16 石 垣 と 石 積 壁 ( 窪 田 祐 11) ￥1，339-

17 基礎と地盤の手ほ どき( 中堀和秀円 )

20 タイルの話( 田中 弘:-. )

24 鉄骨構造の話( 金多潔 ・甲津功夫 ・西津英和片)

27 建築積算業務( 生島道春 r.)

28 建築金物の知識( 立野一郎内)

29  瓦と屋根 構造( 佐藤滋朗汗)

32 建築塗装の手引き( 児島修二円)

33 建築式典の実際( 若林嘉津雄: - . )

38 住 宅 の 照 明 ( 大 島 博 引ま)

日ふ辺築協会創立70周年記念

選 書 特 装 版 発行山' ，j附 i

￥1.339 

￥1，339-

￥1. 339 

￥1，442-

￥1. 339  

￥1，442-

￥1. 442-

￥1. 339 

￥1. 442-

NO  書 籍 名 税 込 価 格

l  構造コストと経済設計 (須賀好富1 ¥) ￥3，605 

2  建 築 設 備 の 健 康 診 断 ( 牧 野 茂 円 ) ￥3，914-

3  新 ・建築と設備の接点( 宮脇 毅 ・南 部 武円) ￥3，605  

4  外壁構法チェックリスト( 飯塚五郎蔵円) ￥3，399-

5  建築デザインのための構造計画( 須賀好富円) ￥2，884 

6  場所打ち杭の設計と施工( 阪口 理円) ￥3，296-
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N O  書 籍 名 税 込価 格

1  TQCから見た建設業( 荒木睦彦符) ￥1，648 

2  躯体工事監理のチェックポイント 100 ( 須賀好富再) ￥2，060-

3  パソコン会計術( 西部明郎著)

4  建物の値打ちの高め方( 小林清周苦)

5  空調設備のトラブル50 ( 建築設備トラブル研究会計

6  衛生設備のトラブル50 ( 建築設備トラブル研究会的

7  火災安全学入門( 岡田光正苫)

8  現場マンのアイアア発想( 合原一夫符)

9  建築基準法の実際( 矢吹茂郎著)

10  工務庖の税金対策100ポイント( 建設税務研究会的

II 工業化住宅 ・考( 松村秀一著)

12  鉄骨工事の現場学( 石田 満喬者)

￥1.854 

￥1，751-

￥2. 060-

￥2，060-

￥1，700-

￥l .  854-

￥1，854-

￥1.854-

￥2，060-

￥2.060-

13  建築紛争の実際( 岡本辰義者) ￥1，854-

14  仕上工事監理のチェックポイン卜( 監理業務研究会再) ￥2，060-

15 ゼ ロ 災 へ の 道 ( 表 一 郎 評 ) ￥1，648-

16 木造住宅のしくみ( 浅野平八 ・東 敏博符) ￥2，060-

17 コンクリー卜工事のチ工 ツクポイン卜 100 (加賀秀治的 ￥2，060-

18  インテリアコーアィネートの100ポイン卜 (町田ひろ子E悟) ￥1，648-

19 建築基準法を読みこなすコツ( 高木任之1 ¥) ￥2，060-

20 ニユ 組積建築のすすめ( 福嶋孝之者) ￥2，060 

l14: ill 築協会事務局でお求めの場合、建築技術選舎とくプロのノウハ

ウ〉シリーズが10WJ ";'I11引き、選tl} 特装版が200向者11引きでおのおの頒

ギ/) してお りますのでせ いぜいご利用下 さし、。



. 協会だより

平成 3 年 建 築 科 優 秀 卒 業 生 表 彰

日本建築協会て材、昭和27年より全国の工業高等専門学校、高等学校、

専修学校建築科の優秀卒業生に 対し、 学校の推せんにより、本会会長の

表彰状を授与しているが、本年 3 月卒業生のうち 、191校の204名を 表彰

した。 なお、卒業式への出席依頼のあ った学校へは 、最寄りの本会 .々r:t

が、本会を代表して 出席した。本年、出席願った方は、次のとおりです。

坂出工業高等学校

側I接木工務庖

四国支 l苫支庖 長 藤 野 鍛 造 氏

工業高等専門 学 校 ( 8  校 9 名) 川 総 lよ業，:'II ".lf 学校

健生向型"，. . ' { : 校

釧路 [ l ' ! 向等専門学校

イ刊11 [ l ' ! 高等専門学校

同

明石_[ 量均等専門学校

米子工業高等専門7枚

以に業高等専門学校

i卓111-に車問専専門学校

八代_[ 業高等WI"I' i=枚

郎披工業高等専門学校

校

蛾

校

学

等

校

校

校

校

校

学

等

校

高

学

校

円

子

学

学

学

等

官

同

学

業

等

学

班

ず

等

等

専

問

聞

等

工

宵

同

等

間

企

円

川

町

商

学

学

術

北

業

向

車

業

業

一

大

一

業

域

工

業

工

工

工

第

院

筋

工

肱

川

工

川

削

無

東

学

制

京

陥

務

見

市

強

制

削

工

昭

点

小

神

鶴

お

け

相

若

者

者

お

お

お

お

好

ち

美

夫

鋼

功

博

重

子

信

さ

兵

聡

辿

友

A

H

真

尾

山

町

野

田

木

保

村

長

一組

牧

{

白

楊

荒

久

内

束

高等学校 ( 172校 175名) 憤浜工業開司 ｾＮＧｦ ユ校

峡南町等学校

南沢 宏 明 lt 1 甲府工業高等ザ校

山下 元背u.. t  I 飯 IJJ 民飯町等学校

西t弔 問 ｾｈｴ I 池1111:: 業関等学校

松本英之君ｼ上田千 ＱＢ Ｑ ｪ｜ＧＡｪ ｾ Ｇ￯ ［校

高 橋 美雪主主| 長野工業関等学校

高 橋 宣 行 lS I  I再開工業高等学校

Ｎ ［［ｾＮ名 恋 君 | 同 (定時制)

岡 本 賞 者 | 品 川 工 業 高 等 学 校

広小牧仁業高等学校 松 田 幸持史 ｾＱ I 修軍事中工業向2Fq校

1司 (定時制) 緒 狩 微 1t I 天竜林業向等学校

ホ許 l二葉町等学校 寺 谷l主l香理ll 1S ｉ 泊 ｩ ｬ ｬ 工業ｪￚｪ， ｾＢ￯Ｚｪ 宜

函館℃業高等学校 茂庭光広: t . t I  1日: ) (定時制)

同 (定時制) 半減 直 之 お | 浜絵工業開等学校

:見時u:: 業高等学校 城 聞 皇 呑 君 1 1日a (定時制)

制t I I i 工車問等学校 大 坪 澗 美 君 | 量知工業高等ザ被

光l止学院野辺地工業高等学校 佐 々 木 工 国 子 君 | 第二愛知工業高等学校

大船渡工業高等学校 菊 地 忠 行 者 | 一宮工業高等学校

久慈工業同等学技 大 久 保 好 猿 君 | 佐織工業均等苛L校

雌問工業均等さず枚 鈴 木 利 幸 君 | 盟備工業高等学校

1'1石工業高等学校 小 野寺智由君| 半l l 1 工業高等サ喰

扶 UI 工業高等学校 工 藤 ひ と み 君 | 名 古 屋 工 業 開 等 学 技

能代工業高等学校 1'1' 村 明 信 君 | 大短工業高等学校

加山北工業向等学校 ! 照山 幸 一 君 | 可 児 工 業 高 等 ヰ 校

勿米_[ 業高等学校 松 本 浩 明 君 | 岐 南工業高等学校

日本大ザ東北均等学校 本 田 智人1 . t 1 岐阜商-[ 葉町等学校

嗣品開等学校 ｾ ｊｴ山 了 お | 高山工業向等学校

大曲 :[l' ! 均等学校 平 山 学者| 中t I l 川工業開等学佼

宇航自 1二業高等守た校 武 石 iN行 君 | 関商工高等学校

ｊｬｬｾｪ 工業高等学技 坂 寄 信 隆 君 | 伊 勢 工 業 高 等 学 校

且利学凶高等学校 田 口 成 {二 お | 上 野 工!Ji 高等学校

岡 藤 岡 治 君 I w工業高等学校

lι 利工業大' f . 附属高等学校 J賓 野 寛 之 君 | 四日市工業高等学校

州生ーに来高等学校 小 止 本 竜二 n l 同 (定時制)

日l 和 田 勉 君 | 編11・工t拡大学附属稲井高等学校

館林商工高等学校 石 井 隆司 君 | 小股工栄町等学校

j ¥' ! j 崎工業開等学校 高 橋 英 樹 君 | 珠 洲爽業高等学校

同 (定時制) 坂 本 好 正 君 | 羽 咋 工 業 高 等 学 校

長野原高等γ 4史 小 林 1'I: n l 金沢市立 E案高等ザ技

藤岡L l'! 向等学校 総 津 和 也 君 I 1，') (定時制)

旭川に業高等学校

!I!l 川:起草刈等学校

小怖: 1二1 ; 開等学校

1;;) (定時制)

| 刻 午't tJj. .H

中山 大 介 .7t

事 Ｑ Ｑ ｭ 仁 ｾｴ

野 聞三 n女 .IJ

井 上 直 樹 .lJ

広田 誠，(1

中村 佳央 lt

芳 賀 大助 .n

木 下 tfi 介 .{t

Ｒ 芸品康夫 ｾｴ

加 藤 Ｍ ｾｾ＠ ｾｴ＠

綱川直己 ｾｴ

鎌旺l 後考 At

深滞世ｉｪ次 ｾｴ

ￆ 古あゆみ ｾｴ

後 藤 武 志 .(J

丸 山 正 樹 .IJ

〆l、山 良イ 二 ｾｴ

阿多真理子 ｾｴ

白鳥 1' 1:大.u

鈴 木 浩 史 :11

徳 ぬ 良 l!f l ｾＱ＠

切通健悟 ｾｴ

山下典 孝 ｾｴ

加 ｉ 悠禿樹 ｾｴ

小 林 口秀 ，(t

村越 ー 啓 ｾｴ

小 名 木 剛 n

小 林 英 明 u

上 田 守 u

三 輪 h賢治 :n

今 井 信 次 l'

綾千恵子 ｾｊ

田 中 弘 美 lt

前田英樹 ｾｴ

馬洲八重子: l t

兼松 19'1'J'L ｾＮｴ＠

高木基行 ｾｴ

田 口 浩 樹 :(1

宗 卒 淳ｾ Ｎｴ

伊 藤 j前利 n

小 林 篤 史 お

山端 一 江主t

森 嶋 健- :{t

鍋 谷 一 成 :(1

波注 誠. l . t

山 下 手T生 羽

田 中 宏 幸 .n

矢 田 美 子 .( J

石 井 洋Jl1!. n

干場奈美江 1J

信 ｜ｾｩ 1車輔 :n

得 能 裕美 1J

問問工芸高等守校

l:i iJ l工業同等学校

八幡工業高等苛2校

今1符工業高等q技

大阪市立工芸高等学校

都品工業向等学校

都品第二工業高等学校

堺市立工業問等学校

大阪工業大学均等学校

東住吉工業高等学校

ＧｬｾＧｩ Ｍ主高等学校

伏見工業高等学校

指良工業高等学校

内野町等ザ技

新宮町等学校

制l歌 iJ l工業同等学校

制1歌山第二工業開等学校

尼崎工業高等三械

神戸工業高等学校

側野尖業高等学校

点 目 紅 葉 町 制 攻

盟問実業高等学校

兵1・I!工業開等学校

崎港工業開等学校

Ih取工業開等ザ枚

Ｏｬ｜ ｾ 工業高等学校

i llUI 工業高等学校

山崎高等学校

館山工業高等学校

三1. 1 ¥工業高等学校

下関中央工業高等学校

萩工業高等学校

柳井工業高等ザ校

多々良学園町等学校

平柄高等学校

収出 T 業高等学校

多度械工業高等学校

問松工芸高等学校

点光工業高等学校

徳島工業高等学校

徳島中央高等学校

安芸工業向等守二校

高知工業高等学校

同

同 (定時制)

帝京第五高等学校

点 F工業高等学校

松 111工業向等学校

同 {定時制)

， ｾ 山高等学校

松山聖陵高等学校

戸畑工業高等学校

偏陶工業高等ｾ校

刈岡知歩 ｾｴ I 大牟UIOr，等学校 絵 j己 迷 ';L :H

瀕l 美 紀 子 lt I 九州ーl二業向等学校 総 JG 賢 三 沢

久 田 繁輩社| 九州産章太学附属九州産量路前哨 稲 永 和 H召君

川 崎 好 啓 lt I 筑紫工業商事学校 寺 l出 達 也 お

a
巾時

枝

定

学

校

(

校

等

学

学

均

等

等

業

高

商

工

業

司

闘

央

工

ド

学

中

K

M

賀

世

直

佐

佐

t

i

-

-

ナ

介

治

司

ン

祐

公

武

カ

木

谷

間

々

川

神

山

佐

松

=企，

'" 

秀 19J ｾｴ＠ 1 小 川 [ l ' ! 高等学校

lt I  ｦｩＩ＼ｾ仁葉町等学校松 岡

谷 口 裕 美 lt

岡 田 美総1. 1'

富永 正ｾＮｴ

西村育舟ｾＮｴ

伊 藤 誠 ＮＨ ｾ ｴ

浅 呑 Ａ勝隆 ｾ ｴ

主任野 隆次 ｾｴ

北 伸一良1¥lt 

佐 野 政 夫 n

高 階 健- 1_t

'@;旺l 浩 11

宮 津 篤 史 :n

西 森 祐 介 l'

秦 野 雅 行 At

木 下 愉 史 ィI

今 川 宏 樹 .n

圏 本 峰 男 lt

川 手 成- :n

高 橋 澗 11'

小 迫 弘幸 .n

石 井 敦士. H

熊本 E業高等学校

1;; )  (定時制)

本，) ( 工業高等学校

熊本 仁大高等学校

熊本第一工業高等学校

八代第一向等学校

大分に業高等学校

餓崎工業開等学校

日間林工高等学校

大分桜丘高等学校

小林工業高等学校

口市工業高等学校

IlriiJ 工業開等学校

間 ｩ 城仁ｬＧｦｾＧＺｩ等学校

川崎工業高等学校

l司 (定時制)

鹿児品工業高等竿技

沖縄工業高等学校

It 部工業高等ザ校

ＺｊＺＱ ｾ ｕ 工業高等学校

牧 野 大作 君

者 III ] 主弘 n

矢 野 真人 君

Ｉｾ樋 元 徹君

野 村 友 広 若

林 道信 ｾ Ｍ ｴ

ｩ ｾ ｩ 水みはお

R.5由市 }t，、7:1 tt 

下 UI 陽 治 :n

村 田 健- ;n

大W Ｑ ［［Ｑ 博［ｻｾ

鳩 村 i Et t fu 

仰向司ちあきお

汁 藤 徹 ;(1'

森 山 瑞治 者

篠問 誠 君

相 村 好H召君

阿 部 ｬ 貨 Ｑ ｾ ＼Ｎｴ

烈 木 隆 幸 お

も百J也 』削l召右

上じ江Jょう智美: t : t

件l合 成 男 君

池旺l 賢 一 郎 君

上凪t 1白人 君

座 ｮｾ 味健 右

前事告 白 光 君

古語Ii Ｑ 明日 ｾ ｌＮ l t  I 専修学校 ( 11校 20名)

山本 ｈ 召 ｾｴ

宮川 昌克 11

木村 J資孝君

山下 宏平< . t

古本尋樹 ｾｴ

十 河 英 吉Pt

機 関 長l 市 :n

勢 井 出 務 1J

中 川 剛 志 、 .(J

山 脇 健司 :11

山中 孝造< . t

西 原 功 起 II

山碕京子. 1 . t

J筒 井 正 和 n

稲 垣 雅 樹 l'

樋!lFf 呑 織 l'

松崎ユリカ 11'

林 弘 史 1J

種子宗得民< . t

西口 n人 :n

金 子 幸 嗣 君

浅野工学専門学校

早稲日! 大学専門学校

愛知工業専門学校

東海工業専門学技

大阪建股専門学校

l言l

1.1  

i司

I司

l司

l司

同

|司

大阪工業技術専門学校

l司 (二部)

。ま成ill 話専門学校

同

同 ( 二部)

京協建築専門学校

同 ( 二部)

ｴｾｴＱ 官ｊｬｩｊＱｴ ｴ 君

1);( 旺li買 由 美 君

藤 本 知l子 君

凶チ1:比 呂 佳 君

fω |二 裕 君

ILJ 附 図1導 者

移行鎮祭司君

槌 III 亮 一 君

玉 屋 {吾郎 君

.fo1j f J : 敏 行 君

辻 雅之: t J

出 円 敬 人 君

辻 英 夫 君

村 m 幸 チ 君

古市健二ｾ，

古屋敷浩 子 ｾｊ

木白鳥 史 君

山rl' m子 君

森 哲 二 君

中村 正敏志
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. ファイル

「日影規制未指定 区域における中 高 層 建 築 物 の高さの制限について」大阪府

知事へ提言

大阪府では、平成元年度から 「大阪府日照対策

検討委貝会 j (委貝長 ・金井弘次氏) を設置し、近隣

商業地域、準工業地域等大阪府建築基準法施行条

例に基づく日影規制を実施していない区域での日

影規制のあり方について検討してきたが、平成 3

年 3 月25日に開催した第 3 回同委只会において、

大阪府日照対策検討委員会専門部会での検討内容

等を跨まえ、「日影規制未指定区域における中高! 再

建築物の高さ制限について」の提言がなされた。

大 阪 府 に お け る 日 影 規 制 の 現 状 と 経 過

1 大阪府における日 影規制の現状

ＨＱ Ｉ日 Ｉ￮ｾ 規制の状況

日影規制は、建築基準法第56条の 2 の焼定によ

り、地方公共団体の条例で対象区域、規 ｦｬｾＩ 他を指

定しなければならないが、大阪府の場合、大阪府

建築基準法施行条例に基づき、 J好下を統ーの基準

により規制を笑施している 。

(2)府条例による日影規制の対象区域

主主築基準法では、条例により日影規制lが可能な

用途地域は、第 l 稀一住居専用地域、第 2 極住居専

用地域、住居地域、近隣商業地域、準工業地域で

あるが、大阪府では、第 l 稜住居専用地域、第 2

移住居専用地域、住居地域のうち容積率 200%以

下の地域を規制の対象区域としている 。

(3) 府条例による日影規制の規制値

建築基準法で定めた 3種の規制時IHJ に対して、

用途地域、容積率、高度地区及ぴ外壁後退距離の

指定を組み合わせてきめ細か〈指定している 。

2.大阪府における日 影条例制定と 対象地区検討の

経過等

(1) 昭和51年 11月

建築基準法改正により日影規制) ( 法第56条の 2)  

制定。

(2) 昭和52年 11月

改正建築基準法施行( 対象地区、規制他につい

ては、地方公共団体の条例で定めると規定)

(3) 昭和52年 2 月

大阪府日照対策懇談会 (宮脇和正座長ほか委只

13名) を設置し、大阪府における条例制定につ

いて検討を開始する 。

(4)昭和53年 1 月

日照対策懇談会より「建築基準法に基づく日影

による中高層の建築物の高さに| 到する条例の制

定について」を提言。

そのなかで対象区域について、 「日影規制は、市

街地の良好な居住環境の確保を目的とする規制

の一つであり、住宅地を中心として対象区械を

指定すべきである 。 したがって、当而は第一種

住居専用地域、第二種住居専用地域、住居地域

の住居系 3 地域を原J l I) として指定することとし、

近隣商業地域、準工業地域については土地の現

況及び将来の見通しを勘案し、各々の地域につ

いて充分な調査を行い、その結果; をもとに指定

の検討をすべきである 。」としている 。

(5) 昭和54年 4 月
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第一種住居専用地域、第二種住居専用地域、住

居地域 (一部を除< ) の住居系 3 地域を対象に

日影規制を施行。

(6) 昭和53年度~昭和56年度

「準工業地域の実態調査J を笑施するとともに、

日照対策懇談会において、今後の方向について

検討実施。

(7) 昭和57年 3 月

日照対策懇談会より 「日影による中高層の建築

物の高さの制限について」を提言。

そのなかで、 日最多規制の未指定区域について、

「未指定区域内の日影規ff，IHこついては、土地利

用の動向や中高府建築物の立地傾向、日 j照に対

する住民意識の状況等を、今後引き続き、市|町

村が個別地区毎に検討するものとし、大阪府建

築基準法施行条例による用途地域とリンクした

府下一律の日影規制は、当面、現行の住居系三

地域にのみに適用することが適当である 。」 とし

ている 。

(8) 昭和63年 2 月

定例府議会本会議で日影規制区域の見直しにつ

いての質問があり、「従来から行われている土地

利用の動向に応じた用途地域変更の検討とあわ

せて市町村とも協議しながら、答積率十分の三

十以上の住居地域または近隣商業地域や準工業

地域内における今後の日影規制の適正なあり方

について検討していく 。」との答弁をしている 。

3 検討課題

近隣商業地域や準工業地域等府条例において日

影規制を実施していない区域における新たな規制

の是非及びその方向等日影規制の適正なあり方に

ついて 、 これまでの検討経過及び土地利用 の動向

等を 踏まえ、 一定の方向つ' けを行う必要がある 。

「 日 影 規 制 未 指 定 区 域 に お け る 中 高 層 建 築 物

の 高 さ 制 限 に つ い て J ( 提言)

1 日影規制未指定区域での日 影規制のあり方

近隣商業地域や準工業地域等日影規制の未指定

区域のなかには、土地利用の状況等から、日影規

制を行うことにより居住環境を一定水準確保すべ

き地区も想定される 。

しかしながら、これらの地械の土地利用 の現状

は多様で弘、特に準工業地域については、その用途

制限の内容からも将来の土地利用の方向性を見定

めがたい場合がある 。

さらに、住居地域( 指定容積率300%の地域)

は、特に土地の高度利用を図るべき地域として、

都市計画で定められた地区であり、日影規制を 一

律に適用することは、総合的な土地利用のあり方

として問題が残る 。

従って、建築基準法に基づく日彬規制を、準工

業地域、近隣商業地域等に対し、府下一律の制限

とすることは、適当でない。

2 あり方をふ まえた施策等の方向

l ) 府条例の改正の検討

準工業地域等日影規制l未指定地域のなかには、

屑住環境の一定水準硲保が必要な場合があり、こ

のような地域については、法に基づく日影規制の

笑泌が必要な場合がある 。

このため、市町村が、土地利用の現状、将来の

土地利用の方向等を十分精査した上で、居住環境

の一定水準確保が必要とする地被については、地

域の尖状に応じて日影規制lが可能となるような対

応を j検討すべきである 。

2)  トラブルに対する対応

中高知1建築物をめぐる日照等に関するトラブル

の解決は、当該中高層建築物が建築基準法その他

の法令に適合している限り、民民間の紛争として

「司法機関」に委ねられるべきものである 。

しかしながら、 中高層建築物の建築が増加する

なかで、良好な居住環境の雌保を求める住民の要

求は線強〈、このため、 中高府建築物の建築に伴

うトラブルは多様化、複雑化してきており、こう

した傾向は今後ますます強まるものと予怨される 。

こうした状況に対応するため、市町村と連携を

図りながら、紛争解決のためのルールづくり、 y

ステムづくりを検討すべきである 。

3) 怨築協定制度等の活用

中高層建築物のなかには、日 !RI 問題等周辺の土

地利用の状況によ っては、周辺の居住環境に大き

な最長特を与えるものもある 。

このため、住民が自らの居住環境を保全してい

く建築協定制度や、市町村が、地区ごとにきめ細

かく制限を定めることができる地区計画制度を、

住環境艶備に| 刻する諸制度と関連づけながらその

活用を図るなど、地域の実状に応じた居住環境の

隊保に努めるべきである 。

3.建築基準法における日 影規制制度の課題

日i彬規制にかかる 中高層建築物は年々増加して

おり、法に基づく日影規制の適正かつ円滑な運用

が求められてきている 。 また 、日 影規制lを実施し

て10年が経過したが、その聞の法運用等のなかで、

① 「地盤蘭」にl刻する解釈、②高さをおさえた規

制lのがれの多発、③屋外広告物等工作物の取扱、

④既存不適格の取扱等の課題が指摘できる 。

これらの謀長Eについては、今後さらにその実態

等を把握 ・整理した上で、法運用の合理化等につ

いて検討を進めるとともに、法改正等国レベルで

の対応が必要な課題については、国に要望等を行

っていくべきである 。

・大阪府 日照対策検討委員会

江村 利雄 大阪府市長会主主設部会会長 (高槻市長)

金井 弘次 (財) 日本建築総合試験所事務局長

紙 野 結:人 大阪大学工学部教綬

川山 手l上雄 大阪府立大学名誉教授

斎 藤 平II 夫 大阪市立大学」二学部助教佼

住 111 品二 大阪市立大学生前科学部教校

訂1J 1 *ii子 '1'子凶短期大学教授

ｾｲｮ＠ ｾｴ＠ 大阪府町村長会行政部会部会長 ( 品本町長)

松山 誇 育 大阪大学法学部教授

光山奇 育手1) 大阪工業大学教授

矢嶋 1'-f夫 (財) 大阪科学技術セ ンター常任理事
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建築工事積算通信教育講座開講一一( 財) 経済調査会

Ｈ Ｑｉｾ ＧＩ経済 調査会Ｈ理事長 ・ 村 山 幸雄、建設省 ・ れているが、我が国の大学、工業学校、専門学校 l調 講 平 成 3年 4 月から

経済企画庁所管) は、今年 4 月より「建築工事械 などの教育機関では、体系的な教程が設けられて 入 講随時入論可、入講より 1 年間受講

算通信教育講座」を 開講した。同講座は、昨年10 いないのが実情。 受講対象 受講資絡は特に必要なし

月に l潟青島した 「土木工事積算通信教育講座」に統 また、発注機関の地方自治体にも積算業務の経 受講期間 12カ月

くm算講座となる 。 験者が少なく、体系的で笑務的な教育の必要性が 教育方法 テキストによる向習と添削及び質問方

「建築工事積算通信教育鱗座」は、( 社) 日本建

築. f1' 1 Z ，) : 協会で、テキスト執俗、技術監修を行い、

これから積算を始める人、系統的に学習したい人

などの初級者が対象て¥募集 ・運営は、( 財) 経済

調査会で担当。

受講資格は特に問1わない。受講期間1は12カ月間、

受講料は 8 万円。

口本講座の狙い

(1) 設計図啓から「建築数量積算基準」に則って

建築数iii; の計 iJIIJ . 数量拾いができる 。

(2) 建築仰li 額を求める上で直接的に必婆となる仮

設 ・単価 ・共通貨などの知識を得る 。

(3) 関連する知識として概算手法 ・コンビュータ

ーによる積算および建築設備等の理解を求め

る。

叫ばれている 。

口建築工事積 ｾＺ通信教育 ー 講座テキスト桃成

第 l 編 積 算 概 説

第 2編 仮 設 、 土 木 、 地 業

第 3 編駆体( 1 ) コンクリート、型枠

第 4編 駆 体(2) 鉄 筋

第 5編 駆 体(3) 笠式構造

第 6編 駆 体(4) 鉄 骨

第 7編仕上( 1 ) 間仕切下地、外部仕上、開口部

自H 編 仕 上(2) 内部仕上、木-.-

第 9 編 木造( 軌組構造による戸建住宅)

第 10編 まとめ、値入れ等

第 11編 諸 経 費 、 契 約

第 12編 建築設備、概算手法等、コ ンビューター

平賀ｾＺ

教育方法は、受講者に毎月テキストが送付され、 副テキスト 建築数量積算基滋

その容のまとめ問題の添向Ij を毎同提出し、質問を 教材用図而

所定用紙で行うことができる 。 ザ ・せきさん

H乍年 7 月に建設大臣認定として「建築積算資格 口' 受講袈領

者制度」が誕生し、「建築積算」の重要性が注目さ 講 座 名 建築工事積算通信教育講座

式による組合せ

テキスト 上記

受 講 料 80，000内( 分割lの場令8，800x  10回払

同体割引 (同一事業名のみ)

5 人以上 9 人まで 5 %引き

10人以上10%引 き

募 集 人 只 初 年 度350名程度

申 込 み (JIオ) 経済調査会

本 宮I1 東京都中央区銀座 3 - 15- 10 

T EL  03-3542-9291(fり

関西支部大阪市北区堂山i町 1 - 5  

大阪合同ピル

T E L  06-312-7221 

技術監修 (社) 日本建築積算協会

推薦団体 (社) 全国建設業協会

( 社) 全問中小建設業t h! ，会

(社) 日本建築士事務所協会連合会

( 社) 建築業協会

- だれでもわかる - すぐに役立つ - いつでも受講できる

. テキストの構成

第 11辱積算概要

第2 編仮設、土工 ・i也業

第 3 編 く体 1 コンクリー卜、l j ¥I 符

第4 綜 く 1本2 鉄筋

第 5 師事 く1本3 壁王tl 品造

第6 霧 く 体4 鉄骨

第7 綜 仕上 l 間仕切下地、外部?仕上、関口部

1il 8辱 仕上2 内部仕上、木工

第9編 木道( 事由組備造による戸建住宅)

第10編 まとめ、 1直入れ等

1il IL l 幕諸経費、契約

司自 12惇 建築設備、概算手法等、コンヒユ ータ積算

体系的で実務的な積算講座

発注機関・受注業界の職員教育に

添削指導と質問回答方式による

実践的な講座です。

土木工事積算

通信教育情塵

- 建設機械経費の積算

・数量積算の方法

・直接工事費・間接工事費の

算出事例

・施工条件明示設計変更について

・設計事例による総合訓練なと

。受 講 期 間 12ヶ月 ( 1編 にっさ 1ヶ月 3ヶ 月 延 長 可 ) 10受講期間 9 ヶ月 (1章 同 1ヶ月、川 延長可)

分割払い・団体割引もあり
受. 料/ 一括前納 8 0，0 0 0内( 税込)

財団法人経済調査会関西支部
干 530 大 阪 市 北 区 堂 山 町 1 - 5 大阪合同ビル

宮 ( 06) 312- 7221 F A X ( 06) 312- 8401 
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第 3 回 公 共 建 築賞 公 募 一一(社) 営繕協会

公共建築11は、優れた公共建築を表彰すること

によ り、公共建築の総合的 な水増の |向上にぬ' 与す

ることを 目的とするもので、公綿協会が1I !:l和63年

に創設し、 l 年おきに実施している 。

口 対 象主ｾ築物

11の対象とする建築物は、同家機関、地方公共

団体または政府関係機関、もしくはこれに準ずる

機 関 が実地した建築物、 Ｚ［ ｈ ｾ びにその 他 公共性の向

い建築物で、昭和59年 4 J=] - 1I I:HU63年 3 J  1のIBIに

竣工したものとする 。

口1't の種類

(1)  公共建築n

次の 3苦I1門ごとに、総合的に lti ｢ 優れた主ｾ築物

を、主住吉it 大臣表彰とする 。( 但し、該当する建築物

のない場合もありうる 。)

1  ) 行政地設部門

2  ) 文化地設音11門

3  ) 生活地殻部門

(2)  公共建築11 . 特別n

特に優れた特徴をもっ建築物 2l [ 内外を、 ill 設

大臣千f房官庁? 守締官11長表彰とする 。

(3) 優秀賞

優れた建築物を常絡協会会長表彰とする 。

口表彰対象者

表彰の対象者はつぎの 3 者とする 。

1  Ｉ事業 者または主ｾ築 主もしくは 地設符ｊＡ ｬｩ 才 ［

2  ) 設計新

3  ) 施工ポ

口応募の方法

(1)  応募 ｲｪ ｊ 込みは常絡協会会 Ｑｾ て Ｇ ｉ ｪｾ 墳の表彰対象

告のいずれかが行う 。' 良・絡協会の会員 でない場

合は、常絡協会A 会只の推薦を必要とする 。 い

ずれの場合もあらかじめ他のよ杉対象者の f 解

をえる 。

(2) 提 出mn

1  ) 中込書 l 昔11

2)  Ｑ じ 基ｾ ＺｊＺｬ ｬｩｆ￞ｉ 1昔11

3  Ｉ 建物説 明 ｩｾ ｪＺ 1  ifl l  

(上記m紙は' 日・純 |励会に [11込めば送付)

4  ) 若手脊朋資料

務奈川?資料 は、図 l而、 Lj : J 'J:. ( キャ ビネ 判以上10

枚以内) および説明性 ( いずれも既発表のコピ一

等でも 可) のすべてを A 3  '1'11のク リヤーファ イル

1  iIIトにと りまとめたものとし、 Id録を送付する 。

(3)  応募に関する費用は、応募者の負 担! とする 。

なお、恭平正資料は、蒋1 f . 終 n走希望により返却

する 。

口応募の締切

平成 3 年 6 月10H  un 

口提 出先

応募する建築物が所在する地) J の常絡協会地区

事務局

口審有

(1) 寺存在は、第 l 次審査および1 ; f l 2 次審伐の 2 段

102 組築と社会/ 19915
1'-4 JI ザ

階によ って行う 。

(2)  第 1 次総授は、各地区の審査委貝会において、

各地区ごとの応募建築物について、書類審査お

よび現 地 ｴｊ ， ｾ 在により、 Ｓ 点以内 Ｈ 但 し、 ｼ 品 ｬ 束地

区は 5 点以内、近畿地区は 4 点以内) の受賞依

宇IIi 控築物を選考する 。

(3) 第 2 次: 群発は、公共建築質審査委只会におい

て第 l 次存在によ り選考された建築物 につい

て、:5類審査および現地調査により受賞・建築物

を選考する 。

(4)  稼査は、次にあげる似点による評価 で行う 。

1  ) 企画、設計、施工が優れていること 。

2  ) 地域社会への貢献が著しく、文化性が高いこ

と。

3  ) 地設管理li 、保全が良好に行われていること 。

口表彰など

(1) 受賞建築物が決定したときは、当該建築物の

応募者に通知するとともに、建築関係の雑誌、

新聞などに公表する 。

(2) 表彰は、平成 4年 5 )- 1下旬( 党総協会通常総

会の開催日 ) に行う。

(3) 受賞者には、1 ' i ・状を則るほか、公共建築11ぉ

よぴ公共ｾ築 ＱＱ Ｎ 特別 ＱＱ の受賞建築物に取り付

けられる銘板を焔る 。

ｄ ｾｩ＠ 3 回公共建築1 ' i・審査委貝会委貝

委只長 戸Ifj.、義信 ( 建築家 ・東京大学名誉教授)

委 只 内: 11:11召j畿 (建築家 ・内井昭蔵建築設計事

口li l] 合せ

務所主宰)

近 江 栄 ( 日 本 大 学 教 授 )

木村治美 ( エッセイス ト・共立女子大学

教授)

厄! J ; t壮太 (建設大臣官房官庁営繕部建築

謀長)

日11符秀術 (東京大学教授)

永井治一 ( 東京都財務局常給部長)

(社) ，常絡協会

干 102 東京都千代 l到区平河町 1 - 7  - 20  

平河町辻 IHビル

T EL  03- 3234-6265ff ¥j 

F A X  03- 3239-3786  

村野藤吾生誕百年記念

パーティ

往築家 村世lJV握手寺が生誕して百年になるのをj ( J j

に、 村野藤再生誕百年記念会 ( 委員長 ・菊竹I15訓)

によって各純の記念行 ・J' ;が:企画されている 。

その幕開けの行事として、村野藤手ミーの誕生日に

先だち平成 3 年 5 月11 日ωに、生誕百年記念パー

ティが村野藤再設計による千代田生命本社ピルに

おいて開催される 。

当日、同会場において 同建築の見学会、菊竹消

却|氏の記念講協会「国際化時代をむかえての村野

藤吾」があわせて企画されている 。

参加希望者は、下記まて持文;5・で 11月い合わせのこ

と。

と き 1991>f- 5 月11 日U:)

記念講江ii AM11 :  00- 12  :  30  

記念パーティ P M 1  :  00 - 3  :  00 

と こ ろ 千代凹生命本社ビル (東京 ・中 '=1，ＡＡｾ Ｉ＠

参 加 賀 記念講演会 ｾＡ｜ｆ，料

記念パーティ 10 .000円

申 込 み 村 野 藤 吾 生 誕 百 年 記 念 事 務 局

問い 合 せ 東 京都 "1' 央区銀座 2 - 6 - 4

フ。レイ j f イドピ/ レ

開建築情報システム研究所

T E L  03- 3561-4644  

F A X  03-3561-4640 

国家資格に直結するものと

誤認 しやすい講習等について

最近、国家資格の名称を表示し 、これに直接関

係すると誤認させる内容てー誹智会等の受講の勧誘

を行い、これを主催する民間団体と申込み者の IHJ

で諸々のトラブルを起こしている 。

トラブルの原因は、勧誘者が園、 地方公共団体

等の名称を使用し、屯話、ダイレクトメール等に

より申込みの期限が迫 っているとの印象を与える

など巧みな方法で相手を信用させている点、及び

勧誘を受ける者が国家資格についての知識が十分

でないため安易に申込みをする点にある 。

このようなトラブルがこれからも続くと思われ

るので、現在の建築関係の同家資格をつぎにあげ

る。 なお ( ) の 中は試験笑施機関。

口建設業法に基づく国家資格

- 建設機械施工 (社 ・日本建設機械化 協会)

・土木箱工管理( 財 ・全国建設研修センター)

・建築施工管理 (財 ・建設業仮興基金)

・屯気工事施工管理II (同上)

- 管工事施工管理( l lt Ｎ 全国主ｾ設 研 修セ ンターＩ

造図施工管理 (同上)

口建築士法に基づく 同家資絡

一 級 建 築 士 ( 財 ・建築技術教育21f 及センター)

・二級建築士( 同上)

- 木造建 築 士 ( 同上)

・建築設イnll 資格者 ( 同上)

日清e化槽法に基づく 同家資格

浄化粍lj 設備上 (財 . i守，化科Ij 設備士センター)

歌一洋講演会

一一歌一洋の世界

と き 1991年 5 月16日同P M6  :  30 - 8  :  00  

ところ ガラスプラザ大阪コミニ ュティスポ y ト

オケージョン (大阪北区中崎 2 - 4  - 12 ・

権問センタービル 1 F )  

入 場 料 無 料

主 催 旭 硝 子 ( 附 大 阪 支 庖

問合せ ガラスプラザ大阪 T E L06- 373- 9000



中高層ハウジング提案募集

一 一建設省住宅局住宅生産課

往設? i では、深刻化する校能労働者I不 足 と こ れ

に f'I'. う往設コストの J .11や 工JYlj 笠延に対処すると

ともに 、日! 変化 ・多様化する il'i'l'i 者 の ニ ー ズ 及 び

新たな u寺代の要 .1，'1 1こ対応できる 1{ 1 日府f : i 宅 の 生 産

供給 y ステムの総介tnな|井m，: を行うことを目的と

して 、 「 中日用住宅 ｾｅＮ ｪｬｦ ｦ ｪｾＪＮ 合 同 ｊｬｴ ｩ 七 Ｗ ・ ロジェクト 」

を平 成 2 年度より スター卜した 。今 !日lの提 案 募 集

は 、こ のプロジ ェ クトの第 i ステ ップとして実地

するものである 。

今回の従来a' s 集については、つぎの内に fllXまし

た従来を期待する 。

(1)'1' 日用住とと処訟における企画から A' H持 ・1J : : 型ま

での- 1 ' 1 した生産供給システムの|例発企画 、設

計、 h'!fr 、地工 、品11持、' s' JAをつなぐ総令的で

- rr したシステムの構築。

(2)生産性向上や ，r，' ，t'l li'j 上のための技術開発、生産

ＢＱＧ Ｑ や品質をｼ向上させるための椛泣、設備、音 ｉｬｩ ， ｾ，、

地工における技術開発。

(3) 域境等との関係を巧1記したデザイ ンシステムの

開発。

共同地設、尚業施設等の複合機能をイTし、 1封の

i3t観との調和 lに;対応、できる、社会的なスト y ク

となる 中日層住宅の設計 。

('1  ) f j : み手のニーズを J 号隠したビルデイ ングンステ

ムの|制発。

fio機能の高度化を図リ、多品純少itI 生 産主事入肘

将の要望に采軟に応えられる内装日11，¥，'，Ji)'ーとビル

ディングシステムの ｬ Ｎ ｬｾｊ 発 。

従 来41J 長の内科

1  . 才，刷、 中iCi J荷ハウジング提案募集

2  主 催 建 設 符

3  実 地 組 織

( 1) . 1ド従尖募集の干i手術は、往設省に設置する 中高層

ハ ウ ジ ン グt!J:笑a' s柴簿一任委員会が行う 。

(2)専門的及び技術的観点からの提案内芥に| 射する

分析は 、建設符が<1' 高層住宅生産供給高度化プ

ロジェクト業務委託をする ( 財 ) ベターリピンク

カ Ｇ ｾｔ つ 。

4 日.f'，'

応 a' s 登録JYJll ¥l

説明会

質疑受付mjlHI

質疑応答司令発送

応4ft 図書締i-l;J J

若手 ft 結果発表

5  問合せ先

平 成 3 年 5 月 1 日- 5 月21 日

平 成 3 年 5 月14 日

、IL成 3 年 5 月22 1: :1- 5  H2 8 日

平成 3 年 7 月中旬

平 成 3 年 9 月30 1::1

千成 4 年 2 月28 1::1

往設省住宅局住宅生産謀

干100 東京 都千代川 区民カ' 限J 2 ー 1 - 3  

T E L  03- 3580- 4311 ( 内3933 )

T A K E NA K A  A R T  

F OR UM' 91 

竹中工務庖の f B OX A R T J 展も今回で 3 回目

を迎え、 30立方センチ= 一尺のポ ンクスに込め ら

れた空間作品も、 150点もの出品が予定されている 。

今回の展示場所は建設中の現場で、鉄骨やコン

クリートがストレートに締成する空間の迫力は、

!'.'.ef・4号を魅きつけると忠われる 。

口 ｴ ｪｦｈ ｬ ｬｩｊ ｾＱ 防 ｬ

91年 5 I J 24 日倒 - 2 6 日(11) 10 ・0 0 - 19 : 00 

オブジェ展及び建築現場に i悼む音によるインスタ

レーション ( 藤原和泊 )

91年 5 j-J 24 日ω 19 : 0 0 - 2 0 :  30 

オープニングコンサート f 20f i のピアノコンサー

トJ

口プ ロ グラム

l  スティーブ ・ライヒ : 6  fi のピア ノ

2  アルヴオ ベルト サラは 91オ だ った

3 .  ? イケル ・ナイマン : 7): .の踊 り

口l;f11催場所

. 竹 中工務脂 N - 6 作 業 所

大阪市北区中之山 6 丁目 ( T E  L 06- 441- 6300)  

. 問介せ先

竹1"1. 1 工務活設計部 ・松 Ll I 、川北

大阪市西区西本町2- 3- 10 ( T E L 0 6- 252- 1201)  

インテリアコーテ河ネート

の100ポイン卜

淡い色は天井を高く

企画 / 日本建築協会

インテ リアコ ーディネーターの必読書 11

町田ひろ子インテリアコーディネーターアカデミーがI音

ってきた新しい職能としての認識とコーデイネ ー ション

の実際的なテクニックをわかりやすい川ポイン トに表現.

(目 次)

1. インテリア コーディネーター前史

2. インテリアコーディネーターの仕事

3. インテリアイメージ

4 ，住まいやすさ ( スペース ・寸法) 5  住まいと色彩

6. カラースキームのテクニック 7  家具計画

8，ウインド トリー卜 メン卜・ライティングプランほか

9 . インテリアと女性と仕事

10. インテリ アコーディネー卜ビジネス

11. コーディネー 卜の学習術

〒600 京都i I i F) t - 区本ilt } ，{ 倫通商洞院東人

世 075-343-0811 娠 梓 / 京都 0-26789
C(株) 学芸出版社
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日本建築協会

月間の動き

平成 3 年 2 月 分

通 常 総 会

26 日 51侍 - 5 1時15分 於 本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 13名

議事 (1) 獄事 1 名選挙の件

(2) 本音11所属評議員 20名選挙の件

(3) 獄事並びに評議只重任の件

理 事 会

第 7 固定例理事会

26 日 4 1時 - 5 1侍 於 本 会 会 議室

出 席 者 佐 野会 長ほか28名

議事 (1) 平成 3 年度事業計画 (案) 決定の約二

(2)平成 3年度収支決算 (案) 決定の件

(3) 専務理事重任の件

(4) 入退会者承認の{ 牛

(5)報告事項

編 集 委 員 会

第14回 rbei ngJ 幹事会

1 日 711寺- 8 11寺 半 於 本会会議室

出席者 北村幹司エほか 2 名

議I]J争 rbeingJ 報告と今後の企向

第11 回会員企画小委員会

5 日 6 時 半 - 81待 於 本会 会議室

出席者 向田副委員長ほか 7 名

議.4: J玉 シリー ズものの報告と掲載予定

第11 回作品作風小委員会

7 日 61時半 - 8 時15分 於 本会会議室

出席者 宮下副委員長ほか 3 名

議事 (1) 最近の作品掲載状況 ・予定報告

(2)  r新建築調査表」の作品選定

(3) r  Gal l ery  j 内容報告及び今後の予定

(4 )次年度 「新建築調査」依頼について

第11 回編集委員会

14 日 4  1時- 61時 j庁本会会議室

出席者 北 II I i かはる幹事代行ほか 4 名

議事 (1) 2 月号 「オフィス ・プレ ジャー」・「建築

の風景」特集経過報告

104  

(2)  3 月号 「東海文部」・「きんで' k J 特集経

過報告

(3) 4 月号 「建築家のための設備知識ー商業

施設t : ! j 特集経過報告

(4) 5 月号 「今 、京都J (仮称、) ・「大建設計 」

特集経過報告

l.I! 築と 社会/ 1991年 4 月号

(5) 6 月号 「建築と土木」特集経過報告 |  出席者 ゲスト 中谷俊治氏 ( アトリエ ・ファ

(6)特集、 シ リーズ、作品、その他企画、議室 | イ建築研究所)

(7)読者ア ンケー ト検討 |  松限主査ほか 2 名

第11 回広告企画小委員会 | 議事 (1) 作品展示

27 日 41時- 5 1時 半 於 本 会 会 議室 I  (2) 講演会

出席者 下 村岡l委只長ほか 5 名

議事 臼) 3 月号「東海支昔日j .  r きんてe ん」特集広 I I  教 育 委 員 会

告途中経過報告

(2) 平成 3 年度独自特集企画、その他

(3)収支状況報告

第10回計画分科会一建築系ー

28 日 6 時 - 91時 於 本会会 議室

出 席 者 上 杉 幹 事 ほ か 7 名

議 事 平 成 3 年 5 月号 「今、京都」特集の検討

事 業 委 員 会

第 12回若い会員の集 い「関西の祭事」研究会

1 日 6 時半 - 911寺 於 本 会 会 議 室

出席者 大 森主査ほか 2 名

議 事 (1) 原稿のつき合わせ

(2)写真のセレクト

第 1 回ハイタ ッチリサーチパーク見学企画分科会

7 日 61時一 71時 半 於 本 会 会 議室

出席者 三好副委員長ほか 3 名

議事 「ハイタ ッチリサーチパー ク見学会」の企

函について

第 7 回広報小委員会

12 日 6 時 半 - 91時 於 本 会 会 議室

出 席 者 原 見 高IJ 委只長ほか 9 名

議事( 1 ) 前回事業委只 会の報告

(2)第 l 分科会からの報告と今後の企画

(3) 第 2 分 科会か らの報告 と今後の企画

第 7 回リゾート施設見学分科会

13 日 61時- 8 1時 於 本 会 会 議室

出席者 中川 怜ZJ'. ほか l 名

議事 淡路島 ・リゾート見学会の企阿

第 13回若い会員の集い「関西の祭事」研究会

15 日 6 時半 - 91時 於本会会議室

出 席 者 大 森主査ほか 4 名

議 事 原 稿 の 最 終 チ ェ y ク

第 B 田原 広司氏作品展、 講演会企画分科会

20 日 7 時 - 91時 於 本 会 会 議室

出席者 ゲスト '1"谷俊治氏 ( アトリエ ・ファ

イ建築研究所)

松限主査ほか 3 名

議 事 (1) 展示パネル、説明パネルの検討

(2)作品搬入 ・織出の検討

第 5 回広報第 2 分科会

20 日 61時 半 - 81時半 於本会会議室

出席者 原見副委只長ほか 3 名

議事( 1 ) r話題建築を 聞 く」

(2)  ｲ ｇａｌｌｅｒｙＧｍａ ｾ Ｏｬｩ ｩ ｬￎ￭ビデオ映 写 会 」

第 B 固広報第 1 分科会

25 日 61時- 8 1時 於本会会議室

出 席 者 奥 村 、 帰 古11幹事ほか 3 名

議事 「神戸ハーパーラ ン ド・海へのフ。ロムナー

ドと街づ くり j (仮 称) について

第 9 回原 広司氏作品展、講演会企画分科会

28 日 7時 - 9 時 半 於 本 会 会 議室

第 3 回工高生教育小委員会

5 日 5 時 - 7 時 於 本 会 会 議室

出席者 中野副委員長ほか 6 名

議 事 次 年 度 工 高 生 デ ザ イ ンコンクール( 第37回)

の検討

第 4 回講習会小委員会

6 日 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 ゲ ス ト 藤井孝安氏 (大林組)

水落利 fliJ 氏 ( 11 )  

金 田副委員長ほか 3 名

議 事 (1) 建築工手喋務講習会テキスト見直しの報告

(2)テキスト見直し ・改定作業の検討

建 材 委 員 会

第 B 回委員会

13 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か 11名

材料説明 ウオールスター Ｈ 磁務自，ｾガラス建材 Ｉ

担当/ 猪野委員

今後の検討建材

・ケラミ ッ ト (大型陶装板) / 猪野委只

・ノ- " 7 ッ ドタイル ・カラ ーマ ッ トフィルム/

西川委貝

.  i容融亜鉛め っき ' OM一ZP処 理/ 三輪委只

. 天然スレート屋線システム/ 緒野委只

出 版 委 員 会

第 9 回委員会

21 日 51時- 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 6 名

議事( 1 ) <プロの ノウハウ〉 と特装本の経過報告

( 2)今後のテー? と執筆者選定について

(3) プロの ノウハウ講座 シ リーズについて

建 築 ク ラ ブ

第 226回朝食会

12 日 8 1時半 - 101時 於大阪グラ ン ドホテル

演題 「蒋介石の遺産処理に追われる台湾」

講 師 伊 原 吉 之 助 (帝塚山大学教授)

出席者 57名

見 学 会

アシ ックススポーツ工学研究所・人財開発センター

21 日 21時 - 4  1時:

参加者 71名

・建築概要

所 在 地 神 戸 市 西 区 高 塚 台 6 - 2  - 1  

設 計 施 工 竹 中工務J苫



話題建築を聞く

ｉ｛ｾｲ｡Ｎ｝ ＺｨｾｦＡＧｦ｛ Ｎｊｾ｛＠ お知らせ l

第 10回大阪東京海上ビルディング

6 日 2時 - 41時 於 本 会 会 議室

参加者 43名

ビデオ映写会

20日 6 時半 - 7 時55分 於 本 会 会 議室

( 1 ) 伊東笠雄 r Ｉｩｾの町の建築家たち 」

(2)業 祥 栄 「人と自然と技術のイ ンターフェイ

スデザイン」

参加者 36名

2 月の入会者 (敬称時)

〔団体会只 I 社〕

大阪化工側

E. L. ライト展

一 一 大 阪 、 京 都 で そ れ ぞ れ 開 催

我 が図て寸l企も知1られる外国人，建 築家 、フラ ンク ・

ロイド ・ライ トの建築展が、このほ ど大阪と京都

でそれぞれ開催された。

大阪でIl日かれたのは「生きている往築 フラン

ク・ロイド ・ライトの世界」展( 主催 F. L. ライト

財団、 F. L. ライ ト展実行委只会、デルファイ 研究 所

他 ) で、 3 月下旬 より大阪 ・北 区の糠|刀 セ ンター

ビルで1)日{佳された。

同展は、ライトの研究で知られる樋口 清氏 ( 東

京理科大学教授) ら が協力し、ライトの建築理念

である、午T機 的建築' を紹介するため、ライトの

4 のアイデア 「箱の解放 J r敷地 の性質 J r材料と

いうもので展示されたのは、主要作品の設計図 ff日、

模型、 ドロ ー イング、家具など約200点、及びE .

J ' カウフマ ン事 務 所室 内の復元作品。

同美術館でこのような建築展が聞かれることは、

建築がアートとして社会 的評価 が高まるひとつの

現われと期待される 。

海岸通移転オ ーフ。ニング展

AD&Agal l ery 

大阪 ・本町 で 5 年 1111、展覧会て'frっていたアート

ギャラ リー rA D & AJ (竹村J陽子氏主宰) が、この

ほど大阪港ウォ ー ターフ ロン トに移転、記念、のオ

ープニング展を 開催する 。新ギャラ リーは、注目

の海遊館にも近〈、大正時代のレンガ念を利用し

た面白い場所て¥ その空間を生かし、今後どのよ

〔個人会員 7 名〕
工 法J r民主的な建築」の各項目に分けて展示。 ま うなイベントを行っていくか楽しみだ。

多胡 卓 西 倉 市 蔵 馬 渡 勝 昭
たライトの代表作である 「ユーソニアンハ ウス J • r海岸通りレ ンガ倉オープニ ング展 」

(ク ボ タ ) (斡踊エンジニア 1) ン列 (竹中工務庖)
が笑物大で再現し、鑑賞ー者が空 Ii U体験を実際にで . 会期 91年 5 月17日幽 - 5 月24日ω open

八木 - 111; Y ON G Y U TH  雑 賀 茂光

lれ駿孟締釧) CHI EOJAROENVONG (布告11建 設)

中原 吉 春

るようにしている等、 ライ トの思 恕 を伝えるた 91年 5 月27日明) - 6 月28日ω By A  

めの機々な工夫がなされている 。 pOl l1t ment

( カナヤ建築) 一方、京都国立近代美術館では、 4 月初めより ・場 所 大 阪 市 港 区 海 岸 通 2 - 6  - 15住友倉庫

〔準会員 2 名〕 「フランク ・ロイド ・ライト回顧展 J (主催 京 都 レンガ念310号 T EL06- 576- 1491

官官 誠 治 橋 村 克 己 国立近代美術館、日本建築学会、毎日新聞社) を ・出展作家

(大 工 大) ( 大工大)

催した。 中西 学 、古 凹和央、草間吉吉雄、 繍 fll i秀実、

同展は 、人間 と建築の調和的な関係を追求した 相原美紗など23名の気鋭の作品が展示。

ライトの業紋を、今日的な視点で再評価しようと

G3 司全図書庖で好評発売中/

建 築 技 術 建 物 の 劣 化 診 断 と

4 月増刊号 補修・改修工法

.  .  .  .  .  .  . 特集. .  .  .  .  .  .  

! &t i/J の 劣 化 状 態 をどう 11 倣に，診断 す るか、 11 し

い納修 . c:文修 1. Ｇｉ ｾ の Ｉｪ ￬ よなど 、日 Ｑ ［ ＱＺ ＰＩｉ ｊ Ｎ l .i 1:日IJ

に フロ ー チ ャー 卜な ど で わ か り や す く 解 1;札。

折 笠 膏監 ｾ A4判 296頁 税込定価3.500円

建築技術者のだめの iXflDtiYt!J ガイタ‘ ンス
建築構造問題快答集圃

建築構造設計に携わる 技術者が実務の 1--で遭

遇し た疑問に対し て、明快に回 答す る他に知

書: を見ない Q&A シ リーズ第 14巻。

石黒徳橋j 監修 A5判 296頁税込定価3.800円

復旧事例による

耐震診断・補強設計の実務

既存および被災 した R C建物の診断と補強計

画・設計・施工のノ ウノ、ゥを わかり やすく 解説。

建設省建築研究所

広沢雅也 ・山崎 硲監修 A5判 572頁 税込定価8.500円

株 式 会 社 建 築 技 術

〒151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ビル

TEL. 03- 537卜3811 F A X. 03-537卜即日2

X 形配筋は，部材のせん断力のほ

とんどを主筋が負担するため，せ

んだん補強筋が少なくてよいばか

りでなく，部材をスレンダーに抑

えられます 。行政面ても一般的な

工法 として使用できるようになっ

たとはいえ，まだまだ馴染みも少

なく 戸惑 いも 多いようです 。

今回の特集では，この X 形配筋を

意匠設計者にも理解していただこ

うと，その設計と施工法を 基本的

な事項を中心にやさし く解説する

ものです 。

1 . 構造特性はどんなもの?

n. 設計・施工はむすかしい?

m. X 形配筋の可能性

/ 業 界の発展を望んで

町. x形配筋Q & A

遺蹟

新・固定モーメント法

変形と剛性 信 画

限界状態磁針法

/ その可能性を求めて

匝亙E
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「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和46年~平成 3 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シ リーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ー? を選んで掲載してきた。売価は 980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

*  ｉ ｾ 次分

巻

号
2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12 

住代宅 60年

事 .  .  咽陣 司島 調跡 .  咽陣

*  

司陣

昭和46年
の総指と

者1¥市 エ ネ l レ

往 築 基 準 法

行1¥市 生 活 企画と設計

解 体 工 学 都 市 と 港 湾

転 換 期 の ニ 秋 ｩｊｾ ! 也叙 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

(52集) 70  年 望代

ギと無公害

と み ど り のプロセス ュータウン と 良 災 建 築 生 産 ￬ｾｦ 年技術名 レジャ ｾｉ ｈ｝

の ! 展

化 ビ / レ

冬 JUI オリン
ー- ー-

司民
咽陣 .陣 .  .  

*  

.  判ド

昭和47年 600号 イ ンテリア 者1¥市 交 通 量 産 住 宅 者1¥ 市 住 第 19 回 北 陸 の

(53集)

ピ y ク と

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題

水 利 用

の 設 備

一 般 号

環プ境ロへー の

者1¥市 防 災

青 年 技 術 者 新 建 築

キL 申見

( 桂中学) ア チ

咽臥 .  .  .  
*  

温凪 .  省与 .  
ng布148if- }止」ヒニュー 大 阪 大 林 ビ レジャーと 大 阪 国 際 ビ 老 人 住 宅一建 築 新 用 途 地 域

仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨーーロ ッノマ

建 築 教 育 タウ ング〉 コ m造 と 施 工

青 年 技 術 者

<1)  

(54集)
施ミュニテ 設ィ

jレディ ング 地 設 Jレディング コミ ュニティ 家 の す ま い 市l と 環 境
まちづくり

ー-

“  

!CtJ .丸市f街地
ー・

建築生産と 高 層 プ レ ハ ‘・ ー-

司凪

l昭和49年 歴 史 的 明 日 の 北mニ ュ ー ビ/ レの省 度 線 防 水 工 第 21 1副 ピル防災に

(55集) 環 境 保 全

建 築 は
保 養 所 作品 の 住 宅 地 流 通 機 構 の

エネ l レギ化

プ 住 宅 の み ど り

事の失敗対例策
背 年 技 術 者 関 する 12章

どうなるか
盤 jnil の 方 策

タウン計画

変 容 構 造 設 計

とその

ー・ .  PC 板 を
ー・ 建築とプレ 生 活 排 水

酒"

.  咽臥

H自利50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 者1¥市 の 景 観

ストレスト 処 理 施 設

人 n¥1 環 境 騎音対策と 第 22 医l 集 合 住 宅 の

(56集) 新 建 築 と 施 設

と し て の

防 音 材 料 青 年 技 術 者 設 備

工 業 化 住 宅

建 築 ・ 法

コンクリート の あ り 方

ターミ ナノレ

ー-
喧民 .  司院 電陣 電陣

‘  

2・
‘ー

調.
設 備 か ら み

昭和51年 証 言 '76ー 建 築 基 礎 椛

医 療 胞 設

床 工 法 建築防災と

市 街 地 準 備

工場建築と 鉄 骨 構 造 の ｾ住体の 結 22 防 止 第 23 回

た 建 築 の

(57集)

建築デザイ

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント

ハ ー ドと 対 策 と

青年技術名ー

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  兵 庫 県ー そ - 日本建築協会 コン クリ ー .  
‘  ‘  

埋立地におけ
日 本 住 宅

唱陣
建 築 に お け

調.

昭和52年 デザイ ンの

の 風 土 と 建

ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身 障 者 総 設 照 明 設 備

る構造問題一

公 団 と

ミニ 乱 開 発的

る省エネ l レ

第 24 凪

(58集)

動 向一部 分

- ニ ュ - 7  理 と 行 政 指
法

大阪南港と戸
か ら 計1I日回 青 年 技 術 者

と 全 体
築 ・ 建 築 界 ウンの 管理 導 の 方 向

屋浜を例として 話l 築 作 z日1
ミニ 発 へ

ギ ー 化

デ ザ イ ン

‘  
医 療 施 設ー

.  .  
組 合 方 式 に CAD ー

事
ョ.

昭和53年
の 動 向 ー

水

病院主I ! 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 渓 設 計 青 年 技 術 者

ン トラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ン ビュータ

羽.
‘ '  ホアノレ建築

.  ー陣
.  咽陣 .  場院

昭和54年 転 換 JUI の 大 阪 南 港 ポ

商業 ｾ IHJ 

コンク リート

日最多規 制 と ↑ 71 報

農 村 施 設 の 建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 担l 設 業 の

(60Jt¥)  再 開 発 ートタウ ン の ひ び わ れ 変 貌 強 度 の 検 討 まちづ くり インテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

シ ス テ ム

80年 代的 信$13 

咽島 .  羽.
ー院 .  

‘・
.  .  制民

設の計新の耐ため
昭和55年 - 寺桂の省エ平

- 安事最近井控町担行控襲

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 者1¥市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装 . 11百回青年枝術者

rli と他 集

・ル建ギ築ーの金趨物勢 - 所聾作苫品計事集

. e慢にたつマン

(61Jt¥)  ま ちてプ〈 つの 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニテ ィ 施 設 の 設 備 まちづく り 吹イ寸仕上材
ノヨノ 嬢合住 E 設 計 援法

世正史 と}止句1

.  .  .  
‘  

.  
安災を害全 と法 -

‘  

.  
'  

.  .  障 害 者 の 暮

昭和56年

一中国北市の京計論 文の

ポート ピア
台i>fr計設まわり

ンーリング
都住市 住 宅

出 E 畠 rli聾備 公 Jil I仕切J監 の 第 28 回

戦 能 論
の 函 な 環 境 ま い 手

- 瞳畢衝と風 デザ
団 関西における らしやすい

イナーのために

(62集)
者自 画

'81  
と 備

材 の 知 識

め ざ し て か ら の 発 恕 e s 撞虚計作品 聾

ｬｉｉ ｾ ｩ ｓｬ舗 を Ｇ ＱＧ 也、と 性 能 評 価 青 年 技 術 者

した軒f 間同世嗣 環 境 と 設 備

調酔 .  .  事

*  

急 .  .  .  
- 位本にみるすま

測候 • I  

1I[l有J57.ij o 新 た な 商 業 省 エ ネ l レギ

医成制帯Z1医1B2療十包2生

近 畿 の 都 市 景 観ー 大 阪 市 庁 舎 音とホー/ レ 大 ス パ ン 昭 和 l 設 計 - 第 291!!I{f 風 土 ・空 気

I也 と まちなみ美

いとまちづ<'1
年 怯t事ij ;y"

(63集) 空 間lの 反日fI ー と関口苦1¥ I也鍛と J也質 ( 第一期) 建 築 構 造 作 品 集

- ォーエムホテ
- 地方向 J ￯ ｾ＠

と 人 nn

設 画 観 へ の 誘 い ルfI"ピル
舎 姐E 築

関 西 の 7 イコ ンの
.  

計画における 大 阪 駅 と 東 海 の 将 来 オフィス ・ プレストレス
.  

昭和58年

建 築 文 化 を 建 築 へ の

多様化 する 建 築 と
コミ ュニケー

ターミナノレ

維持管理Rと

と 文 化 を イ ンテリア ト(鉄筋) コン

' !II却由青年 I i 幅高

集 合 住 宅

(64集) 連 創H 也 設 品 質 管 理n
ンヨンとプレゼ

設 備 更 新

' .k l I i 国酷 文 化

と 生 活 TT

考 え る 利 用
ン7 ーシ ョン ピ ノレ 考 え る の 変 革 クリ ー ト1. 造

スポ_ ' ，/ ホー"

21世紀への ビ1レのリ 7 レ ill 設産業と
‘  

み ど り と そ - 那31 IiiJ j'PI '

昭和59年
関 西 ー魅力

関 西 の 超
y シュー 内外

住 環 境 と - まちの括性化 消防設備の 日前台化社会
技 術 布

光 応 用 シ ス

あるまち づ 装現補修技術の

ロ ポ y ト
と商業 空間

れをとりま 床 の 構 工 法

- ディテー ル

(65集) 出 府 ビ Jレ 法 制 度 - 京 師 駅 南 口 ポ イ ン ト と生活空1 ¥11 テムと建築

くりを! 日i う 状と発展一 !J }j 発 { アパンティ) 〈 人 々
の 且! . ［ｴｴｾ＠

.  • nlll 蝿式への置 情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 - 建築と水町 - 接 合 - 村 野 藤 吾

第 32 図
昭和60年

大 阪 湾 物 諸

東 海 の 現 在
11'" 軍音作式lI.

め ぐ る 建 築 れ が 生 み 出 ti!l ー最 近 の

大 阪 国 際 見
演 出

都 市 と 健 康

- 日建設計 の一 断 章

(66集) と 近 未 来

' 11 r; 鈎の象 畳
本 市 新 会 場

- 神戸研究学
ス ポ ー ツ w年 技 術 者

を号える
. r . I ¥市事情 す 文 化 ー 外 壁 材 料

図都市 作 品 - 東 海 特 集

これから町住雫 屋 般 そ の - 現代デザイ J
イ ンァリジ - 建 築 防 災 C A D - オ フ ィ ス

第 33 闘

イン テリア・ イ?

昭和61年 ー ポ ス ト

ェン トピノレ
自治体営繕 21世 紀 の 住 - 開 発

IIII - Imrli 噌 組合 デザイ ン と 壬ダニズム 10' と法 その応用と 空 間 の ステンンヨンと

(67集) - よれからの の建築計 ・設
と公共建築 居 と 設 備 - ツイン 21 青 年 技 術 者

t主主にみる
紫 材 時 点 1 : 佳 jiil 回 - 大阪市庁舎 展 開 制 成 リニュー 7 ル

昭和62年 創 立70周 年 陥i l i }J す る

. J貯古蔵車 ・保

室 内 の 行 政 建 築 家 ンティホテ 宝 塚 の

- 建物 と街並

第 34 回

入 浴 物 話 腐 食

相P回 毛d又凡

駅

み の 接 点

(67集) 記 念 号 東 海 へ
- 体大育阪府会立館

仕 上 床 の 可 能 性 ノレ の 設 備 街 づ くり
- 昭 和 設 計

背 年 技 術 者

作 品 集

- 枇弱地盤 と . ，空欄にお け .  
展中 国 地 方 の

司院
咽与

昭和63年 )1; il¥ るL C C と 挫 物 の 外 装
望 と

21世 紀 へ の 超 高 府 住 宅 - 大JIl 阪府営繕
- 第 35 凶 背

ホ テ ル 物 語 - 文化と伝統 リフレ y シュ 都 心 居 住 嗣l 振

- 合住宅の

年 技 術 名 1自賛テレビ

(69集)
東揖から - 東細他事臣事 リフレツンユ

ひろしまの
! 照 明 を 考 え る

1)7レy シュ

• 8  0  0 号A

の 報 告 続所作品集 ま ち な み 官己 念

昭和64年
- 竹中 に輔自 .  

行 力 化 の - 構 造 的官)J lt . tMi 環境側近
f設 近 の

? 2 ( をのせる 削 立 90周 年 - 色町 間憎 まちづく り 博覧会とま 者1¥市 環 境tilj 建 築 と
- 鹿島担位大阪 と肱0・H

第 36 回

平成元年
胃己 念 Ｎ ｾ区 梅町 た め の 材 料

主応住聾政I t - ユーザー書加

博 覧 会

輸 送 設 備 - リゾート 軒 也 艶 と と 法 ち つ' く り 造 と 設 備 I ア ー ト 青 年 技 術 者

(70集)
事 情 伝 統 技 待1 工 法

fflI M品臨 的ハウ y ング
ノマビリオ ン

司院 プ レ ハ プ
建築家のため .  

や わ ら か な - 都市町ナイ
.  

感 性 の 時 代

平成 2年 商 業 化 住 宅 ニュータウ ン 東 海 の 国際ｾｩＧＮと線 町 設 備 知 織 高 度 強 化

住ユ宅ー 管ザ理ー の・

ス・プレイス

- 閉 37 [111 

スケーノレ感 住 宅 技 術 の ー中肱模オフィス 一 般 骨l 的 多

- 兵庫県官綿

ヲ'f 勾三U: 縛i .l1 を迎えての

(71集) のデザイ ン ル ネ サ ンス 者J¥市 jit 観 の 博 覧 会 ピルによるケー 織 化 をめ ざ - 剥l :aJ;: 111叫1'"

現 在 と 未 来
ス 7 T ィー

し て 役割j の 1酔 み 凪唱 と厭世 外 装 材

新しい有1¥市 - オフィス プ 東 海 支 部 復
- 今、) j ' ，者11 建 築 と 土 木 施 工 材 料 建 築 紛 争

平成 3年 レジ f 一 . k 阪Jl( Jt: 掘 1:

空 間づ くり - 衝しい田市型 活 30 周 年 - 建築家のため

(72集) 冊づ刊 11 ビルディング の設 備匁I よ誼

- 瞳聾 町風景 きEEJU d，aLト- 一商A 摘位愉 (干定} ( 干定) ( 予定}
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テトカッパー防水眉
| カッパー防水帯 コ ィ ー タ イ ト オ ク ロ ン 防 水 務 I

資料をご問攻下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ｾ＠ ネ土

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3ー 7- 6(神戸 7 7 トクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811 -3610)

ｾ＠ .  - ＮＮーー、ｾ，，ｾＮＮＮＮＮＮＮヘゐ ｩ

興 凶1Lム 秦 机 抗 告 征

本 社東京書官中央区銀座8- 4 - 9 奥山ピル T E L 03( 3571 ) 2703側 F AX 03(3571 )0264 

大級事輔所 TEL06(391) 1081  - IFAX 06(395)11凹 名古屋出強所 TEL051(8川 )3660

横浜宮軍所 TELO同 (310)4831 FAX045(310)4765 庫 本 出 揮 所 TEL0461(11) 1761 向 X0461(13)  134 1  

埼玉宮里所 TELO叫 (774)18目 玉 埴 出 現 所 TEL0191(18)  08 78 FAX0191 (18)  1614 

ー唱. -• 
圃・• 

可・・ｾ . .  

司・....
ｾ＠

E・
園 田 Shutter 

本 キ土 〒 540 大 阪 市 中 央区 常 盤町 1 - 3 - 8 ( 日本 生 命 谷町 ピ ル)

T E し (0 6) 9 4 3 - 6 5 7 1 ( 代; )東洋シャッター株式会社
・東京/横浜/盛向/仙台/水戸/ 静岡/岡崎/名古屋/富山/大，章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社

日本写 植センター

，寧山写値センタ ー

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 ，草 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  

合 06(臼) 6) 1111代

含 ω9 2 ( 26) 4371 

宮 悌 68 ( 28) 4377 

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 唐

本 社

天理営襲所

⑥ 550 大阪市西区西本町 l ー 13 - 3 3

電 話 大 阪 06( 532 ) 代0461 ⑮ 550

理 市 丹 波 市 新 町 5 0

あ T

勺 ・T 叩

ゅ 二_ !.;

Z 一一阪 7  

崖門事RT

根 ζ 一選ク

工l ! L 区 ス

ま採雪美実

相ョf': I ァー

談 τＺ 巴 ｾ Ｑ｟ ｌ

は云 蚕 画 面

社 三一五
E  号 六四
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空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計 ・施 一

φ  

本 社

大阪支社

Ji 1; 可

託 業 i所

線 武 盲 目 Eヨ-r姐.......

制 1 1 W可 日 ーι 伺 号 JI' . L

東 京 都 港 区 浜 松 町 卜25- 7  電 話 ( 3434 )6171 ( 大 代 )

大阪市淀川区加島 卜 58- 59 '，u. 話 ( 302)2271( 代 )

北 海 道 東 北 . r，占 居 ー中 l五l ・九 州

釧 路 ー函 館 ・盛 岡 . Ii¥'i iR .  ，'jjl 岡 ・J;¥r.l 1  .  111

'

戸

電気・空調・ 衛生・ 防災・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 株式会社

*! ! i ・: >: 匝志社 干 650 大 阪 市 同 区 iu" 刷 1f ll 9酔25サ 11.t品 (06) 4" 8231  

東 京 本 社 〒 102 JI !';': r.u ｲ 代 ｭｲＧ＼Ｚｩｾ 1見2 J  ＱＱＱＵ 品 ｉ ｏ ｾ［ 官Ｈｴ Ｂ ｍＰＳ '3261  8231 

支 社 名 市 民 加問

宣 活 札制 flh fi 祈 山 大H . ｲＭｲ ｴ 楠ｪｊ ｾ .  -:"r， l/( .  ，;( /:11 ' 帥 /; . k Pl ! .1刈山

1;'; 1;，¥ . 山 t虫 館 ぶ

営 蝿 所 帯 広 1.1:J館 a・ii な 枕 111 盛 岡 山 鳩 lて'1 .  0'，1問 ー 叩 川 l l' . i;" 山

加 )e .  1ft 山 松 山 尚 知 ・ 北 九 州 ー鹿 児 印 刷 ; 蛸

出 張 所

海 外 支 庖

筏 栴 研 究 所

組 川 t-/，j  ，［Ｎｾ＠ .  111崎松，1 . ・ 1ft 品 1' 1則 lて 崎 太 叶 H 叫

干 354 J合五即人 IlI lml 二 片 町 x. (.1じ水井390 ?fr 地 屯1; ，" (()<I 92)58 1511 

空気淵手11設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備 ⑧ 

Jlf. ｾ＠ ，tl!: (ii ii 

ノk 処理施" 生

環 境 胞 設

三機工業株式会社

大阪支唐

本 庖

支 庖

φ  

取 締 役 社 長 向 谷 IJJ 二

大 阪 支 町 長 三 田村正Ｚｻｾ也

大阪市中央区北浜2- 2- 21 Ｎ ，￼Ｎ Ｂ，ｦ， Ｐ Ｖ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＳＰＷ ｊＨ代 ｊ ｾ

東京都千代田区有楽町ト4- 1 .iu.話03( 3502) 6111( 大 代 )

名 市 民 ・九州 ・北 海 道 ・" "五1.  ｊ ｫｾｴ＠ .  ｾｴｬ 被 ・ ｖＴＱ Ｎｬｩ Ｑ

空 気 調 和設 備

衛 生 設 備 設 計施 工

三建設備工業株ま審社

大 阪支 庖

本 社

支 社

大 阪 di ｾｴ＠ 1豆半l 悔凹T 3 許 5 ｾ［Ｍ i:IT I活 ( 352) 1  1  3  1  (I¥:I 

点J;( nrSII

'  

ｩＩＮｴ ｬ 夫 ＱＱ 本航蝋殺 ｾｬｲＲ ＭＲＲ ｾ芯話 ＨＳＶＶＷＩＳＴＳ Ｑ Ｈ 大代 Ｉ

:r， ，Ｍｴ ，Ｎｉｩ ｾ＠ 仙 台 ・札 似 ・! ム仏 . fi; ¥I 国1. 金 沢 ・新 潟 陥 ｈ ｾ

。
本 社

見r，j( 本Ji1i

大阪本18

主 1;1-;

' 託業所

ｈｾ＠ 1J< i叶

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃

大阪市中央区峻見2丁目 l番61号ツイノ21MI D7ワ -

JRJ;'; (，11新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル

大阪市北区西天満 Ｔ 丁目 Ｖ 番 Ｑ Ｘｾｽ

仙台 ・ 断浜 ・ 名 Ｘ 民 ・ 広 ｨＮＩ ・ ｾ，Ｇｯｉ珂

-・・

.... ・

-
1 式会社

札帆 京高11 . 事I，( i 絵 江

空 調

l!L"fi 06 - 9 4 9 - 1371 

i!L"，f;Q3- 3344 ー 1911

i!Lofi 06 - 363ー 1371

j'r .iU: 秋 m ・7点l河 大./;( . H 主ー川崎 . i;Hli .  ｾ，Ｇ ， ｽｉ＠ 利政 111 .

鳥取・間山 ー高松 ・下l則 ・熊本 ・鹿児};:j ' リl' 制

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよさ環境へ技術で挑む一 一 一

物 株 式 会 社 精 研
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IJ: 太阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号オートセン 7 ーピル 1 .  2階

郵便番号542 . ，L: "f ; 大阪 ( 06 ) 768- 5  0  3  1  ｦｾ＠ 2、

ノ〆テ+ ンス部 'ai. J!i 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  fl :よ

!J! ，主主! 万 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号 J J 2 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1  代 表

商昂は宇気ですo ¥! r-
圃 掴 黙と空気の工ンジ二 ? 一 一

〉ー〈J 551
・世

空 気 調 手 " どとさL 搬送機設備

給 排Jj，術生 、てτア 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘横式Z i : J .t

大 阪 支 底 干 530 大 阪 rl i 北 医 西 天 川 3 丁 l二1 6 番 1 4 号

.，lI:訴 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 ヰ土 干 10 0 点 点 都 千 代 111 区九のi 1 ' J 3 丁目 3 得 1 号

「冊凶........... 

氾 ぷ 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 . 織 豆 電 会 紙 大 腸 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2 7

本 社 東京都中央区京橋 2 T 目9

支 J苫 名 古 l宅 協 同

T E  L 06 (443) 8 0 7 1  

T  E  L 03( 3562)  1 3 5  1  

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガ ス指定工事会社・ 大阪ガス住設機器特約庖

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪営業 所

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 定 0 6 - 313 - 1846 

牧方 営 難所 枚 ｬ 子市 ＧｉＧｾ 回米町 Ｙ - 3  'iu. 0720- 49- 2128 

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中 ｩｾｴ 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支庖 ・営業所 筒問・京都 ・天理 ・川西・神戸

設計並施王

⑨日本管工業株式会社

本社亙草書E支庖

大 阪 支 1苫

三 軍 支 l吉

四日市営蝶所

滋 賀 営 換 所

点 都 市 南 区 西 九 条 la 回 町 2 0 番 地 の l

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜間l専用 ( 691) 1045 

大阪市北区天満 1- 5- 20 .，u. 話 ( 06)352- 350 l({ ¥j 

津 市 栄 町r 2  - J  J  J  屯話 ( 0592 )26- 361凶り

凶 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593)53ー7431聞

大 i lt 市中央 2 丁目 4- 28 電 話 ( 0775)22 - 9738( {ij 
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ｾ［長詰室長警護
本 社/ 干530 大阪市北区角田町 l番 l号( 東阪急ピル)

T E L  06( 313)1 101  F A X  06( 315) 日日50

。
電 気 工 事 設 計 施 工

織裏金量t
-圃・・・・

I . J  

7r' 司E

ーI
代表取締役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( : 堂ビル 5 階)

屯 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代〉

支 底 東 京 都中央 区 日 本 紙 茅 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

' i 1 L 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州|・ 泉 南 ・ 滋 ti 

電気訟備 .t十装制御歓備・空調設備・クリー ンルー ム設備・プラン ト段備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視シ ステム 設計施工

ゐ 三 宝 電 機 織 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

車 社 干5却大飯市北区西天. l S2- 6- 8湿ピ) v) TEL  00(364)1471・FAX 由(3倒)5533

東京支柱干1郎東京甑港区新112-16( ニュー新圃ピJレ) T  E  LIll (35Il4) 023H A  X  1ll (5ω )0168 

ｾ￵ＱＱ宣 活干 ＴＶＲ 名古置剤怪童犯 Ｍ Ｑ ＲＭ ＱＴ TEL051(矧 )5131・FAX051(914)7日5

持戸豆E 干65' 神戸市量E岩量年明1-1-9(工ピスピiV) TEL例制1 ) 5!i' 1・FAX閃 (871) 6161

堺研究所青銅大飯府締官ニ宝町七T3田 TELOn1(17)8<<)8・ FAX0711(17) 1似

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四-ー:::i!?)(株)副 O! J : J ! l C:

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布 防 水 . : / ート l山水・ モ ル タ J レ防水

・ 樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 種 樹 脂 注 入按 5官 補 修 工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 傾 倒 脂 注 入 ・充 填・ コ キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 ン リコ ン ・チオコーノレ ・ウ レ タン ・ア ク リノレ

・ 吹 付 工 事 アク リノレ ・リシン ・蝉 性 タイ ノレ ・そ の他

く〉建 設 業 許 可 大 阪府知事 許可 ( 般 53) 第 51225号

o日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  

J I¥和地所前町ピル201S  

TEL 06(315) 0  7  0  1  

線) 特殊技研

⑧嵩誕踊株式会租

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L( 06) 351- 5428刊

F A X(06) 351- 5299 

@ 這 暖 房m

d・F電_.......

③百普通指信事荘

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 [ o f ' 可 : 1: 11 唖:11

一一一誠 実 と 技 術 で お 応 え す る一一←

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役相長 相 馬 一 男

電 気 料 ⑤ 設 吋 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 賞 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京郷町5(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092 ( 771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大阪市中央区高麗僑 4 丁目 3番7号 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 目 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北海道 ・東北・丸 ノ内 新宿 ・神奈川・東関東・中部・九州

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

Master Build軒 s Tech町>l ogles

凋t モ.J " I J ｊ ・ ｌ 容量圏眉ｬＺ初Ｎｾ重言語量

白 書 マ ス ヲ ー ピ 凡 ヂ 弐 稼 式 会 員

志 社 . 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 TEL03- 3羽2・8813

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2.23( fd霊ビル ) T  E  L06-202-3294 

⑤ ＮＮ＾Ｇｌ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
J易手〆ヤ. ，. ' "' J-d(み

目n/¥. イチ11ーシート P

自 主 電 線 株 式 曾 融 制 問 町 田区納2 T目1創刊目的レ)
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建築基準法を111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1111111111111

読みこなすコツ

高木任之著四六判. 256頁・定価2060円〈本体2000円〉

只同住宅 畏屋の

界盤の遮音

ｼ 送 Ｓ 蜘ｾ I  
令22条の 2

法令を正しく読んで運用するコツを伝授グ

く目 次>

1章建築基準法を読みこなすコツ

2 章 建築物の敷地の評価 (用途地域・道路との関係) から

3 章 建築物の造形的な可能性 (床面積・高さ ) をさぐる

(補章) 良い環境の市街地を創り出すための手法

4 章 建築物の構造形式を決める (防水・梅造)

5 章 階段を中心とした避難のための設計を行う

6 章 火災による被害の拡大を防ぐ

7 章建築物の室内環境を整える

8 章建築物の矯造強度を確かめる

9 章建築物の設備を充実させる

10章建築手続きと建築工事ほか

企画 / 日本建築協会

〒6∞京 榔i!r 下京区本治臨機通商桐院東人

ft075-343-081 1  振 仔 / )i1都 0- 26789 6 株) 学芸出版社

企画: 日本建築協会

建築技術選書 〈特装版〉
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あらゆる建物のデザインを決定づける

外壁仕上 げ その成否によ って， 外観

が良くも悪くもなり ，耐久性も 左右さ

れる. 外壁仕上げの実情を整理し確か

な情報と知識が得られるように ， いろ

( 目録進呈〉

〒600 京都市下京区 木津屋紙通西洞院東入

T  E  L  075  (343)  0  8  1  1  6 学芸出版社
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料金受取人払

唱

大阪中央局

承 認

2219 

& 出有効期間l

平成 3 年 5 月31 日

まで ( 切手不用 )

口口口口口

御住所

御氏名

- 記入日 1991年 月 日

団団団団固

( 受取人)

大阪市北 区梅田 1- 1-3-2100

大阪駅前第3ビル21階

社団法人 日本建築協会

編集部 行

. ※ の筒所はO で囲んで F さし、 。

. 読者区分

l 年骨骨 歳 ※ 2. 男 女

※ Ｓ 職務 ・ 建築設計 ・ 構造設 ｾｴ ・ 設備設計 ・ インテリア設計 ・ Ｔ 自算見積

・工事取理 ・施工 ・建築業務 ・メインテナンス ・建築指導行政

・都市計画 ・経営管理 ・研究教育 ・学生 ・院生

・その他(

・本アンケートの御意見を参考にして、誌聞の充実に役立てたいと

存じます 。御多忙のところ恐縮ですが、集計・分析の者11合 上91年

5 月31 日までに御送付をお願し、申し上げます 。

・ 「建築と社会」購読者のご紹介があ れば、ご記入下さい。

御氏名

御連絡先 T EL  



「建築と社会」誌読者アンケート

• i建築と 社会」につ い て

※ l 毎月どの程度読まれますか。

・通読する ・決まった記事に眼を通す ・ザッと l浪を通す

※ 2.興味をもって読まれる記事は何ですか。

-At ，. '" 

- 作品作風

. スケ y チブック

・Gal l ery

・being

・w

・書 評 プ y クステーンョン

・大先輩に聞く

. 新建材紹介コーナー

. 建築の眼

. 構造の頁

・設備の頁

. 施工材料の頁

・月聞の動き

. レポート

・INFORM ATI O

. アメリカからの報告

. 東海J レネ y サンス

. 法令コーナー . 広告頁

※ 3 下記の特集で興味をも って 読まれたものがありますか。

(90年 4 月号 - 91年 3 月号 ・特集名 -fl 1l略材、)

. スケー J レ感 ・第37回青年技術者

. プレハブ住宅技術 ・和歌山県の展望と景観

- 国際花と緑の博覧会

. 建築家のための設併E知 識

. 高強度化

. やわらかな住宅管理

. 都市のナイス ・プレイス

. 兵庫県営繕の歩み

※ 4 本誌頁数 ・装丁について

- 感性の時代の外装材

・新しい都市空!日lづくり

. オフィス プレジャー

. 建築の風致

・東海支部30周年記念

口頁数平均的に、 ・多 い . 適当 ・少ない

口装丁表紙、記事のレイアウトが、 . 良い ・まあまあ . 惑い

5. t品載を望まれる記事( シリーズ特集) や、ご意見を白白にお舎き下さい。



l f I J I !J 9J l 歩9J l
特 許 ・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

S小j皮. s大 i皮・Vi 皮・ボ y クス i皮・ W ジャンポi皮・V デ ッキ

S Vジャンボ1皮・ボルトレスルーフ B L . 其の f也

平板・波板・棟包・雨押類・昔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパー・エキゾスター(強制) )

ボーロイド( 断熱材 ) O. G.K. ※ カタログを こ1時 下 さ い。

干 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 危 括 大 阪 ( 06) 412- 513[ (内

大 阪 . ) L，+I  . 名 古 尿 ・Jよね ・東 条 ・叫: ! 路

干 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 若干 32号 屯 訴 萩 ( 0484) 42- 3115(1'1:) 

東 北 ・東 京 ・|拘 束 ・ 熊 谷

盛市I J I !J 9 Jl 州 製 造 掠 式 会 祉

j皮板規格

途用

エターノコア - F大和郡山市九条スポーツセンター屋根

デンカC S Aファミリー製品

-子ニ.I nCS A < 膨張| 生 j見和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

.  =r.;.，n  ＧｦｾＮヨニ ｊ ＼ クラウト用無収納材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 宰 Ｒ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ意義 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニJ nES<土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニJ nI J OOO<製品用超高度 j昆和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木
浜電気化学工業株式会社

近 般 地 区 販 売 庖 T EL 本 社 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

一

宮式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社

T EL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

式

社

棒

会

-・・・圃・

コ-ト
ネ土

A

Q

玄式株産物?羊光

T EL  滋賀 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  
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ダイナミックな表' 情を生みだす

コンポジ、ツトタイプのメカニズム

シングル独自の柔らかい葺き昧に、

彫りの深い独特のパターンを展開する

タイナミックなメカニズム。

ニューインプレッション/ がそこにある。

コンポジ、ツトタイプのニューシンクル

「三星WP - 3 5 J は、

二枚重ねの厚みがつくるリス、ミ力ルな陰影玄

立体的なアクセントを強調しますL

定 止ｾ
町 ム 円

買UUｾＡ ｷ＠
八.3 大

oH阪

円 5・

= :r! )L 
il'i Ｍｴ ｾ＠ t.: -，: 

明l.... -;' l; .. ，干

脱九的 1で

九 ta品

1111
1

1  

迅 4;{

H  

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 10- 5  fi 06 (443)0431 

干730 広島市中区西平塚町8-13 立駐広島ビル 合 082(246)8625

干810 福 岡 市 中 央 区 港 2 - 1  - 29 fi 092(712)0800 

〒101 東 京 都 千 代 悶 区 岩 本 町 3- 11- 14 合的( お62)8531

阪

島

岡

京

大

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフインク株式会社

マ

雑誌 03379-4


